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１１．．血血統統登登録録ととはは  

当協会は、ホルスタイン種牛の登録・育種改良に関する事業を行い、それらの情報収
集および提供に努めるとともに、ホルスタイン種牛の形質の遺伝的改良と能力の向上を
推進し、もって国民に良質な畜産物を安定的に供給することを目的としております。 

酪酪農農経経営営のの安安定定ににはは改改良良がが重重要要  
酪農経営の安定を図るためには、「生産性の向上による生産コストの低減」が求められて

います。これには乳用牛の増頭やエサの多給によって生乳生産量を上げることよりも、遺
伝的能力を効率的に発揮させることによって、牛群の能力水準と斉一性を高めていくこと
が重要です。 

乳量や乳成分率、体型等の形質において、親から子へ遺伝する割合は、乳量で 30％、乳
成分率で 50％、体型形質では 10～30％程度と推定されます。現在では種雄牛の後代検定や
牛群検定の実施によって、種雄牛や雌牛の遺伝評価値が発表され、そのレベルは年々向上
しています。 

酪農家は、総合指数(ＮＴＰ)や各形質の遺伝評価値を活用して、より優れた後継牛が期待
できるような交配と選抜淘汰を行って、生産性の向上を図ることができます。 

牛牛群群改改良良のの第第一一歩歩はは登登録録かからら  
牛群改良の第一歩は正確な記録をとることから始まります。記録が正確でなければ、い

かに優れた交配や選抜淘汰を行ったつもりでも、改良の効果は上がりません。 

個体記録の根幹をなすのが血統登録です。いつ、どこで、どういう父母から生まれたか
という血統情報があって初めて、近親交配や遺伝的不良形質の発現を防ぐことができます。
また、血統の特徴は泌乳能力や体型面によく現れます。血統の記録を牛群検定や体型審査
成績と結び付けることによって、血統の特徴を生かした改良を的確に行うことが可能にな
ります。 

すなわち、血統登録が、酪農家の交配計画に有効に活用されていることは言うまでもあ
りません。 

登登録録ののメメリリッットト  
酪農家にとって登録することのメリットは、①血統登録証明書によって父母、祖父母な

ど血統が明確になるとともに、登録協会の登録簿に記載され、永久的に保管される、②遺
伝的に優れた血統をより確実に残すことができる、③血統濃度（47～100％）によって血統
の純粋性の度合いが明示される、④強度の近親交配を回避できる、⑤ＣＶＭやブラキスパ
イナ、ＣＤなど遺伝的不良形質の発現を未然に防ぐことができる、⑥能力、体型等の付加
情報によって個体販売が有利になる、などが挙げられます。 

牛舎の中のもう１頭、登録に結びつけていただくようお願いします。 
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２２．．正正ししいい血血統統登登録録をを行行ううたためめにに

近年ではゲノミック情報を利用した牛群改良が普及しておりますが、ゲノミック情報
を得るためのＳＮＰ検査によって、一部の登録牛の血統に疑義が判明しています。当協
会では、このような血統疑義牛については親子関係を調査した上で、遺伝子型検査によ
る親子判定を行い、血統登録の更正を行っています。 

血統登録は農家からの申告に基づいて行っていますので、その基となる繁殖記録が正
確でなければなりません。 

登録委員の皆様には、まずは繁殖記録を正確に行うように農家に指導して頂き、また
登録申込みの際にはその内容が正しいものかどうかを確認して頂くようにご協力のほ
どをお願いします。 

１１））農農家家へへのの繁繁殖殖記記録録のの指指導導
(1) 繁殖台帳の管理

① 交配の都度、授精に関する情報（授精年月日、種雄牛の登録番号または略号、
精液ラベル番号）を繁殖台帳に記録してください。 

② 分娩時の情報（分娩年月日、子牛の性別、子牛の個体識別番号）を繁殖台帳に
記録してください。早産や生時体重が軽いなど、特別な状況があった場合も記録
してください。 

③ 原則として繁殖台帳は１頭毎に作成して記録してください。繁殖記録用のカレ
ンダーやノートなどに一時的にメモした記録は、1 頭毎に授精履歴が確認できる
形に整理して記録を残しましょう。 

④ 当協会では家畜改良データバンクの会員情報において、１頭毎の繁殖台帳が印
刷できる機能を用意していますのでご利用ください。 

⑤ 牛群検定に加入している農家は、(一社)家畜改良事業団が提供している「繁殖
台帳 Web システム」を利用するなど、繁殖情報をデータ入力できる繁殖管理ソフ
トを活用することもお勧めします。

  繁殖台帳の見本（当協会Web の各種申込書にあります。） 
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(2) 授精時の注意
① 人工授精の際には、授精した種雄牛と雌牛の個体確認を誤らないように注意し

てください。 
② 使用した精液ストローに添付された精液ラベルは必ず保管してください。
③ 同一発情期に同じ品種の異なる種雄牛を授精するのは、正しい親子関係が分か

らなくなるのでやめましょう。追い移植についても同様です。 
④ 人工授精師による授精の場合、その記録は授精師が責任を持つところですが、

畜主も授精の現場に立ち会い、授精記録を確認するようにしてください。 
(3) 分娩時の注意

① 分娩したら速やかに子牛に耳標を装着してください。
② 家畜改良センターへの出生届は、正しい情報(本牛個体識別番号、出生年月日、

性別、母牛個体識別番号、品種）を確認した上で行ってください。 
③ 同じ品種を交配した分娩予定牛が同時期に複数いる場合は注意を払い、分娩に

は立ち会うようにしましょう。人工授精の際には、授精した種雄牛と雌牛の個体
確認を誤らないように注意してください。 

２２））登登録録申申込込みみ時時のの注注意意
(1) 個別登録の場合

① 登録委員は、申込書の記入事項について、授精証明書などの添付書類、家畜改
良センターへの報告内容、繁殖台帳などと内容が一致しているかを必ず確認して
ください。

② 同一発情期に同じ品種の異なる種雄牛を授精（追い移植も含む）していること
が判明した場合は、遺伝子型検査による親子判定を行ってください。 

③ 連続する２発情期に同品種の異なる種雄牛を授精している場合で、最終授精か
ら計算すると在胎日数が 260 日など早産の時は、最終より一つ前の授精による受
胎の可能性があります。分娩状況や生時体重など調査して判断してください。判
断できない場合は、遺伝子型検査による親子判定を行ってください。 

（例）１回目の授精＝2022.7.25 ホル種雄牛Ａ、２回目の授精＝2022.8.14 ホル種雄牛Ｂ、
その後、2023.5.1 に分娩した場合 

子 
母 

１回目 
2022.7.25 
種雄牛Ａを授精

２回目 
2022.8.14 
種雄牛Ｂを授精

２回目の授精日からだと在胎日数
は 260 日の早産です。 
しかし、生時体重は平均的。 
１回目の授精日からだと在胎日数
は 280 日で平均的。 
よって、父牛はＡと判断します。 

生時体重 
43 ㎏ 

2023.5.1 
分娩 
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(2) 自動登録の場合
① 自動登録は、交配の都度、電子データによる授精報告が実施条件です。自動登

録を実施している農家によって、授精報告方法は異なりますが、繁殖台帳に基づ
いて正しく授精報告をするように指導してください。 

② 同一発情期に同じ品種の異なる種雄牛を授精（追い移植も含む）していること
が判明した場合は、分娩後に遺伝子型検査による親子判定を行ってください。 

③ 牛群検定の繁殖情報を利用して自動登録を実施している農家は、検定時の正し
い授精報告が必要です。検定の際、農家は繁殖台帳を検定員に提示し、検定員は
ハンディターミナルや検定組合パソコンに正しく授精記録を入力するようにして
ください。また、検定成績表等に正しい授精記録が記載されているかを確認して
ください。 

３３））血血統統疑疑義義のの起起ここりりややすすいい事事例例
(1) 授精記録の誤り（その１）

同じ時期に複数頭の授精を行った場合に、それぞれの交配雌牛に対する授精情報
を入れ違って記録してしまうことがあります。

(2) 授精記録の誤り（その２）
種雄牛を愛称で記録すると、同じような名号の種雄牛がいる場合に、間違った授

精報告をしてしまうことがあります。

Ａ牛 2023.5.1 
種雄牛Ｃを授精

Ａ牛の繁殖台帳 
授精日 2023.5.1 交配種雄牛Ｄ

人工授精の際には、授精した種雄牛と交配雌牛の 
個体確認を誤らないようにしましょう！ 

2023.5.1 
種雄牛Ｄを授精

Ｂ牛の繁殖台帳 
授精日 2023.5.1 交配種雄牛ＣＢ牛 

種雄牛は、愛称の他に登録番号や略号
も合わせて記録しましょう！ 

エディー・・・？
サンデイバレ－ ミスタ－
エデイ ＥＴのことだな！

Ａ牛 
繁殖台帳 

2023.4.1 授精 
エディー

エディーと
記録したら…

「ｻﾝﾃﾞｲﾊﾞﾚ- ﾐｽﾀ- ｴﾃﾞｲ ET」の 
略号 29H16123 として 
授精データを入力してしまった！ 自動登録の

授精報告 

Ａ牛 2023.4.1 
JP5H55084「ｵﾑﾗ ｽｲ-ﾄ ｴﾃﾞｲ- ET」 
愛称「エディー」を授精 
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(3) 耳標記録の誤り
個体識別番号の拡大４桁だけで記録をしていると、飼養牛の中で拡大４桁が重複

する牛がいる場合に、記録を入れ違えてしまうことがあります。

(4) 出生報告の誤り
同じ時期に分娩が重なったため、子牛と母牛を入れ違えて記録してしまい、改良

センターに誤りの出生報告をしてしまうことがあります。

導入などで拡大４桁は重複する場合があります。 
記録する時は個体識別番号１０桁で記録しましよう！ 

1234 

11223344 牛 
繁殖台帳 

11223344 牛 
繁殖台帳 

別牛なのに、 
同じ番号に 

なってしまう！ 
同じ番号に 

なってしまう！ 

1234 

12222 

11111 

Ａの子 

Ｂの子 

母Ａ 

母Ｂ 

子＝Ａ、母母＝＝ＢＢ

子＝Ｂ、母母＝＝ＡＡ

分娩時には、分娩牛の個体識別番号を確認し、 
子牛に装着した耳標を記録しましょう！ 

母子を入れ替えて 
報告してしまった！ 
母子を入れ替えて 

報告してしまった！ 

1234 

11111 

1234 

12222 
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(5) 耳標装着の遅れ
耳標を装着しないまま授精を行ったために、どの牛に対する授精記録なのか分ら

なくなってしまうことがあります。

(6) 分娩の未確認
夜間など分娩に立ち会っていない間に、複数の牛が分娩してしまい、親子関係が

分からなくなってしてしまうことがあります。

耳標装着は出生した時に速やかに行いましょう。 
また、耳標が脱落した時は、新たな個体識別番号の耳標を装着せずに、 
耳標の再交付手続きを行いましょう！ 

授精

どの牛だったっけ？？ 記録する時 

親子関係が分からない場合は、 
遺伝子型検査による親子判定を行いましょう！ 
また、上記の例の場合は、異性双子の可能性があるため 
フリーマーチン検査も必要です。

母Ｂ 
母Ａ 

メス

メス

オス

前の日

翌朝

２頭とももうすぐ 
産みそうだな・・・ 

双子妊娠中 

う、生まれてる！！ 
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３３．．ホホルルススタタイインン種種牛牛登登録録制制度度  

雌雌  
血 統 登 録 (1) 血統濃度 47％以上

(2) 血統登録の資格①～⑤のいずれかに該当

審査成績証明 ＴＲ  検定成績証明 ＰＲ 

審査優秀牛  生 涯 検 定 牛 ＬＰ 

雄雄  
 血 統 登 録 (1) 血統濃度 93％以上

(2) 血統登録の資格①～④のいずれかに該当

審査成績証明 ＴＲ 

血統登録の資格
【雌牛】

血統濃度が 47％以上のもので次の①～⑤のいずれかに該当すること
① 父、母が血統登録牛であるもの
② 本牛が当協会承認の外国登録団体で血統登録を受けたもの （＝輸入牛の場合）
③ 父が国外にあって、当協会承認の外国登録団体で血統登録を受けたものと、血統登録牛

である母との間に生産されたもの （＝胎内輸入牛、輸入精液による生産牛の場合）
④ 父および母が国外にあって、当協会承認の外国登録団体で血統登録を受けたものから得

られた受精卵の移植により生産されたもの （＝輸入受精卵による生産牛の場合）
⑤ 父が血統登録牛で、母がホルスタイン種の毛色および特徴を備え、本牛の生年月日が確

認できるもの
【雄牛】

血統濃度が 93％以上で前項①～④のいずれかに該当すること

登登  録録  

証証  明明  

証証    明明  

選選    奨奨  

登登    録録  

ｱ. EX 初めて審査得点 90 点以上に評
価されたもの 

ｲ. 2E 前号ｱの雌牛が分娩更新後に再
度 EXに評価されたとき 

ｳ. 3E 前号ｲの雌牛がさらに分娩更新
後に EXに評価されたとき 

以後、同様に「E」を加算して表記する 

例：4E、5E、6E 

ｱ．金賞 乳量 60,000kg以上 

乳脂量 2,040kg以上 

蛋白質量 1,800kg以上 

ｲ．銀賞 乳量 50,000kg以上 

乳脂量  1,700kg以上 

蛋白質量 1,500kg以上 

ｳ．銅賞 乳量 30,000kg以上 

乳脂量 1,020kg以上 

蛋白質量   900kg以上 
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（毛色の条件） 
ⅰ 明瞭な黒白斑のもの 
ⅱ 赤白斑のもの （名号末尾に RED を付ける） 
ⅲ 尾房または腹の全黒のもの （名号末尾に OC を付ける） 
ⅳ 蹄冠部を黒毛で取り巻くもの （名号末尾に OC を付ける） 
ⅴ 灰色または赤色の斑点のあるもの （名号末尾に OC を付ける） 
（登録できないもの）

・ 更紗毛(さらさげ)のもの
・ 白、黒または赤一枚毛のもの
・ 改良上排除すべき、著しく生理機能を損ずる遺伝的不良形質のあるもの

血統濃度とは 
(1) 血統濃度とは純粋種へ遡れる尺度のことで、数値の範囲は 0 ～ 100％とします。
(2) 血統濃度の原則

① ホルスタイン種の毛色・特徴を備えていても、無登録や交雑種は 0％とします。
② 計算方式は、両親の血統濃度の数値を合計して２で割り、小数点第１位を四捨五

入した整数値とします。また、次世代の血統濃度の計算に際しては、四捨五入した
のちの整数値を基に行います。 

(3) 輸入牛、輸入精液および輸入受精卵移植による生産牛の血統濃度は、当該外国登録
団体発行の血統能力証明書（ペディグリー）に記載された祖先を基に、当協会の方式
で計算し、その数値を用います。

(4) 当協会が発行する血統登録証明書など各種証明書において、本牛および祖先牛の登
録番号の後に血統濃度を併せて表示します。

血血統統濃濃度度  
1世代     2世代     3世代    4世代     5世代    6世代     7世代 

♂(100％)

♂(100％) ♀(100％)

♂(100％) ♀( 99％)

♂(100％) ♀( 97％)

♂(100％) ♀( 94％)

♂(100％) ♀( 88％)

♂(100％) ♀( 75％)

♀( 50％)

♀(  0％)

無登録のホル種牛を、100％の雄牛と交配した場合、7世代目で血統濃度が 100％になります。 
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４４．．血血統統登登録録証証明明書書のの出出来来るるままでで 

血統登録の様式には、申込書が必要な「個別登録」と電子データを利用した「自動登
録」の２種類があります。それぞれの様式において、血統登録証明書ができるまでに必
要な工程が違いますので、ご注意願います。 

１１））個個別別登登録録（（血血統統登登録録申申込込書書がが必必要要））のの場場合合

登登録録証証明明書書のの発発行行

証証明明書書のの送送付付 申申込込書書のの送送付付・・入入力力

個個体体識識別別デデーータタ
（（同同意意書書提提出出農農家家分分））

個個体体識識別別デデーータタ

出出生生報報告告・・異異動動報報告告

①

⑥

②

④
⑤

③

【【個個別別登登録録のの流流れれ】】 

①① 会会 員員
a．家畜改良センターに出生報告を行います。
b．当該牛の生産に係わる授精証明書等を準備します。
c．登録したい旨を登録委員に連絡します。

【牛個体識別全国データベースの情報利用同意書について】
会員は予め「牛個体識別全国データベースの情報利用同意書」を提出願います。この同意書は、農家が家畜

改良センターに報告する出生や転出・転入などの個体識別情報を、当協会が利用しても良いか同意を頂くもの
です。
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②② 登登録録委委員員
a．申込みを希望する農家に確認の上、以下の手順で血統登録申込書を作成します。 
b．作成した血統登録申込書に授精証明書等を添付し、支部・承認団体に送付します。 

【血統登録申込書の作成手順】 

手順１．授精証明書を確認する（23 ページ参照） 
 各項目の記入漏れはないか
 種雄牛が、授精証明書記載項目と精液ラベルで一致しているか
 精液ラベルの精液採取年月日と授精年月日に矛盾がないか
 雌牛が、授精証明書記載項目と出生報告で一致しているか

手順２．出生報告を確認する（家畜改良センター「牛の個体識別情報検索サービス」を開く） 
 出生報告されているか
 生年月日、性別、母牛個体識別番号、品種に誤りはないか

手順３．母牛の所有者を確認する（22 ページ「申込者」参照） 
 母牛の血統登録証明書の所有者欄、移動履歴欄を確認する。

 導入した牛の場合、前の所有者の名義のままなら移動証明申込みが必要
 自家生産牛の場合、家族の中の誰の名義になっているか

手順４．申込書を作成する（14 ページ以降参照） 
 授精証明書、出生報告を確認しながら、内容が一致するように申込書を記入する
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③③ 支支部部・・承承認認団団体体
a．申込書に基づき、地方ターミナルシステムから必要事項の入力を行います。 

注１：血統申請の入力画面には、個体識別情報上の母牛の現所有者が表示されます。赤字で「ＩＤ移動」と
表示されたら、母牛の移動証明が必要かどうか確認し、必要な場合は同時に申込願います。 

注２：各申込みにつき１つの支部受付番号を付与し、申込書の支部受付番号欄にはっきりと記入してくだ
さい。例えば再交付同時移動の申込みの場合、「再交付」と「移動」のそれぞれの申込みに支部受付
番号が必要です。 

注３：入力できない申込みがあった場合は総括表に「支部受付番号○○は未入力」と記入してください。 
注４：入力した申込みの料金が変更となる時は、総括表に「支部受付番号○○は料金コード○○⇒○○」

と記入してください。 

b．申込みに関係する書類を一括して当協会に送付します。 
注：送付する際、申込書類は種別順、支部受付番号順（昇順）で束ねて梱包してください。 

種別順は上から、①総括表・登録証明受付簿、②検定証明申込書類、③遺伝子型検査申込書類、④再
交付申込書類、⑤更正申込書類、⑥移動証明申込書類、⑦血統登録申込書類の順でお願いします。 

④④ 当当協協会会
a．血統登録申込みに基づき、登録料金請求書を作成して、支部・承認団体宛に送付

します。 
b．血統登録申込書の内容をチェックします。 
c．血統登録証明書を作成し、支部・承認団体に送付します。 
d．申込内容に不備があった場合は、事故照会を行います。 

⑤⑤ 支支部部・・承承認認団団体体
血統登録証明書、登録料金請求書、事故照会文書などを登録委員（農協等）宛に

送付します。

⑥⑥ 登登録録委委員員
a．血統登録証明書を会員に届けます。 
b．事故照会の際は内容を調査し、回答を支部・承認団体経由で、当協会に送付し

ます。 
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２２））自自動動登登録録のの場場合合

④

登登録録証証明明書書のの発発行行
料料金金のの請請求求

授授精精報報告告繁繁殖殖情情報報

個個体体識識別別デデーータタ
（（同同意意書書提提出出農農家家分分））

個個体体識識別別デデーータタ
授授精精デデーータタ
（（週週２２回回取取りり込込みみ作作業業））

出出生生報報告告・・異異動動報報告告等等

授授精精報報告告

①

①

②③
希希望望名名号号等等のの連連絡絡①

【【自自動動登登録録のの流流れれ】】 

①① 会会 員員
a．自動登録を申込む前に以下を確認します。 

・牛個体識別全国データベースの情報利用同意書を提出しているか
・対象牛を全頭登録できるか
・授精報告はどのような方法にするか
・過去の授精データを報告できるか

b．自動登録を申込みます。 
・自動登録申込書を支部・承認団体経由で当協会に提出します。
・登録が済んでいない飼養牛全頭の血統登録申込みをします。
・過去の授精データを報告します。

c．家畜改良センターに、必要な報告（出生、転入、転出等）を行います。 
d．授精の度に正確な授精報告（授精年月日、交配種雄牛の登録番号または略号）

を行います。
e．該当事項がある場合は、自動登録実施農家連絡書を提出します。

・RED、OC、双子、双子片方死亡、異性双子登録延期・中止、虚弱体質で登録
延期・中止等

・希望名号をつける場合

詳細については「９.自動登録について」を参照してください。 
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②② 当当協協会会
a．自動登録農家が報告した乳用種雌牛の出生データと、関連する授精データを家

畜改良データバンクから抽出します。 
b．血統や在胎日数、移動経路等をチェックします。 
c．血統登録証明書を作成し、登録料金請求書を添えて支部・承認団体に送付しま

す。 
d．登録上で矛盾が生じた場合は、事故照会を行います。 

③③ 支支部部・・承承認認団団体体
血統登録証明書、登録料金請求書、事故照会などを登録委員（農協等）宛に送付

します。 

④④ 登登録録委委員員
a．血統登録証明書を会員に届けます。 
b．事故照会の際は内容を調査し、回答を支部・承認団体経由で、当協会に送付し

ます。 

「「自自動動登登録録実実施施会会員員」」シシーールル  
自動登録実施農家には、下記のシールと「自動登録マニュアル」を配布しています。 
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５５．．個個別別登登録録ににつついいてて  

個別登録は、申込者が所有する牛について、登録委員が１頭毎に申込書を作成し、
必要書類を整備・確認したものを、各都府県支部・承認団体経由で当協会に申請する
方法で行われます。 

申申込込書書様様式式（（記記入入例例①①））

 

 
 
 

 
 
 

中 
野 

大 
野 

p.16

p.17

≀

p.22

p.22

≀

p.23

p.24

≀

p.25
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血統登録申込みには、

⾎統登録申込書 と 授精証明書の原本

が必要です。

p.41

≀

p.45

p.25

p.33

申込者印 

登録委員印 

お忘れなく！ 

ボールペンなどで濃く！ 

はっきりと！書いてください。 

字が薄い・細い・小さいは NG です。 
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１１））必必要要書書類類
(1) 血統登録申込書
(2) 授精証明書

２２））申申込込書書のの整整備備ににつついいてて
血統登録申込みに係る書類は、当協会において１枚毎、オートスキャナにより画像

として取り込んでいますので、次の点にご注意願います。 
(1) 申込書と授精証明書等の書類は、ホチキス・のりで留めないでください。
(2) 申込書または授精証明書等に家畜人工授精用精液証明書(以下、精液ラベルとす

る)を貼る場合は、ホチキスやセロハンテープでなく、のりで留めてください。その
場合、精液ラベル裏面の「譲渡・経路の確認」欄が見えるように、のりの付け方を
配慮願います。 

(3) 申込書または授精証明書等に精液ラベルを貼る場合は、申込書または授精証明書
等からはみ出ないようにしてください。 

(4) 精液ラベルを申込書に貼る際は必ず、家畜人工授精用精液証明書貼付欄に貼りつ
けてください。申込書の裏面や欄外には貼らないでください。 

(5) 申込書および授精証明書等に精液ストローを貼らないでください。
(6) 申込書および授精証明書等の文字は、濃く、ハッキリと黒色のボールペンで記入

してください。特にカーボン紙使用の際に、文字が薄い場合は文字の上からなぞる
等してください。 

(7) 申込書は当協会が発行している申込書（当協会 Web、地方ターミナルからの印刷
を含む）を使用してください。ただし、当協会が発行している申込書と同様の内容
を同様の箇所に記載した申込書を作成する場合は、この限りではありません。 

３３））血血統統登登録録のの申申込込期期限限ににつついいてて
血統登録申込みは、雌牛は生後 10 ヵ月（ジャージーは生後１年）、雄牛は生後１年

を過ぎると、超過料金になりますので注意してください。例えば、１月１日生まれの
牛は、同年１０月３１日までの申込日であれば 10 ヵ月以内料金となります。 

４４））申申込込種種目目とと申申込込年年月月日日（（記記入入例例①①前前ペペーージジ参参照照））
(1) 申込書は、血統登録、再交付、更正、書換、本牛同時移動の５種類で共通の様式

となっています。血統登録申込みをする場合は、血統登録を○で囲んでください。
また、その他の乳用種（ジャージー、ブラウンスイス、ガーンジー、エアシャー）

も共通の様式です。ホルスタイン種以外の申込みの場合は、メモ欄にその品種名を
付記してください。

(2) 申込年月日は、登録委員が各都府県の支部・承認団体窓口へ提出した年月日を記
入してください。
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５５））申申込込牛牛・・父父牛牛・・母母牛牛（（記記入入例例②②））

個個体体識識別別番番号号  
① 申込牛に装着されている耳標の個体識別番号を確認し記入してください。
② その際、家畜改良センターへの出生報告内容（本牛の個体識別番号、生年月日、

性別、母牛の個体識別番号、品種）を確認し、報告されていたら出生報告確認欄
に✔をしてください。

③ 報告されていなければ、申込者に出生報告を依頼してください。

旧旧登登録録番番号号ままたたはは外外国国番番号号  
旧登録番号（耳標番号１０桁以外の登録番号）と外国登録番号がある場合は左詰め

で記入し、外国符号には輸入元の外国符号を記入してください。  

生生年年月月日日
出生報告控え等で確認し記入してください。
※個体識別情報の出生年月日が母牛検定時の分娩年月日と同日であること。

性性別別  
    出生報告控え等で確認し、性別を○で囲んでください。

ＲＲＥＥＤＤ（（赤赤白白斑斑））  
 出生時の毛色が鮮明な赤白斑の場合は「ＲＥＤ」を○で囲んでください。名号の末
尾に「ＲＥＤ」を付けて登録します。 

ＯＯＣＣ（異異常常斑斑紋紋））  
次のいずれかに該当する場合は「ＯＣ」を○で囲んでください。名号の末尾に「Ｏ 

Ｃ」を付けて登録します。  
① 尾房または腹が全黒のもの
② 蹄冠部を一肢でも黒毛で取り巻くもの
③ 体の一部に灰色または赤色の斑点があるもの
④ 無尾のもの

−17 −



- 18 -

ＥＥＴＴ  
受精卵移植生産牛を申込む場合は「ＥＴ」を○で囲んでください。詳しくは、27 ペ

ージの「受精卵移植による生産牛の血統登録申込みについて」をご覧ください。

輸輸入入牛牛  
輸入牛（海外から輸入した牛）を申込む場合は、「輸入牛」を○で囲み、外国登録番

号と外国符号（アメリカ：ＵＳＡ・８４０、カナダ：ＣＡＮ、オーストラリア：ＡＵＳ
等）を記入してください。詳しくは、29 ページの「輸入雌牛およびその子孫の登録取
扱いについて」をご覧ください。

輸輸入入受受精精卵卵  
輸入受精卵移植生産牛（海外で作られた受精卵を輸入した後、国内牛に移植して生

まれた産子）を申込む場合は、「輸入受精卵」を○で囲んでください。詳しくは、27 ペ
ージの「輸入受精卵の移植による生産牛の場合」をご覧ください。

胎胎内内輸輸入入精精液液  
胎内輸入精液による生産牛（海外で授精し妊娠した状態で輸入した牛の産子）を申

込む場合は、「胎内輸入精液」を○で囲んでください。詳しくは、30 ページの「胎内輸
入精液による娘牛」をご覧ください。

胎胎内内輸輸入入受受精精卵卵  
胎内輸入受精卵による生産牛（海外で受精卵移植し妊娠した状態で輸入した牛の産

子）を申込む場合は、「胎内輸入受精卵」を○で囲んでください。28 ページの「胎内輸
入牛(受精卵によるもの)の場合」をご覧ください。

雌雌フフタタゴゴ・・雌雌ミミツツゴゴ  
双子の申込みの場合は「雌フタゴ」を○で囲んでください。名号の末尾に「フタゴ」

を付けて登録します(三つ子以上の場合も双子に準じて取扱います)。 
この際、次の点にご注意願います。 

(1) 雌双子の場合
① 原則として２頭同時に血統登録申込みを行ってください。
② 一子が虚弱などでやむを得ず別々に血統登録申込みを希望する場合は、次によ

り登録します。 
ａ．血統登録申込書の欄外などにその旨を付記してください。 
ｂ．先に申込まれた牛の名号は、予め末尾に「フタゴ」を付けます。 
ｃ．当協会で命名する場合には、先頭に「１」または「フタゴ」の前に「Ａ」を付

けます。 
ｄ．後から申込む牛は、申込書の欄外などにその旨を付記してください 

③ 一子を繁殖に用いないか、または死亡した場合は申込書欄外などにその旨を付
記してください。 

④ 上記②、③で、双子であるという付記がなく「双子」を「単子」として登録して
しまい、後で双子に修正する場合は、有料の更正手続が必要となります。 
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(2) 異性双子の場合
雌牛は、(一社）家畜改良事業団による遺伝子型検査によって、フリーマーチンで

はないと推定された場合、もしくは受胎または分娩が確認されたものに限り登録し
ます。 

受胎が確認された場合は、妊娠鑑定書の写しを申込書に添付してください。分娩
が確認された場合は、子牛の個体識別番号を申込書に付記してください。 

(3) 分娩時に無形無心体等の付随物があった場合
雌牛を分娩した際に無形無心体や何らかの付随物があった場合、その雌牛はフリ

ーマーチンの可能性がありますので、異性双子と同様に受胎または分娩が確認され
たもの、もしくは遺伝子型検査によってフリーマーチンではないと推定されたもの
に限り登録します。登録上は単子扱い（雌牛が２頭と無形無心体が生まれた場合は
双子扱い）になります。 

(4) 受精卵移植(ＥＴ)生産牛の場合
ＥＴ生産牛が双子以上で生まれた場合は、受精卵移植生産牛として取扱うため、

名号の末尾には「ＥＴ」を付け、「フタゴ」は付けません。 
(5) 連続授精を行った場合

最近見られる事例として、追い移植などによる他品種を含む連続授精によって、
品種や血統の異なる双子が生まれることがあります。この場合も同様の扱いとし、
乳用種については名号の末尾に「フタゴ」を付けて登録しますので、申込みの際は
上記(1)～(4)にご注意願います。 

ただし、追い移植を行って単子が生まれた場合は注意が必要です。最近の研究に
よると追い移植を行った場合に胎内で双子になる確率は17％であると報告されてい
ます。よって、受精卵が乳用・肉用の由来に関わらず、また出生した牛が単子の場
合でも、フリーマーチンの可能性があると見なしますので、フリーマーチン検査を
受けるようにお願いします。 

(6) 添付書類について
申込書に添付する授精証明書や精液ラベルは、双子の場合でも単子と同様に１枚

のみ添付してください。双子の片方に授精証明書等の写しの添付は不要です。 

名名  号号  
(1) 名号は当協会で命名します。ただし、希望する名号がある場合は申込書の名号欄

に記入いただきますが、当協会で下記(2)～(7)に従って調査し、不備がなければ希
望どおり命名します。しかしながら、その名号が乳牛として相応しくないと当協会
が判断した場合は修正しますので予めご了承ください。

（支部・承認団体事務担当者へのお願い） 
地方ターミナルシステムで申込み入力する際、希望名号がある場合は、入力をお願いします。 

(2) 同一牛群内での同一名号は避けてください。
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(3) 名号は「３名法」（父牛名号と母牛名号からそれぞれ１単語、独自の名号を１単語
として命名する方法）を基本とし、カナ文字にして３２文字以内とします。単語間
のスペース、濁点、半濁点はそれぞれ１文字分とし、特殊名号である、「ＲＥＤ」「Ｏ
Ｃ」「ＥＴ」「フタゴ」などを含めて数えます。 

(4) １単語の文字数は１５文字以内とします。
(5) 冠名のみを希望する場合は、申込書の名号欄の先頭に冠名を記入してください。

冠名以下は３名法を基本として当協会で命名します。 
(6) 間違いやすい文字（「ア」と「マ」、「シ」と「ツ」と「ミ」、「カ」と「ヤ」、「エ」

と「コ」と「ユ」など）は、区別が付くようにハッキリと記入してください。
(7) 「無角」を意味する符号（PPおよび Pなど）は英単語扱いとなりますので、名号

内の英数単語は２つまでとして命名してください。
(8) その他、下記のような命名上の取り決めがありますので注意してください。

※※ 命命名名上上のの取取りり決決めめ一一覧覧
命  名  例 内  容 

ＡＢＣＤＥ  （注 1） 名号の中に、英単語は２単語以内、全 10 文字まで使用できます。 
ただし、カナ単語も２単語以上使用してください。 

１２３４５ （注 1） 名号の中に、数字単語は２単語以内、全 10 文字まで使用できます。 
ただし、カナ単語も２単語以上使用してください。 

１２３ＲＤ 
ＨＡ５ 数字と英文字の混在は、使用できます。 

ＳＷデ－ 
デ－ＳＷ 

英文字とカナ文字の混在は、使用できます。 
「ＳＷデ－」は英単語扱い、「デ－ＳＷ」はカナ単語扱いとなります（先頭文字が
いずれかで扱いが決まります）。 

ナンバ－１５ カナ文字と数字の混在は、使用できません。
「ナンバ－ １５」と空白を入れて命名されます。

４－５５ Ａ－Ｂ 
ＡＢ－１２ 

   (注 2） 
「－」ハイフンは数字間、英文字間、英文字/数字間でのみ使用できます。 
文字間で一つまでとし、合計二つまで使用できます。 

Ｂ，Ｃ 「，」コンマは使用できません。「B C」と空白を入れて命名されます。 
Ｂ．Ｃ  （注 2） 「．」ドットは英文字間でのみ一つまでとし、合計二つまで使用できます。 
Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ ローマ数字は使用できません。「１」「２」「３」と算用数字に変換されます。
＆、＃、／、（ ）、 
％、＠ 記号は使用できません。 
ＯＣ、ＲＥＤ、ＥＴ、 
ＧＰ、ＶＧ、ＥＸ 
オ－シ－、レツド、
イ－テイ－

特殊な意味を持つ単語は使用できません。 

双子の「ツイン」 ツイン、ＴＷＩＮは使用できません。
双子の場合は名号末尾に「フタゴ」と命名されます。

双子の「１」「２」 数字は名号の先頭、または「フタゴ」の前に付けます。 
「１…フタゴ」「２…フタゴ」、「…１ フタゴ」「…２ フタゴ」と命名されます。 

双子の「Ａ」「Ｂ」 英文字は「フタゴ」の前に付けます。 
「…… Ａ フタゴ」「…… Ｂ フタゴ」と命名されます。 

（注1） 英単語と数字単語の双方を付与する場合は、名号の中で合わせて２単語以内とし、文字数は
10 文字以内とする。 

（注2） ドットとハイフンの双方を付与する場合は、名号の中で合わせて２文字以内とする。ただし、１
単語内での同時利用はできません。 
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(9) 冠名を希望する場合は、予め冠名申込書を提出してください。この際、次の点に
ご注意願います。 
① 冠名を申請する場合

ａ．冠名は１農家で１つ（１単語で、10文字以内、濁点・半濁点は 1 文字とする）
とします。 

ｂ．冠名を決めるときは、「命名上の取り決め一覧」を参考にしてください。 
ｃ．冠名申込書を受理した後は、登録申込牛の名号の先頭にこの冠名を付けて登

録します。 
ｄ．冠名申込みにかかわらず、希望名号をつけるときは血統登録申込書の名号欄

に記入してください。 
ｅ． 他の会員が、同じ冠名を使用することがありますので、ご了承ください。 
ｆ．既に登録済みの牛に、冠名を付けたいときは、有料の更正申込みが必要にな

ります。 
ｇ．北海道で使用されている冠名一覧に記載した冠名はできるだけ使用しないよ

うお願いします（表１参照）。 
② 冠名を中止または変更する場合

登録した冠名を中止または変更するときは、冠名申込書の「※注記」にその旨
を記入して提出してください。 

ただし、中止の場合でも、既にその冠名で登録済みの牛の産子には、その冠名
が自動命名されますので、ご了承ください。冠名を希望しない場合は、子牛を血
統登録申込みする毎に血統登録申込書の名号欄を記入してください。 

[表１] 北海道で使用されている冠名一覧
ｱｲﾗﾝﾄﾞ ｵ-ｸﾘﾊﾞ- ｻﾆ-ｸﾚｽﾄ ﾁｴｽﾅﾂﾄ ﾋﾟﾂｸﾃﾞ-ﾙ ﾓﾝﾄﾗﾂﾌﾟ ﾛﾝｸﾞﾋﾞ-ﾁ
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ ｵ-ｽﾀ- ｻﾆ-ﾋﾙ ﾃﾞｲ-ﾌﾟﾏｳﾝﾄ ﾌｵﾚｽﾄｻｲﾄﾞ ﾕ-ｴﾑ BG 
ｲ-ｽﾄﾋﾙ ｵﾍﾟﾚｲﾄ ｻﾆ-ﾛ-ﾝ ﾃﾞｲﾊﾟ- ﾌｵﾚｽﾄﾋﾙ ﾕ-ﾄﾘ- BH 
ｲ-ｽﾄﾗﾝﾄﾞ ｶﾅﾝ ｼ-ｻｲﾄﾞ ﾅﾁﾕﾗﾙ ﾌﾗﾇｲ ﾖ-ﾃ- BR 
ｲｽﾞﾐ ｷﾔﾆｵﾝｻｲﾄﾞ ｼ-ﾀﾞ-ﾃﾞ-ﾙ ﾆﾕ-ｼﾞ- ﾌﾛﾝﾃｲｱ ﾗｲﾌﾞﾘ- BT 
ｳ-ﾄﾞﾎﾞ-ﾝ ｸ-ﾛ ｼﾔｲﾝ ﾆﾕ-ﾌﾛﾝﾃｲｱ ﾌﾞﾘﾂｼﾞﾎﾞ-ﾄ ﾗﾝｻ- DL 
ｳｲｽﾀﾘｱ ｸﾗ-ｸ ｼﾞｴ-ｴ- ﾉ-ｽｽﾀ- ﾌﾟﾘﾑﾛ-ｽﾞ ﾘｼﾘﾋﾙ FR 
ｳｲﾛ-ﾗﾝﾄﾞ ｸﾘｽﾀﾙﾋﾙ ｼﾞｴ-ﾄﾂﾌﾟ ﾉ-ｽｾﾂｼﾞ ﾌﾞﾙ-ﾐﾝｸﾞ ﾘﾂﾁﾗﾝﾄﾞ HM 
ｳｴｽﾄﾗﾝﾄﾞ ｸﾚ-ﾝﾋﾙ ｼﾞｴﾑ ﾊ-ﾄﾞ ﾌﾞﾛ-ﾄﾞﾘ- ﾘﾂﾌﾟﾗﾝﾄﾞ KF 
ｴ-ｽﾋﾙ ｸﾛｽﾃﾞﾙ ｽｳｲ-ﾄﾌﾞﾗｲｱ- ﾊﾂｺ- ﾌﾟﾛﾐｽ ﾘﾊﾞ-ｻｲﾄﾞ NT 
ｴｷｽﾊﾟ-ﾄ ｸﾞﾘ-ﾝｳ-ﾄﾞ ｽﾀ-ﾗｲﾄ ﾊﾂﾋﾟ-ﾃﾞ-ﾙ ﾎﾊﾞｺﾞ ﾘﾘ-ﾌｱ-ﾑ PB 
ｴﾊﾞ-ｽﾜﾝﾌﾟ ｸﾞﾘ-ﾝﾊｲﾂ ｽﾄﾘ-ﾑ ﾊﾂﾋﾟ-ﾍﾞﾙ ﾎﾜｲﾄﾊﾞ-ﾁ ﾚ-ｸﾋﾙ RU 
ｴﾑｵ- ｸﾞﾘ-ﾝﾐﾗ- ｽﾊﾟ-ﾌﾞﾚﾃﾞｲ-ｽ ﾊﾂﾋﾟ-ﾘﾊﾞ- ﾏｳﾝﾄﾊﾟ-ｸ ﾚ-ｸﾋﾞﾕ- SK 
ｴﾘｻﾞ- ｸﾞﾚ-ｽｺ-ﾄ ｽﾗｲﾄﾞﾋﾞ-ﾁ ﾊﾆ- ﾏｳﾝﾄﾋﾞﾕ- ﾚﾂﾄﾞﾌﾞﾘﾂｸ SLC 
ｴﾙﾑﾚ-ﾝ ｸﾞﾚﾝﾋﾙ ｾﾝ-ﾐﾔ ﾊﾞ-ﾁﾋﾙ ﾐ-ｸﾈｽ ﾛ-ｽﾞﾋﾞ-ﾁ SV 
ｵ-ｷﾂﾄﾞ ｻｸｾｽ ｾﾝﾀ-ﾘﾊﾞ- ﾊﾟ-ﾌﾟﾙ ﾐｷ- ﾛﾂｸｳ WS 
ｵ-ｸﾘ-ﾌ ｻﾆ- ｾﾝﾄｳｴｽﾄ ﾋﾞ-ﾃｲ- ﾒｲﾉ- ﾛﾂｸﾊﾞﾚ-
※ 北海道支局からの要望で、これらの冠名はできるだけ使用しないようお願いします。

父父  牛牛  
授精証明書や精液ラベル等で交配した雄牛を確認し、登録番号と名号を記入してく

ださい。外国の雄牛の場合は、外国符号（アメリカ：ＵＳＡ・８４０、カナダ：ＣＡ
Ｎ、オーストラリア：ＡＵＳ 等）を記入してください。
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申

込

者

登録規程に基づき、上記の通り記載し、申込みます。
住 所 東　　京 都

府
県

氏　名 中　野　太　郎 ㊞
会 員 番 号 3 6 － 0 9 0 － 0 0 1 － 1 － 2

登 録 委 員 番 号 3 6 0 5 9 氏　名 大　野　次　郎 ㊞

母母 牛牛 
申込母牛が個体識別情報の母牛と同じであることを確認してください。 
受精卵移植生産牛の場合は、個体識別情報の母牛は受卵牛となります。 

(1) 母牛が登録牛の場合
授精証明書等で授精した雌牛を確認し、個体識別番号、旧登録番号、または外国

番号および外国符号を記入してください。また、血統登録証明書で名号、所有者を
確認し記入してください。

(2) 母牛が無登録牛の場合
① 母牛が無登録牛の場合は、必ず個体識別番号を記入してください。また、名号

欄にはカナ文字１単語以上の愛称を記入してください。 
血統登録証明書の母名号欄には、愛称と個体識別番号が記載されます。 

（例：フリージア １２３４５６７８９０) 
② 申込書の母牛欄の「無登録」を○で囲んでください。母牛が血統登録申込中の

場合は、「登録申込中」を○で囲んでください。 
③ 授精証明書の家畜登録機関名および登録番号欄には、個体識別番号が記入され

ていることを確認してください。 
④ 母牛が後日登録された場合、母牛が無登録の状態で登録している子牛について、

血統を継承する観点から先行して原簿上の無料訂正（母牛無登録牛→母牛登録牛）
を行います。また当協会より対象牛の血統登録証明書の回収を依頼しますので、
その際には証明書を回収いただき、付箋等で「訂正」と分かるよう送付してくだ
さい。申込書作成等の手続きは不要です。 

６６））申申込込者者とと登登録録委委員員番番号号（（記記入入例例③③））

申申込込者者 
(1) 申込牛が出生した時の母牛の所有者が申込者となります。母牛の血統登録証明書

に記載されている所有者を確認してください。 
ただし、次の申込みについては異なりますので注意してください。 

① 輸入牛は、国内における最初の所有者を申込者とします。
② ＥＴ生産牛は、申込牛が出生した時の申込牛の所有者を申込者とします。
③ 都府県市町村・農業協同組合等の助成に基づく貸付牛が貸付期間に生産した産

子は、貸付対象者(管理者)を申込者とします。[38 ページの「貸付牛」参照] 

(2) 申込書には、住所（都府県名）、氏名、会員番号を記入し、しっかりと捺印してく
ださい。申込者が団体の場合、団体名称は省略せずに記入してください。 

なお、申込者が会員番号を持っていない新規会員の場合は、会員申請手続きが必

中中 
野野 

大大
野野 3 6 0 5 9
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要です。[注１] 
(3) 申込者と母牛所有者が異なる場合は、移動証明の申込みを行ってください。同一

家族内でも所有者名義を変更する場合は移動証明の申込みが必要です。 
(4) 母牛の移動証明の申込みが無く、同一家族内で、申込者名と母牛所有者が異なる

場合は、申込者を母牛の所有者名に修正して登録します。 
なお、血統登録証明書を発行後に、同一家族内で所有者名義を変更したい場合は、

娘牛の血統登録証明日から６ヵ月以内に、母牛の移動証明(有料)の申込みに娘牛の
血統登録証明書を添付すれば、娘牛の所有者名を無料訂正します。その際は、付箋
等で「所有者訂正」と書いて娘牛の血統登録証明書を送付してください。 

(5) 他の牧場で出生した牛を導入した場合でも血統登録の申込みができます。[25 ペー
ジの「本牛同時移動申込みについて」参照] 
（支部・承認団体事務担当者へのお願い）
[注１] 新規会員は会員入会申込書を提出してください。その際は以下の点をお願いします。 

① 会員の氏名には、ふり仮名を記入してください。
② 会員番号は１０桁ですが、申込書には農家コード(８桁目)までを記入してください。
③ シンジケートの場合は、構成員を記載した規約の写しを提出してください。
④ 法人格の場合は、定款、または抄本の写しを提出してください。
⑤ 個人経営にもかかわらず、「○○牧場」と記入することは、法人格と紛らわしいため使用し

ないでください。

登登録録委委員員  
登録委員番号、氏名を必ず記入し、しっかりと捺印してください。記入および捺印

がない申込みは事故照会となります。

７７））授授精精証証明明書書ににつついいてて
(1)人工授精による生産牛の血統登録申込みには、授精証明書の原本の添付が必要です。 

なお、次の点にご注意願います。
① 精液ラベルと、授精証明書の種畜欄のラベル番号および名前が一致しているか。 
② 母牛の個体識別番号・登録番号、名号(登録牛のみ)、生年月日、種類および品

種、毛色および特徴（黒白等）、飼養者の住所および氏名または名称が正しく記入
されているか。 

③ 精液注入年月日(授精年月日)、授精証明日、また分娩年月日の関係は適切か。
④ 精液ラベルの精液採取年月日や発行年月日が、精液注入日よりも以後の日付に

なっていないか。 
⑤ 獣医師または家畜人工授精師の住所、氏名、登録番号および免許番号が記入さ

れているか。 
(2) 在胎日数について

次のような申込みの場合は繁殖台帳などを確認し、その写しを添付してください。 
① 在胎日数が２６５日未満、および２９６日（ブラウンスイス種は３０２日）以

上の場合 
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ただし、在胎日数が２６０日～２６４日もしくは２９６日～３００日（ブラウ
ンスイス種は３０２日～３０６日）の場合は、申込書メモ欄に「早産」「遅産」な
どを付記すれば、繁殖台帳などの写しは不要です。 

② 母牛に生後１２ヵ月未満で授精または種付けした場合
授精時の発育状況や分娩後の母子の状況を報告してください。

③ 母牛に前産後２１日以内で授精または種付けした場合
(3) 授精証明書の省略について
① 次のような申込みの場合は、授精証明書の添付を省略できます。

ａ．自家授精の場合[注２]
ｂ．授精した家畜人工授精師(または獣医師)と登録委員が、同一人物または同

一所属団体である場合 
  [注２] 自家授精について 

① 自家授精とは、申込者やその家族が自らの所有牛に人工授精を施すことをいい、家畜人
工授精師の資格が無い場合でも可とします。

② 自家授精した雌牛またはその生産娘牛の転売後の登録申込みの場合には、次の何れか
を提示または実施をお願いします。

a.人工授精を行った農家の繁殖台帳の写し等の提出
b.この授精に係る第三者（獣医師、家畜人工授精師または登録委員）による証明

※ 自家授精書類の欄外余白に以下を追記する
例）「授精に関して間違いありません」○○市農協 日本太郎

c.登録申込牛の遺伝子型検査による親子判定（父子）

② 前記①により授精証明書の添付を省略する場合は、申込書の左下欄に必要事項
を記入してください。（（記記入入例例④④）） 

なお、特に次の点にご注意願います。 
ａ．精液注入雌牛の生年月日と精液注入年月日を必ず記入してください。申込母

牛と在胎日数などの確認を行います。 
ｂ．精液注入時飼養者の住所、氏名を記入してください。申込者と同じ場合は「申

込者と同じ」を○で囲んでください。この場合、住所、氏名は省略できます。 
ｃ．注入精液略号を必ず記入してください。申込書父牛欄の登録番号、名号、略

号により父牛の確認を行っています。 
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ｄ．「上記のとおり相違ありません」については、登録委員が申込内容を確認した
日付を授精証明年月日として必ず記入してください。 

ｅ．獣医師・家畜人工授精師免許番号、所属団体名、獣医師・家畜人工授精師名
を記入してください。自家授精の場合は「自家授精」を○で囲んでください。
右欄を省略することができます。 

ｆ．精液ラベルを申込書右側の「家畜人工授精用精液証明書貼付欄」に必ず貼付
してください。ただし、やむを得ず貼付できない場合は、精液ラベル番号を繁
殖台帳などで確認の上、家畜人工授精用精液証明書番号欄に必ず記入してくだ
さい。 

８８））自自然然交交配配にによよるる生生産産牛牛をを血血統統登登録録すするる場場合合のの必必要要書書類類ににつついいてて
本交・まき牛など自然交配による生産牛の血統登録申込みには、「種付証明書」およ

び「まき牛による自然交配雌牛群報告書」の提出が必要です。 
「種付証明書」および「まき牛による自然交配雌牛群報告書」の様式は、当協会 Web

の 各種申込書 に掲載しています。

９９））本本牛牛同同時時移移動動申申込込みみににつついいてて
血統登録を申込む牛が導入牛の場合は、「本牛同時移動」（血統登録と移動証明を同

時に申込むこと）の申込みを行ってください。この際、次の点にご注意願います。 
(1) 家畜改良センターへの異動報告（転出および転入）がされているかどうかを確認

してから申込みを行ってください。 
(2) 原則として、血統登録の申込者は本牛が出生した農家、移動証明の申込者は本牛

の譲受人となります。ただし、本牛が出生した農家が廃業しているなどやむを得な
い場合は、譲受人が血統登録を申込むことができます。

(3) 申込みの際は、申込書の右側中段の「本牛同時移動申込み」欄に譲受人の会員番
号、氏名を記入し捺印してください。 

(4) 母牛が無登録の場合は、「本牛同時移動」の申込みを行わずに譲受人が血統登録を
申込むことができます。 

(5）譲受人が自動登録農家の場合は、「本牛同時移動」の申込みを行わずに譲受人が血
統登録を申込むことができます。ただし、本牛が出生した農家名義で血統登録しま
すので、血統登録証明書の移動履歴欄に譲受人の追記が必要な場合は、「本牛同時移
動」の申込みが必要です。

(6) 母牛の移動証明（前所有者⇒本牛が出生した農家への移動）が行われていない場
合は、母牛の移動証明申込みも同時に行ってください。 

【✌】 自家繁殖用雄牛であっても必ず種畜検査を受け、「種付証明書」および「まき牛による自然交配雌牛群報告書」に、当
該年度の種畜証明書番号を記入してください。なお、当該年度に種畜検査を受けていない雄牛を、他人が所有する雌
牛に交配することは家畜改良増殖法に違反する行為であり、その産子は登録できませんので、十分ご留意願います。 
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(7) 購入牛を血統登録する際の母牛移動証明省略の特例措置について（令和５年１月
より施行）
農家が無登録の子牛を購入してこれを血統登録申込する際に、母牛が購入元農家に

おいて移動証明されていなかった場合は、従来から母牛の移動証明申込みが必要と
していました。しかしながら子牛の購入者にとっては、所有していない母牛の移動
証明の申込みや料金支払いが困難な場合が多く、やむを得ず母牛を無登録扱いとし
て子牛を血統登録する事例が多くあったため、令和５年１月以降から特例措置とし
て母牛の移動証明を省略可とします。 
なお、過去にこのような事例で母牛を無登録扱いにしている登録牛については、無

料訂正を行いますので、ご希望があれば血統登録証明書の返送をお願いいたします。
（図説）申込者Ａが導入した子牛の登録申込の際に、母牛の所有者Ｂはその母牛を所有者Ｃから
導入していた場合、本来であれば、母牛の所有者Ｃから所有者Ｂへの移動証明を行った上で、子牛
を分娩した時の所有者Ｂで登録し、子牛を所有者Ｂから申込者Ａへの移動証明を行うこととなる。

子

母

申込者 A

子

所有者 B

母

導

入 

所有者 C

B で生まれた子牛 母牛の移動証明 

（C⇒Bへ）は不要

子牛の血統登録と同時に 

移動証明（B⇒A へ）が必要

導

入 

B で生まれた子牛 母牛の移動証明 

（C⇒Bへ）は不要

子牛の血統登録と同時に 

移動証明（B⇒A へ）が必要
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１１００））受受精精卵卵移移植植にによよるる生生産産牛牛のの血血統統登登録録申申込込みみににつついいてて
(1) 受精卵移植による生産牛（以下、ＥＴ生産牛）の登録までの手順

(2) ＥＴ生産牛の登録に必要な書類
① 国内産の受精卵の移植による生産牛の場合

ａ．血統登録申込書 
ｂ．申込牛の遺伝子型検査申込書（既に遺伝子型検査による親子判定を受けてい

る場合は省略できる） 
ｃ．供卵牛の遺伝子型検査申込書（同上） 
ｄ．体内（外）受精卵移植証明書 
ｅ．家畜体内（外）受精卵証明書または体内（外）受精卵採取に関する証明書 

※「体内受精卵を採取した雌畜欄」または「卵巣を採取した雌畜欄」の名号や登録番号が
空欄で、供卵牛の品種が特定できない場合はＥＴ生産牛の血統登録はできません。

② 輸入受精卵の移植による生産牛の場合
ａ．血統登録申込書 
ｂ．申込牛の遺伝子型検査申込書(上記①の国内産と同じ) 

採卵を計画した時 供卵牛の遺伝子型検査による親子判定を受けます。 
供卵牛は血統登録牛であることを確認します。 

供卵牛に授精する
供卵牛の同一発情期および連続する発情期に、種付け 
または人工授精する雄牛は、原則として１頭とします。

受精卵を採取する 採卵時飼養者と供卵牛の登録上の所有者が異なる場合は移動
証明の申込みをします。 

受精卵を分割処理した場合
受精卵を分割処理した場合、家畜体
内受精卵証明書などの欄外余白に
「分割処理」と付記します。 

受精卵を移植する 受卵牛に対し一度に２個以上の受精卵を移植する時は、 
その受精卵は、父母が同じものとします。

受卵牛が移動する場合 受卵牛が登録牛の場合は、 
移動証明の申込みをします。 

生産牛の血統 
登録を申込む時

① 生産牛の血統登録を申込みます。
② 生産牛の遺伝子型検査による親子判定を受けます。
③ 供卵牛は予め遺伝子型検査による親子判定を受けていること。
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ｃ．輸入受精卵に係る証明書(農林水産省の指定機関が交付した原本。下記の見本参照) 
ｄ．体内(外)受精卵移植証明書(上記①の国内産と同じ様式) 
ｅ．輸入受精卵の父牛並びに母牛に関する遺伝子型証明書 

（DNA Genotype Certificate or Bloodtype Certificate:当該国登録団体の
交付）[注] 

ｆ．輸入受精卵の父牛並びに母牛に関する血統能力証明書 
（Extended Pedigree: 当該国登録団体の交付)［注] 

③ 胎内輸入受精卵(海外で受精卵移植し妊娠した状態で輸入した牛の産子)の場合
ａ．血統登録申込書 
ｂ．申込牛の遺伝子型検査申込書(上記①の国内産と同じ) 
ｃ．当該国登録団体の発行する、受精卵移植証明書に相当する証明書 
ｄ．生産牛の父牛並びに母牛に関する遺伝子型証明書(当該国登録団体の交付)［注] 
ｅ．生産牛の父牛並びに母牛に関する血統能力証明書(当該国登録団体の交付)［注] 

［注] （支部・承認団体事務担当者へのお願い）
海外牛の遺伝子型証明書や血統能力証明書は当協会で取り寄せますが、場合によっては支

部・承認団体に照会することがありますのでご承知おきください。 
※※ 輸輸入入受受精精卵卵にに係係るる証証明明書書見見本本

＜アメリカ＞ 

父牛登録番号 

母牛登録番号 

＜カナダ＞ 

Sire Reg. Number 

父牛登録番号 

Donor Reg. Number 

母牛登録番号 

証明書番号 証明書番号 
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(3) 遺伝子型検査による親子判定
① ＥＴ生産牛は遺伝子型検査による親子判定が必要です。
② ＥＴ生産牛の母牛(供卵牛）についても遺伝子型検査による親子判定が必要です。 

a. 供卵牛が遺伝子型検査を受けていない場合は、申込みを行ってください。
供卵牛が遺伝子型検査済みか否かは、当協会 Web の 情報 →情報一覧→遺伝

子型検査情報をクリックして確認できます。[59 ページの「遺伝子型検査について」参
照]  

b. 供卵牛が遺伝子型検査を受ける場合は、検査の種類「14.供卵牛」または「24.
親子判定(一般)」を○で囲んでください。

c. 供卵牛の母牛(母方祖母牛)が死亡などで検査試料の採取が不可能であっても、
供卵牛の遺伝子型検査は必要です。その場合は、遺伝子型検査申込書に「母死
亡」など付記してください。

d. 供卵牛が海外牛の場合は、海外での遺伝子型検査を受けて親子判定済みである
ことを確認してください。遺伝子型検査を実施していないものは直ちに遺伝子
型検査の申込みをしてください。 

e. 供卵牛が親子判定で否定の結果となった場合、再検査で肯定の結果を得て登
録内容の更正が完了するまで、ＥＴ生産牛の登録は保留となります。 

f. 供卵牛が遺伝子型検査をせずに死亡した場合は、その産子はＥＴ生産牛として
登録できないことがあります。これを未然に防ぐために、供卵牛は採卵する前に、
遺伝子型検査を受けておいてください。やむを得ず血統登録する場合は、AI 牛
として母牛無登録で登録しますので以下のように申込をお願いします。 
・血統登録申込書に「供卵牛未検査のためAIとして登録」と記入してください。 
・移植証明書および受精卵証明書の提出が必要です。
・本牛の遺伝子型検査による親子判定は不要です。
・料金は個別登録料金（超過料金の場合あり）です。ET 事務料は不要です。
（支部・承認団体事務担当者へのお願い） 
地方ターミナルシステムでは「ET」にチェックを入れずに入力してください。自動登録農家の申
込みの場合は登録料金が変更となりますので、総括表に「支部受付番号〇〇は 1111→1101」、
もしくは超過料金の場合は「支部受付番号〇〇は 1111→1102」と記入してください。 

１１１１））輸輸入入雌雌牛牛おおよよびびそそのの子子孫孫のの登登録録取取扱扱いいににつついいてて
海外から輸入した雌牛（以下、輸入雌牛）を日本国内で血統登録する場合の条件は以

下のとおりです。血統登録申込の際には、32 ページの概略図を参照してください。 

【輸入雌牛の血統登録の条件】 

・当協会承認の外国登録団体で血統登録されていること（次ページ参考）
・血統濃度が 47％以上であること（海外で計算された血統濃度は対象外）
・品種の毛色、特徴を有すること
・生年月日が明らかであること
・遺伝的不良形質がないこと
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(1) 輸入雌牛が承認外国登録団体で血統登録されている場合
① 輸入雌牛を国内で血統登録するときは、次の書類を整備して血統登録の申込み

をしてください。なお、この牛が種畜として無税扱い（農林水産省担当課より報
告があったもの）で輸入された場合は、血統登録が義務付けられています。 
[輸入雌牛の血統登録に必要な申込書類] 
・血統登録申込書（申込者は日本国内における最初の所有者）
・承認外国登録団体が発行した血統登録証明書の原本
・承認外国登録団体が発行した血統能力証明書の原本

② 輸入雌牛を国内で血統登録した場合の娘牛の血統登録について
a. 胎内輸入精液による娘牛

輸入雌牛が海外でホルスタイン登録雄牛（血統濃度 93％以上）を授精して、
輸入後に生まれた娘牛（胎内輸入精液による生産牛）は血統登録を申込むこと
ができます。 
[必要な申込書類] 

ⅰ. 血統登録申込書 ⅱ. 承認外国登録団体発行の授精証明書の原本
b. 国内で授精して生まれた娘牛

輸入雌牛が国内でホルスタイン登録雄牛（血統濃度 93％以上）を授精して、
生まれた娘牛は血統登録を申込むことができます。 
[必要な申込書類] 

ⅰ. 血統登録申込書 ⅱ. 授精証明書の原本 
※上記 a.b.において、授精した種雄牛の血統濃度が 93％未満の場合、生まれた娘
牛は血統登録できませんが、孫娘牛からは血統登録を申込むことできます。  

③ 輸入雌牛を国内で血統登録しない場合の娘牛の登録について
輸入雌牛が血統登録の条件を備えていても、農家の判断において国内で血統登

録しない場合、その輸入雌牛にホルスタイン登録雄牛（血統濃度 93％以上）を授
精して生まれた娘牛は血統登録できます。 
[必要な申込書類] 
ⅰ. 血統登録申込書 
ⅱ. 承認外国登録団体が発行した輸入雌牛の血統登録証明書の原本（写し可） 
ⅲ. 授精証明書の原本（娘牛が胎内輸入精液による生産牛の場合は、承認外国登

録団体発行の授精証明書の原本） 
④ 輸入雌牛の血統濃度が 47％未満の場合は、輸入雌牛本牛は国内で血統登録でき

（参考）承認外国登録団体 
・アメリカホルスタイン協会
・カナダホルスタイン協会
・オランダ王立乳牛組合
・イギリスホルスタイン協会
・ドイツホルスタイン協会

・ニュージーランドホルスタインフリージアン協会
・オーストラリアホルスタインフリージアン協会
・フランスホルスタイン協会
・イタリアホルスタインフリージアン協会
・欧州ホルスタイン連合(EHRC)加入国の登録団体
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ませんが、ホルスタイン登録雄牛（血統濃度 93％以上）を授精して生まれた娘牛
は血統登録を申込むことができます。この場合の娘牛の血統登録に必要な書類は
前記③と同様です。 

(2) 輸入雌牛が承認外国登録団体で血統登録されていない場合
輸入雌牛とその娘牛は国内で血統登録できませんが、孫娘牛からは血統登録を申

込むことができます。その際の必要な申込書類は以下のとおりです。 
[必要な申込書類] 
ⅰ. 血統登録申込書 ⅱ. 授精証明書の原本 ⅲ. 母方祖父牛の品種が確認でき

る授精証明書(海外発行物を含む）や繁殖台帳等の写し
※※ 外外国国ににおおけけるる授授精精証証明明書書のの見見本本

母牛登録番号

父牛登録番号

母牛名号

父牛名号

授精年月日 繁殖者名

母牛登録番号
授精の種類

父牛登録番号 授精年月日
または放牧期間

母牛名号

父牛名号

授精年月日
または放牧期間

繁殖者名

母牛登録番号

父牛登録番号

繁殖者または
授精師の署名

繁殖者住所

証明年月日
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※括弧内は日本国内で計算された血統濃度

１．輸入雌牛が承認外国登録団体で血統登録されている場合

本牛

娘牛

孫娘牛

２．輸入雌牛が承認外国登録団体で血統登録されていない場合

本牛

  交配雄牛
(≧93％)

 交配雄牛
(＜93％)
又は不詳

娘牛
 交配雄牛
(≧93％)

 交配雄牛
(≧93％)

孫娘牛
 交配雄牛
(≧93％)

 交配雄牛
(≧93％)

ひ孫牛 血統登録可(≧70%) 血統登録可(≧47%)

無無登登録録牛牛
血統登録不可(-)

血統登録不可(0%) 血統登録不可(－)

血統登録可(≧47%) 血統登録不可(0%)

  交配雄牛
(≧93％)

 交配雄牛
(≧93％)

 交配雄牛
(≧93％)

血統登録可(≧82%) 血統登録可(≧70%) 血統登録可(≧47%)

  交配雄牛
(≧93％)

 交配雄牛
(≧93％)

交配雄牛
(＜93％)

血統登録可(≧70%) 血統登録可(≧47%) 血統登録不可(0%)

輸入雌牛及びその子孫牛の登録取扱い【概略図】

登録牛(≧47％) 登登録録牛牛((＜＜4477％％))
血統登録可 血統登録不可(－)

登録牛(≧47％)
血統登録可

血統登録可(≧70%) 血統登録可(≧47%) 血統登録不可(0%)

血統登録可(≧47%) 血統登録不可(0%)

血統登録可(≧70%) 血統登録可(≧47%)血統登録可(≧70%) 血統登録可(≧47%)

血統登録可(≧70%) 血統登録可(≧47%) 血統登録不可(0%)

血統登録可(≧82%) 血統登録可(≧70%) 血統登録可(≧47%)血統登録可(≧82%) 血統登録可(≧70%) 血統登録可(≧47%)血統登録可(≧82%) 血統登録可(≧70%) 血統登録可(≧47%)
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１１２２））雄雄牛牛のの血血統統登登録録申申込込みみににつついいてて
雄牛の血統登録は例数が少ないですが、雌牛とは登録できる条件と個体確認の方法

が異なりますのでご注意ください。雄牛の個体確認は斑紋で行い、登録番号は当協会
が管理する５桁の番号となります。ただし、令和元年 10 月 1 日以降の血統登録では個
体識別番号の１０桁を登録番号とし、５桁の番号は授精用略番号として当協会が管理
します。また、申込みに当たり必要な書類は次の３点となります。 
(1) 血統登録申込書

雌牛の血統登録申込みに準じて必要事項を記入するとともに、必ず斑紋(左側また
は左右両面)を見取図に記入してください。従って、見取図内には斑紋以外のことを
記入しないでください。 

なお、写真の貼付により斑紋の記入が省略できます。この場合、牛体が汚れてい
ないかを確認し、背景に注意して、斑紋が鮮明に分かるように撮影してください。 

【斑紋見取図に手書きする場合】
①塗りつぶさない。

②顔は正面図を記入するとともに、下顎、咽頭は腹部と同じように、黒で左右に繋
がっていない時はそれが明らかになるように作成する。

【写真の場合】

 

○ ×

×

①申込牛の体が糞尿や泥などで汚れてい
ないこと。

②写真の牛が小さすぎたり、はみだしたり
しないこと。

③額、四肢蹄冠部、腹、尾房、個体識別事
業の耳標が確認できるように撮影する。

④申込牛の斑紋が鮮明に映るよう背景や
場所に注意する。

○
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※注意！次の例は、再撮影が必要となります。
右後肢蹄冠部が見えない 尾房が見えない 

耳標未装着 

(2) 申込雄牛における遺伝子型検査申込書
① 雄牛の遺伝子型検査による親子判定が必要です。
② 雄牛の血統登録には、遺伝的不良形質ＢＬＡＤ(牛白血球粘着不全症)、ＣＶＭ

(脊椎形成不全症)、ブラキスパイナ（牛短脊椎症）、ＣＤ（牛コレステロール代謝
異常症）のキャリア牛か否かの遺伝子型検査を義務付けています。[59 ページの「遺
伝子型検査について」参照]  

(3) 申込雄牛の母牛における遺伝子型検査申込書
① 申込雄牛の母牛についても、遺伝子型検査による親子判定が必要です。
② 母牛が遺伝子型検査を受けていない場合は、申込みを行ってください。

母牛が遺伝子型検査済みか否かは、当協会 Web の 情報 →情報一覧→遺伝子型検
査情報をクリックして確認できます（63 ページの「試料番号について」参照）。 

③ 母牛が遺伝子型検査を受ける場合は、検査の種類「14.供卵牛」または「24.親
子判定(一般)」を○で囲んでください。 

④ 母の母牛(母方祖母牛)が死亡などで検査試料の採取が不可能であっても、母牛
の遺伝子型検査は必要です。その場合は、遺伝子型検査申込書に「母死亡」など
付記してください。 

⑤ 母牛が海外牛の場合は、海外での遺伝子型検査を受けて親子判定済みであるこ
とを確認してください。遺伝子型検査を実施していないものは直ちに遺伝子型検
査の申込みをしてください。 
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１１３３））交交雑雑種種２２代代（（ＦＦ２２））のの血血統統登登録録ににつついいてて
他品種との交雑牛の血統登録については、ホルスタイン種牛登録取扱手続により以

下のように定めておりますので、該当牛の血統登録申込の際にはご対応願います。 
(1) 和牛との交雑種は子孫に渡って血統登録できません。

例）和牛の父 × ホルの母
⇒子牛およびその子孫牛は登録不可

(2) 乳用種同士の乳用交雑種 1代目（Ｆ１）は血統登録できません。
例）ホルの父 × ジャージーの母

⇒子牛は登録不可
(3) 乳用交雑種（Ｆ１）と純粋種による交雑種２代目（Ｆ２）は、以下①～③の条件

を満たしていれば血統登録できます。 
例）ホルの父 × 乳用交雑種Ｆ１母(ホル父×ジャ母） 

⇒子牛は条件満たせば登録可
① 本牛および母牛の生年月日が明らかであること

⇒当協会で個体識別情報や申込書の内容から確認します。
② 本牛および母牛がその品種の毛色特徴を備えていて異常斑紋がないこと

⇒現畜を確認の上、申込書や事故回答に記入してください。
③ 母牛（＝Ｆ１）の両親のいずれかが本牛の品種と同じであること

⇒祖母牛の授精証明書や繁殖台帳などを添付してください。
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６６．．移移動動証証明明ににつついいてて 

移動証明は登録牛の所有者を明らかにする重要なものですので、登録牛を導入した時
は速やかに移動証明の申込みを行ってください。その際は、家畜改良センターへの異動
報告(転出、転入)がされているか確認願います。 

１１））必必要要書書類類
(1) 血統登録牛移動証明申込書［40 ページの様式と記入例］

※場合別に当協会 Web の各種申込書に掲載していますのでご利用ください。 
（１頭毎の申込様式） 
・移動証明申込書
・同一家族間および個人から会社等への移動証明申込書

（複数頭の申込様式） 
・血統登録牛一括移動証明申込書および牛の一覧表
・同一家族間および個人から会社等への血統登録牛一括移動証明申込書および牛の一覧表
・血統登録牛一括移動証明申込書（貸付または管理委託牛一覧含む）
［注意］複数の譲渡人から同じ譲受人へ複数頭の移動証明を申込む場合、「血統登録牛一括

移動証明申込書および移動証明申込牛一覧表」をご利用ください。ただし、家族
間移動ではないため通常料金となります。 

(2) 移動する登録牛の血統登録証明書
① 死亡により血統登録証明書がない牛は、次により添付を省略できます。この場

合、当協会では原簿(データ)上の移動証明を行い、血統登録証明書は発行しませ
んのでご了承ください。 
・家畜改良センターへ死亡（屠畜）報告されていること。
・譲受人で飼養していたことを証明できるもの(家畜改良センターへの死亡報

告、牛群検定データなど)を添付すること。
② 申込牛の血統登録証明書を過去に再交付している場合は、血統登録証明書の左

下に再交付と記載のあるものを添付してください。再交付前の血統登録証明書が
添付されている場合は事故照会を行います（再交付前の血統登録証明書は無効の
取扱いとなります）。 

２２））申申込込者者とと移移動動年年月月日日
(1) 申込者について

譲渡人または譲受人のどちらからでも申込みができます。
(2) 移動年月日について

個体識別情報に報告されている申込牛の譲受人への転入日が移動年月日となりま
す。移動証明申込書には、個体識別情報の転入日を記入してください。 

３３））家家族族間間移移動動
同一家族内で所有者を変更する場合も移動証明が必要です。この場合、移動証明料
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金は割引対象となりますので、申込書の欄外余白に「家族間移動」と明記してくださ
い。なお、「家族間移動」と明記された申込書様式を当協会 Web の各種申込書に掲載し
ていますのでご利用ください。 
(1) 移動年月日について

① 申込牛の生年月日の翌日が移動年月日となります。
② 移動年月日を会社設立日等に設定している場合は、その移動年月日を記入の上、
「移動年月日設定済み」等を申込書に付記してください。 

③ 次の場合は、移動年月日を当協会で変更しますのでご了承ください。
a.申込牛の娘牛が譲渡人名義で登録済みの場合 ⇒その娘牛の生年月日の翌日
b.他の家族会員に移動証明済みの場合 ⇒その証明済み移動年月日の翌日

(2) 家畜改良センターへの異動報告(転出、転入)については、同一家族内の名義変更
の場合は牛の実際の異動がないため不要です。 

(3) 譲渡人名義で登録済みの子牛について
子牛の血統登録証明日から６ヵ月以内であれば、子牛の所有者を無料訂正（譲渡

人→譲受人）します。その際は、付箋等で「所有者訂正」と分かるよう子牛の血統
登録証明書を、移動証明申込牛（母牛）の申込書に添付して送付してください。 

なお、母牛の移動証明申込は有料ですのでご注意ください。 
 （支部・承認団体事務担当者へお願い） 

[注１] 家族間移動申込みを地方ターミナルシステムで入力する際は、区分１の「生前」を選択して
ください。申込種別コード「3102」（移動証明規定料金の半額）が設定されます。 

[注２] 審査、牛群検定の代表者が家族間で変更となる場合は、会員変更届の牛群検定農家コー
ドと審査・検定代表者並びに必要事項を記載して当協会まで送付(FAX)してください。 

４４））注注意意事事項項
(1) 移動証明申込みの際には、血統登録証明書に添付されている牛群検定記録等の他

の書類を外してください。 
(2) 自動登録農家から移動証明の申込みがあった場合は、血統登録証明書の移動証明

追記を希望しているとみなして移動証明を行いますのでご承知おきください。 

※ 自動登録では登録牛の導入や同一家族間での名義変更の場合に、原簿（データ）
上で所有者を変更できますので、移動証明申込みは不要です。しかし、血統登録証
明書に所有者の追記を希望する場合は、移動証明申込み（有料）が必要です。 

(3) 申込牛が複数の飼養者を経由して申込者へ移動している場合、中間の飼養者が「牛
個体識別全国データベースの情報利用同意書」を提出済みであれば、申込者からの
申込み（料金１件分）だけで、中間の飼養者の移動証明も行います。 

この場合、家畜改良センターの異動履歴を参照し、直近の移動経路(最大３行分)
を印字した血統登録証明書を発行します。 

(4) 上記(3)の際、中間の飼養者に預託や育成牧場があれば印字していますが、印字を
希望しない場合には当協会事業部登録課までご連絡ください。 
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５５））管管理理委委託託牛牛・・貸貸付付牛牛ににつついいてて
(1) 管理委託牛

① 登録牛の所有者が他の人に管理を委託する場合は、予め所有者から「登録牛管
理委託届」(当協会 Web の各種申込書に掲載)を提出してください。 

② 管理委託牛の委託期間に出生した子牛は、所有者名義で血統登録します。なお、
子牛を所有者名義で血統登録した後、子牛の名義を変更（所有者→管理者）する
場合は、次のいずれかの申込み手続きが必要です。 
a.子牛の血統登録証明書の所有者欄を管理者に変更する場合

⇒母牛の移動証明申込みおよび子牛の更正申込み
※母牛の移動証明後（所有者→管理者）、子牛の血統登録証明書の所有者欄を管理者に更
正します。 

b.子牛の血統登録証明書の所有者欄は変更せず、移動履歴欄に管理者氏名を追記
する場合
⇒子牛の移動証明申込み（所有者→管理者）

③ 多頭数を一括で管理委託する場合は、委託する登録牛の名号、登録番号、所有
者氏名、管理者氏名、管理委託期間等を一覧表にして提出してください。 

④ 管理者の変更があった場合は、「登録牛管理変更届」(当協会 Web の各種申込書
に掲載)を提出してください。 

⑤ 管理委託する牛が所有者に移動証明されていない場合は、委託する牛の移動証
明の申込みを行ってください。その際、登録牛管理委託届が未提出であれば、移
動証明申込書に添付してください。 
なお、多頭数の場合は、登録牛管理委託届兼用の申込書様式「血統登録牛一括

移動証明申込書（貸付または管理委託牛一覧含む）」(当協会 Web の各種申込書に
掲載)をご利用ください。 

(2) 貸付牛
① 都府県市町村・農業協同組合等の助成に基づく貸付事業による貸付牛は、予め

「貸付牛とその貸付対象者等の一覧表」を提出してください。この場合、貸付期
間に出生した子牛は、貸付対象者名義で登録します。 

② 貸付牛の所有者が貸付事業団体に移動証明されていない場合は、貸付牛の移動
証明の申込みを行ってください。その際、「貸付牛とその貸付対象者等の一覧表」
が未提出であれば、移動証明申込書に添付してください。 
 なお、多頭数の場合は、登録牛管理委託届兼用の申込書様式「血統登録牛一括
移動証明申込書（貸付または管理委託牛一覧含む）」(当協会 Web の各種申込書に
掲載)をご利用ください。 

③貸付期間満了後は、貸付対象者への移動証明申込みを行ってください。
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６６））シシンンジジケケーートト所所有有牛牛ににつついいてて
(1) シンジケート（複数の会員から構成される所有者団体）で所有している牛は、シ

ンジケート名義への移動証明申込みを行ってください。
(2) シンジケート所有牛の子牛は、シンジケート名義で血統登録します。なお、子牛

をシンジケート名義で血統登録した後、子牛の名義を変更（シンジケート→実際の
飼養者）する場合は、次のいずれかの申込み手続きが必要です。 

① 子牛の血統登録証明書の所有者欄を変更する場合
⇒母牛の移動証明申込みおよび子牛の更正申込み

※母牛の移動証明後（シンジケート→実際の飼養者）、子牛の血統登録証明書の所有者欄
を実際の飼養者に更正します。 

② 子牛の血統登録証明書の所有者欄は変更せず、移動履歴欄に実際の飼養者氏名
を追記する場合 

⇒子牛の移動証明申込み（シンジケート→実際の飼養者）
(3) シンジケート所有牛の実際の飼養者が自動登録農家の場合、その子牛はシンジケ

ート名義で自動登録しますので、子牛の個別登録申込みは不要です。また、その際
の登録料金は自動登録料金となります。 

なお、子牛を実際の飼養者名義にしたい場合は、母牛の原簿（データ）上の所有
者変更（シンジケート→実際の飼養者）を無料で行いますので当協会へご連絡くだ
さい。 

−39 −



- 40 -

移動証明申込書様式と記入例 （記入の際には、申込書欄外の注意事項をご確認ください。） 

複数頭の申込み（譲受人が同じ場合のみ）には血統登録牛一括移動証明申込書が便利です。（通常料金）

年 日 日

月

№

№

㊞ 年

　登録規程に基づき、上記の通り記載し、申込みます。

（注）　太線のところは必ず記入してください。 ※ 今般の申込みにより収集した個人情報については、本会の個人情報保護方針に基づき取り扱いいたします。

 （漢　　字） 中中野野　太太郎郎
申込者氏名（譲渡人または譲受人）

中中野野　太太郎郎 ㊞

←←団体受付
番       号

氏

名

 （フリガナ） ナ カ　ノ タ ロ　ウ ←←

1 日 ←←

譲

受

人

住
所

県名 東東　京京 都
府
県

会員番号

9 9 譲
渡
人

氏

名 本本町町　四四郎郎
大大野野　次次郎郎 譲渡

(受)年
月日

2　0　1　7　 2 月

 名号

登

録

委

員

調

査

確

認

ｺｰﾄﾞ 3 6 0 5

0 1
名　号 ナカノフアーム　トレジヤー　スイス
血

統

父  名号

母

7 8 9 0 2 01 2 3 4 5 6
年 日

←←
1 5 0 4

生年
月日

7 0 3 0 1
申

込

牛

雌 ・ 雄 個体識別番号

血　統　登　録　牛　移　動　証　明　申　込　書
《《　記記入入例例　》》 血血統統登登録録牛牛移移動動証証明明申申込込書書 （一社）日本ホルスタイン登録協会長殿

再交付 ・ 更正 ・ 書換 ・ 本牛同時 ・ 娘牛同時 ・ 家族間移動 ←
申込年月日 2 0 1

団 体
受付印

会員番号は必ず記入してください。

新規会員または難読氏名の場合はフリガナを記入して
ください。

申込牛が再交付・更正・書換を同時に申込む場合のみ記入してください。

該当する項目に〇印をつけてください。

申込牛は登録証明書を添付してください。

譲渡（受）年月日は所有者が変わった期日とします。なお、
個体識別センターへの異動報告の期日と 相違する場
合は附記してください。

同一家族内で所有者を変更する場
合は、「家族間移動」を○で囲むか、
申込書左上に「家族間移動」と記入
してください 

6 3 0 0 9 0 0 1 1 2 

中 
野

大 
野

大 
野

中 
野

申

込込

牛

申込年月日

7 8 9 0 2 01 2 3 4 5 6

申込牛が再交付・更正・書換を同時に申込む場合のみ記入してください。

該当する項目に〇印をつけてください。

申込牛は登録証明書を添付してください。申込牛は登録証明書を添付してください。

会員番号は必ず記入してください。

譲渡（受）年月日は所有者が変わった期日とします。なお、
個体識別センターへの異動報告の期日と 相違する場
合は附記してください。

新規会員または難読氏名の場合はフリガナを記入して
ください。
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７７．．再再交交付付・・更更正正・・書書換換ににつついいてて

１１））再再交交付付
血統登録証明書を紛失または焼失した場合、再交付の申込みをすれば新しい血統登

録証明書を再交付します。 
(1) 申込みの際は血統登録申込書を使い、以下のように記入してください。

① 血統登録申込書の左上の「再交付」を○で囲んでください。
② 再交付の理由を○で囲んでください。紛失・焼失以外のときは理由を付記して

ください。 
③ 個体識別番号を記入してください。
④ 斑紋登録牛の場合は登録番号を記入してください。
⑤ その他必要事項の記入は血統登録申込みと同様です。ただし、申込書左下の授

精関係欄の記入は不要です。 
⑥ 当協会が必要と認めた場合は、斑紋記入をお願いすることがあります。

(2) 現在の所有者への移動証明がされていないときは、再交付の申込みと同時に移動
証明の申込みを行ってください。この場合、再交付の申込者は、譲渡人または譲受
人のどちらでも可能です。

また、申込みは血統登録申込書の右側中段の「本牛同時移動申込み」欄を使用し
てください。

(3) 一旦再交付すると、再交付前の血統登録証明書は無効となります。再交付後に、
再交付前の血統登録証明書が見つかった場合は、当協会に返送してください。

(4) 風水害および火災などの災害により血統登録証明書を紛失(焼失)した場合、支部・
承認団体長がその旨を証明する書類を添付して一括申込みをすれば、災害発生後６
ヵ月以内に限り再交付料金は無料です（登録規程集「被災会員に対する登録業務の
取扱要項」参照）。

再交付申込書様式と記入例 

中 
野 

大 
野 
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２２））更更  正正  
血統登録または移動証明に誤りがあることが判明した場合は、更正の申込みを行っ

てください。誤りを修正して新しい証明書を交付します。 
 
(1) 申込みの際は血統登録申込書を使い、以下のように記入してください。 

① 血統登録申込書の左上の「更正」を○で囲んでください。 
② 更正理由を○で囲んでください。理由欄に該当ない場合は付記してください。 
③ 個体識別番号を記入してください。 
④ 斑紋登録牛の場合は登録番号を記入してください。 
⑤ 血統の更正の際に希望名号を記入する場合は、正しい血統からの単語を用いて

命名してください。 
⑥ その他必要事項の記入は血統登録申込みと同様です。 

 
(2) 母牛、生年月日、移動年月日を変更するなど更正の内容によっては、家畜改良セ

ンターへの報告内容を修正することが必要となります。 
 
(3) 更正の内容によって、必要な書類が異なりますので注意してください。 

① 名号（ＲＥＤ、ＯＣ含む）、住所、氏名の一部、所有者、移動履歴、単子と双子
（または三つ子以上）を誤ったものを更正する場合 

⇒⇒ 更正申込書、血統登録証明書 
 

② 血統(父、母)を更正する場合 
⇒⇒ 更正申込書、血統登録証明書、授精証明書または繁殖台帳（いずれも写し

可） 
※血統（または母）入れ違いの相手牛の有無を確認してください。 

相手牛が登録牛の場合は、相手牛の更正申込みを同時に行ってください。 
相手牛が血統登録申込牛の場合は、相手牛の個体識別番号を更正申込書に付
記してください。 

※血統を更正するにあたり授精証明書や繁殖台帳を添付できない場合は、遺伝
子型検査による親子判定を行ってください。 
 

③ 生年月日を更正する場合 
⇒ 更正申込書、血統登録証明書、生年月日を更正するに至った繁殖台帳など 

の記録 
※血統入れ違いの相手牛の有無を確認してください。 
 相手牛が登録牛の場合は、相手牛の更正申込みを同時に行ってください。 
 相手牛が血統登録申込牛の場合は、申込牛の個体識別番号を更正申込書に付 

  記してください。 
※生年月日を更正するに至った記録がない場合は、更正するに至った経緯を 

  申込書の余白に付記してください。 
 
④ 斑紋(相手牛が判明した場合に限る)の更正 

⇒⇒ 更正申込書、血統登録証明書、相手牛の斑紋を記入した更正申込書、相手
牛の血統登録証明書 
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※受精卵移植を人工授精と誤ったものは、更正ではなく特例的に取消再登録で
の取り扱いになります。詳しくは 45 ページの６）「受精卵移植を人工授精と
誤って登録したとき」を参照してください。

(4) 現在の所有者への移動証明がされていないときは、更正の申込みと同時に移動証
明の申込みを行ってください。この場合、更正の申込者は、譲渡人または譲受人の
どちらでも可能です。

また、申込みは血統登録申込書の右側中段の「本牛同時移動申込み」欄を使用し
てください。 

(5) 更正を申込む牛の子孫牛が血統登録されている場合、子孫牛についても更正の申
込みが必要です。申込みは同時に行ってください。なお、更正する子孫牛が複数の
場合は、一括で申込みをすれば子孫牛の更正料金は１件分になります(当該申込牛の
更正料金１件分＋複数の子孫牛の更正料金１件分)。２頭目以降の子孫牛の更正申込
書の余白に、「複数子孫牛のため更正料金無料」などと明記してください。 

(6) 更正を申込む牛に審査および検定成績証明がある場合、審査および検定成績証明
書の訂正(無料)が必要です。審査および検定成績証明書を必要書類に添付して申込
みを行ってください。 

(7) 以下の誤りは更正ではなく取消再登録の申込みになります。
① 性別の誤り
② 本牛の個体識別番号の誤り(雄牛、他品種、相手が無登録牛のもの)
③ その他当協会が更正できないと認めたもの

更正申込書様式と記入例 

中
野 

大
野 
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３３））書書  換換
血統登録証明書の破損、汚損が甚だしい場合、書換申込みにより新しい血統登録証

明書を交付します。 

(1) 申込みの際は血統登録申込書を使い、以下のように記入してください。
① 血統登録申込書の左上の「書換」を○で囲んでください。
② 書換する理由を○で囲んでください。
③ 個体識別番号を記入してください。
④ 斑紋登録牛の場合は登録番号を記入してください。

(2) 破損または汚損した血統登録証明書を添付してください。この時、少なくとも登
録番号が判明し、当該の血統登録証明書であることが確認できるものとします。

(3) 現在の所有者への移動証明がされていないときは、書換の申込みと同時に移動証
明の申込みを行ってください。この場合、書換の申込者は、譲渡人または譲受人の
どちらでも可能です。

また、申込みは血統登録申込書の右側中段の「本牛同時移動申込み」欄を使用し
てください。

４４））再再交交付付・・更更正正・・書書換換のの申申込込みみとと同同時時にに移移動動証証明明をを申申込込むむ場場合合ににつついいてて
再交付同時移動や更正同時移動などの申込書は、以下のように記入してください。
なお、譲渡人からでも再交付・更正・書換の申込みは可能です。

（支部・承認団体事務担当者へお願い） 
   [注]  各申込みにつき１つの支部受付番号を付与してください。再交付同時移動の申込みの場

合は、「再交付申込み」と「移動証明申込み」のそれぞれの申込みに支部受付番号が必要
です。

中
野 

大
野 

中
野 

譲渡人（例：中野三郎）からでも 
申込み可能です。 
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８８．．取取消消おおよよびび取取消消再再登登録録申申込込みみににつついいてて  

更正できない血統登録の誤りが判明した場合は、血統登録の取消が必要です。また、
調査の上、新たに血統登録(取消再登録)することができます。 

１）取消の対象となるものは以下のとおりです。
(1) 性別の誤り
(2) 本牛の個体識別番号の誤り(雄牛、他品種、相手が無登録牛のもの)
(3) その他当協会が更正できないと認めたもの

２）取消に必要な書類は以下のとおりです。
(1) 当該牛の血統登録証明書
(2) 所有者、登録委員などにより、錯誤の経緯が記入された文書

３）取消再登録に必要な書類は以下のとおりです。
(1) 血統登録申込書（申込書左上の「取消再登録」を○で囲む）
(2) 授精証明書(血統登録時と異なる場合に限る)
(3) 当該牛の血統登録証明書
(4) 所有者、登録委員などにより、錯誤の経緯が記入された文書

４）取消または取消再登録を申込む牛の子孫牛が血統登録されている場合、子孫牛の更
正の申込みが必要です。取消または取消再登録の申込みと同時に子孫牛の更正申込み
を行ってください。なお、更正する子孫牛が複数の場合は、一括で申込みをすれば子
孫牛の更正料金は１件分になります(当該申込牛の再登録料金１件分＋複数の子孫牛
の更正料金１件分)。２頭目以降の子孫牛の更正申込書の余白に、「複数子孫牛のため
更正料金無料」などと明記してください。 

５）取消再登録を申込む牛に審査および検定成績証明がある場合、審査および検定成績
証明書の訂正(無料)が必要です。審査および検定成績証明書を必要書類に添付して申
込みを行ってください。 

６）受精卵移植（ＥＴ）を人工授精と誤って血統登録したときは、遺伝子型検査により
ＥＴ生産牛として正しく親子判定された場合に限り、特例的に取消再登録として取り
扱います。必要な書類は、血統登録証明書、ＥＴ登録のための書類（血統登録申込書、
移植証明書、受精卵証明書）です。 

なお、再登録申込みが最初の登録日から６カ月以内に届いたものに限り、最初に発
生した血統登録料金を特例的に返金しておりますのでご了承ください。 
（支部・承認団体事務担当者へお願い） 
   [注]  地方ターミナルシステムの入力作業は不要です。総括表（なければ申込書）の余白に 『取

再 AI→ET のため未入力。料金は個別登録料金(1101)（もしくは個別登録超過料金(1102)
または輸入受精卵(1105)）とＥＴ事務料。』と記入してください。
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９９．．自自動動登登録録ににつついいてて 

１１））自自動動登登録録ととはは
自動登録とは、当協会が家畜改良センターへ出生報告された牛の個体識別データと

事前に受領した授精データを用いて、対象牛を自動的に登録するものです。
原則として１頭毎の個別登録申込書が不要で、血統登録証明書は出生報告後およそ

10 日で発行することができます。 
自動登録の実施にあたっては、「自動登録の実施取扱細則」に定められた事項を順守

して行うものとします。

(1) 自動登録の仕組み
自動登録実施農家からの「家畜改良センターへの報告」と「授精報告されたデー

タ」は家畜改良データバンクに集約されます。当協会はそれらを週２回抽出し、登
録処理を行って血統登録証明書を発行します。 

登登録録証証明明書書のの発発行行
料料金金のの請請求求

授授精精報報告告
繁繁殖殖情情報報

個個体体識識別別デデーータタ
（（同同意意書書提提出出農農家家分分））

個個体体識識別別デデーータタ
授授精精デデーータタ
（（週週２２回回取取りり込込みみ作作業業））

出出生生報報告告・・異異動動報報告告等等

授授精精報報告告

希希望望名名号号等等のの連連絡絡

(2) 自動登録に必要なこと
・「牛個体識別全国データベースの情報利用同意書」を提出すること
・飼養している乳用種雌牛全頭を登録すること
・授精の都度、データで報告すること
・希望名号などの補足情報は出生報告後 1 週間以内に報告すること
・繁殖台帳を整備すること

(3) 自動登録の対象牛
その農家で生まれた乳用種雌牛(ホルスタイン種、ジャージー種、ブラウンスイス

種などの乳用種）の登録有資格牛です。ただし、下記(4)の牛を除きます。 

(4) 自動登録の対象にならない牛
受精卵移植（ET）による生産牛、雄牛および輸入牛は、遺伝子型検査や必要な書

類を提出の上、個別登録申込みが必要です。

(5) 自動登録では登録牛を導入する場合や家族間で名義を変更する場合に、原簿（デ
ータ）上で所有者を変更できますので、従来の移動証明申込みは不要です。
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２２））自自動動登登録録のの料料金金ににつついいてて
自動登録の登録料金は個別登録よりも割引料金となっており、血統登録証明書の発

行と同時に請求書を送付します。この際、次の点にご注意願います。
(1) 自動登録料金の種別

自動登録の登録料金は「生後 10 ヵ月以内」と「10 ヵ月超過」の２種類があります
（ジャージー種は生後１年）。出生日から申込日（当協会が出生データを受理した日
とする）の間隔で区別します。よって、出生日から 10 ヵ月以上遅れて出生報告され
た場合は超過料金となりますので、出生報告に漏れがないようにご注意ください。 

(2) 返金対象
次に該当する場合は登録料金の返金を行いますので、受付期間内に当協会まで連

絡してください。 
返 金 対 象 受 付 期 間 添 付 書 類 

死 亡 
(※１) 

登録後３０日以内（登録年月日
を含む）に死亡し、２ヵ月以内
（登録年月日を含む）に申請が
あったもの 

・ 血統登録証明書
・ 死亡報告を行った牛の個体識別

情報検索サービス画面の写し

性別錯誤で登録 
(※２) 

登録後６０日以内（登録年月日
を含む）に申請があったもの 

・ 血統登録証明書
・ 雄に修正した牛の個体識別情報

検索サービス画面の写し
異性多子の雌牛を
単子として登録 

登録後６０日以内（登録年月日
を含む）に申請があったもの 

・ 血統登録証明書
・ 異性多子を証明/申告するもの

（※１）屠畜の場合は対象外です。 
（※２）性別のみ報告を誤った場合が対象です。生年月日等も誤った場合は対象外です。 

３３））自自動動登登録録のの申申込込手手続続ににつついいてて
(1) 申込み前の確認

自動登録を実施する場合は、まず自動登録に必要な事柄（次の①～④）を農家に
確認し承諾を得た上で、必要な書類やデータ等の送付を行ってください。 

出生日 当協会が出生データ
を受理した日 

10ヵ月以内＝通常料金 
10ヵ月超過＝超過料金 

個別登録の場合 

出生日 支部・承認団体の 
受付日 

10ヵ月以内＝通常料金 
10ヵ月超過＝超過料金 

自動登録の場合 
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① 同意書を提出すること
当該農家が「牛個体識別全国データベースの情報利用同意書」を支部・承認団

体経由で当協会に提出し、それが家畜改良センターで受理されていること。なお、
受理されているか不明の場合は、当協会にお問い合わせください。 

② 対象牛は全頭登録すること
その農家で飼養している乳用種雌牛の全頭登録を了承すること。

③ 授精報告の方法を決めること
下記のいずれかで授精報告するか決定していること。複数方法でも可。
・インターネットで授精報告する
・牛群検定繁殖情報を利用する
・その他電子データ化したもので授精報告する

④ 過去の授精データを報告すること
自動登録開始月の前月までに、過去の授精データをそれぞれの方法によって報

告すること。また、自動登録開始以降は交配の都度、逐次報告できる体制である
こと（次ページの４）(2)「授精報告」参照）。 

(2) 自動登録申込書の提出
申込み前の確認が済みましたら、「自動登録申込書」に必要項目を記入し、支部・

承認団体経由で当協会に提出してください。なお、自動登録申込書の次の項目に注
意してください。 
① 「自動登録開始日」は、申込み前の確認と過去の授精データ報告が完了した月

の翌月１日とします。 
② 「登録牛の同一家族への所有者変更をしますか」は、申込者に家族会員がいる

場合に所有者名義の確認が必要です（いずれも料金はかかりません）。 
「１．はい」とした場合は、申込者の家族会員の名義となっている現在の所有

牛全頭を、申込者欄に記入した家族会員の名義に統一します。 

「２．いいえ」とした場合は、自家生産牛は母牛の所有者名義で、導入牛から
生まれた子牛は申込者欄に記入した名義で自動登録をします。 

(3) 一括登録掘り起し申込みについて
自動登録申込書の提出後およそ１ヵ月以内に、その農家で飼養されている無登録

牛全ての個別登録申込みをお願いします。 
対象となる牛は自動登録開始日より前に出生した牛です。なお、娘牛のいない更

新予定の牛やＦ１の生産に利用している牛など、登録の必要性のない牛の申込みは
不要です。 

登録料金は月齢が生後 10 ヵ月を超過していても生後 10 ヵ月以内の自動登録料金
を適用します。 
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４４））自自動動登登録録実実施施中中にに必必要要なな作作業業
自動登録開始後は、「家畜改良センターへの報告」、「授精報告」、「自動登録実施農家

連絡書の提出」が必要となります。 
(1) 家畜改良センターへの報告

① 子牛が生まれたら速やかに個体識別耳標を装着し「出生報告」を届出てください。 
② 雌の双子（または三つ子以上）は必ず全て同時に「出生報告」を届出てください。

片方のみ家畜改良センターに出生報告し単子で自動登録された後、他一方を出生
報告した場合は、登録済み牛の名号訂正(登録日から半年以内は無料)が必要とな
りますのでご注意ください。 

異性双子（または三つ子以上）も雌雄ともに必ず耳標装着し同時に「出生報告」  
を届出てください。 
一子が死産で耳標を装着しない場合は、自動登録実施農家連絡書（次ページ参照）
による連絡が必要です。 

③ 牛の転入（導入、預託戻り）・転出（死亡、売却）があったときは、速やかに「異
動報告」「死亡報告」を届出てください。

(2) 授精報告
自動登録を行うためには、交配の都度の電子データによる授精報告が必要です。

授精報告の方法によって作業が異なりますのでご確認ください。 
ただし、自然交配の場合は、「種付証明書」および「まき牛による自然交配雌牛群

報告書」を郵送またはＦＡＸ送信してください。 
① 牛群検定繁殖情報を利用する場合

・牛群検定立会の際に、農家は授精記録を検定員に報告し、検定員は入力作業を
お願いします。

・未経産牛、導入牛、預託戻り牛等、牛群検定に未だ加入していない牛が受胎し
ている場合は、早期に牛群検定加入の手続きを行い、授精報告を必ず行ってく
ださい。しかしながら、未加入で分娩予定日まで間近の場合は、「導入牛および
預託戻り牛の授精報告連絡書」に必要事項を記入の上、分娩前までにＦＡＸ送
信してください。

・（一社）家畜改良事業団から当協会に提供された繁殖情報を元に、授精日から 90
日経過したものを「分娩予定牛一覧」として当協会から支部・承認団体経由で
４ヵ月毎に農家に配布します。ただし、４ヵ月の間に近日中に分娩予定の繁殖
情報が家畜改良事業団から提供された場合には、「分娩予定牛一覧（近日中に分
娩予定の牛）」として毎月末に配布します。 

・記載内容を確認し、授精年月日および交配種雄牛に誤りがあればその箇所を修
正して記入の上、支部・承認団体にＦＡＸ送信してください。修正連絡がない
場合は、記載内容に誤りがないものとして自動登録に採用します。

・「分娩予定牛一覧」に記載された授精が不受胎で新たな授精を行っている場合、
その授精を牛群検定に授精報告していれば、次回４ヵ月後の「分娩予定牛一覧」
に記載されます。よって、今回分の「分娩予定牛一覧」に記載された授精記録
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を新たな授精に修正してＦＡＸ送信する必要はありません。 
・牛群検定農家コードが変更された場合は、必ず当協会に連絡してください。
・「分娩予定牛一覧」の確認・修正の手順は、「自動登録マニュアル(牛群検定繁殖

情報を利用する皆様へ)」を参照してください。 
② インターネットで授精報告する場合

・自動登録開始時は、自動登録を開始する月以降に分娩する予定の牛について、
最終授精や受胎確認された授精記録を、開始月の前月末日までに入力・送信し
てください。入力手順は、「自動登録マニュアル(インターネットで授精報告す
る皆様へ) 」をご参照ください。

・自動登録開始後は、交配の都度、全ての授精記録を入力・送信してください。
・入力された授精データはそのまま自動登録に採用しますので間違いのないよう

慎重に入力をお願いします。
・導入牛・預託戻り牛の授精報告についても、子牛が生まれる前に必ず入力して

ください。
・既に分娩して子牛の出生報告を届出ている場合は入力ができません。
この場合は授精記録が確認できる書類（授精証明書、繁殖台帳等）を支部・承認

団体経由で当協会に送付してください。 
・農家本人以外の方が代行して授精報告をすることもできます。

③ その他電子データ化したもので授精報告する場合
・育成牧場や大規模農家、または農協所属の授精師などによって授精記録がデー

タ管理されている場合は、そのデータを利用して授精報告することも可能です。 
・必要なデータは、①授精した雌牛の個体識別番号、②授精年月日（西暦）、③種

雄牛の略号または登録番号、の３項目です。データ形式はエクセルやテキスト
ファイルで、３項目が各列に整理されている状態でお願いします。

・データ送付は、半年に１回程度で、自動登録専用アドレス（jidou@hcaj.or.jp）
までお願いします。 

(3) 自動登録実施農家連絡書の提出
出生した雌子牛について次の①～⑧に該当するときは、家畜改良センターへの出

生報告後１週間以内に、「自動登録実施農家連絡書」に記入の上、当協会あてにＦＡ
Ｘ送信してください。なお、この連絡は家畜改良センターの届出 Web システムから
出生報告をした際に、自動登録補足情報入力画面を開いて入力・送信することもで
きます。詳しくは当協会 Webの各種申込書⇒「自動登録・参考 PDF」⇒「補足情報報
告システム」をご覧ください。 
① 希望名号をつける場合
② 雌の双子(または三つ子以上)、赤白斑(ＲＥＤ)、または異常斑紋(ＯＣ)の場合
③ 異性双子、虚弱体質、または遺伝子型検査の親子判定予定などで登録を延期す

る場合（遺伝子型検査の親子判定中のため延期する場合は、「その他の連絡欄」に
その旨を記入してください。） 
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④ 分娩時に無形無心体や何らかの付随物があった場合
雌牛が単子で生まれていても無形無心体や何らかの付随物があった場合はフリ

ーマーチンの可能性があるため、異性双子と同様の扱いとなります。したがって、
フリーマーチン検査でフリーマーチンでないと推定されたもの、もしくは受胎ま
たは分娩確認されたものに限り単子として登録をします。この場合は、「異性双子
登録延期」もしくは「異性双子登録取消」の連絡をしてください。 

⑤ 同一発情期に２種類以上の精液を交配した場合
この場合は、「その他の連絡欄」にその旨を記入してください。また、子牛の正

しい父牛を確定するために、遺伝子型検査による親子判定を行ってください。 
⑥ 耳標装着後死亡牛、異性双子、または虚弱体質のため登録を取消する場合

ただし、異性双子で雌雄が同時に出生報告されている場合は、雌牛は事故照会
せずに登録を保留します。 

⑦ 登録延期していた牛を後日登録する場合
ただし、以下の場合は連絡がなくても、遺伝子型検査の結果を当協会で確認し、

結果次第で登録を行います。 
・フリーマーチン検査でフリーマーチンでないと推定された場合
・親子判定の結果、正しい親子関係が判明した場合

⑧ 上記以外に連絡すべき内容があれば「その他の連絡欄」に記入してください。

５５））自自動動登登録録ににおおけけるる所所有有者者名名義義ににつついいてて
自動登録では登録牛を導入する場合や家族間で名義を変更する場合に、原簿（デー
タ）上で所有者を変更できますので、従来の移動証明は不要です。この際、次の点
にご注意願います。 

(1) 家族間の所有者変更
家族間の所有者を変更するときは、次の①②の場合に応じて手続きをしてくださ

い。ただし、この手続きは原簿（データ）上の変更ですので、血統登録証明書に変
更後の所有者が印字されるのは変更した牛が分娩した子牛からとなります。 
① 自動登録の申込みと同時に変更する場合

「自動登録申込書」の「登録牛の同一家族への所有者変更をしますか」の「は
い」を選択してください。 

② 自動登録開始後に変更する場合
「登録牛の同一家族への所有者変更届」を提出してください。

(2) 血統登録証明書の移動証明追記について
原簿（データ）上で所有者を変更する場合の移動証明は不要ですが、血統登録証

明書に所有者の印字を希望する場合は、移動証明申込み(有料)が必要です。 
また、自動登録を実施している農家の移動証明申込みがあれば、血統登録証明書

の移動証明追記を希望していると見なして移動証明を行いますのでご注意願います。 
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(3) シンジケート所有牛について
シンジケートが所有者名義になっている牛から出生した子牛は、シンジケート名

義で自動登録しますので個別登録申込みは不要です。その際の登録料金は自動登録
料金となります。 

子牛の出生報告者の個人名義にしたい場合は、母牛の原簿（データ）上の所有者
変更（無料）をしますので当協会へご連絡ください。 

(4) 管理委託牛・貸付牛について
① 管理委託牛

登録牛の所有者が他の人に管理委託しているときは、予め「登録牛管理委託届」
を提出してください。委託期間に出生した子牛は所有者名義で登録します。 
ａ．所有者が自動登録農家でも、管理者が自動登録を実施していない農家の場合
は、自動登録処理が行われません。よって委託期間に出生した子牛は、個別登
録申込みが必要です。その際には、血統登録申込書に登録牛管理委託届を添付
してください。登録料金は自動登録料金を適用します。 

ｂ．所有者が自動登録を実施していない農家で、管理者が自動登録農家の場合、
委託届が提出されていれば、委託期間に出生した子牛は所有者名義で登録しま
す。登録料金は自動登録料金を適用します。 

② 貸付牛
都府県市町村・農業協同組合等の助成に基づく貸付事業は、予め「貸付牛とそ

の貸付対象者等の一覧表」を提出してください。貸付期間に出生した子牛は、貸
付対象者名義で登録します。 

６６））自自動動登登録録のの中中止止ににつついいてて
自動登録を中止する場合は、「自動登録中止連絡書」を提出してください。この時、

中止日の月末までに出生した子牛は自動登録で取扱います。 

７７））自自動動登登録録のの事事故故照照会会とと回回答答
授精報告等に不備があって登録できないときは事故照会として事故照会用紙を送付

します。照会内容を調査の上、事故照会用紙の回答年月日、回答者および回答を記入
し、支部・承認団体に郵送またはＦＡＸ送信してください。また、次の(1)～(3)のよ
うな事故照会については回答手順をご確認ください。 
(1) 授精に関する事故の場合

① 授精報告がなかった、もしくは交配種雄牛（略号または登録番号）の誤り
正しい授精内容が確認できる書類（授精証明書、繁殖台帳などの写し）を添付

してください[注]。 
② 在胎日数の矛盾

在胎日数が２６５日未満および２９６日以上の場合で授精報告が誤っている場
合は、正しい授精内容が確認できる書類（授精証明書、繁殖台帳などの写し）を
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添付してください[注]。 

在胎日数が２６５日未満および２９６日以上の場合で授精報告が正しい場合は、
授精履歴が確認できる繁殖台帳など（授精証明書やカレンダーは不可）を添付し
てください。 

ただし、授精記録を確認した上で、在胎日数が２６０日～２６４日もしくは２
９６日～３００日の場合は、回答欄に「早産」または「遅産」と付記すれば、授精
証明書などの添付は省略できます。 

[注]  次の(a)(b)に該当する場合は、事故照会用紙左下にある授精関係記入欄に必要事項を
記入することで、授精証明書などの添付を省略できます。その際、精液ラベルの貼付も
しくはラベル番号の記入が必要となりますのでご注意ください。 
(a) 自家授精の場合
(b) 人工授精師(または獣医師)と事故回答者が同一人物または同一所属団体である場合

(2) 牛群検定との生年月日不一致の場合
牛群検定に報告された母牛の分娩日と家畜改良センターへ報告された本牛の出生

日が異なる場合は事故照会を行います。正しい出生日と母牛を確認し、誤った報告
を修正した上で、事故照会用紙に正しい生年月日を記入してください。 

(3) 前産の記録と本牛の出生が矛盾する場合（前産不符合）
本牛の出生日と母牛の前産の分娩日の間隔が短過ぎるなど矛盾がある場合は事故

照会を行います。家畜改良センターへの報告内容に誤りがないか等を確認し、誤っ
た報告を修正した上で、事故照会用紙にその旨を記入してください。 

８８））そそのの他他のの注注意意事事項項
(1) 母牛が子牛よりも後に血統登録された場合について

子牛の自動登録時に母牛が無登録牛の場合は、事故照会を行わずに母牛は無登録
のままで子牛を自動登録しています。その後、改めて母牛を登録する場合は、子牛
の血統登録証明書は無料で訂正しますので、母牛の血統登録申込書に子牛の血統登
録証明書を添付してください。また、母牛が事故照会中の場合は事故照会用紙に子
牛の血統登録証明書を添付してください。 

(2) 自動登録における異性双子の取り扱いについて
異性双子の場合、雌雄が同時に出生報告されていれば、雌牛は事故照会せずに登

録を保留しますが、フリーマーチン検査でフリーマーチンでないと推定された場合
や受胎または分娩確認の連絡があれば自動登録を行います。 

ただし、雄牛の出生報告が出ておらず、自動登録実施農家連絡書等で異性双子で
あるという連絡がなければ、雌牛は単子として自動登録を行いますのでご注意くだ
さい。 

(3) 牛を飼養していない団体会員名義での自動登録について
自動登録は家畜改良センターへの出生報告から申込みが発生する仕組みであるた

め、実際に牛を飼養していない名義だけの団体会員は自動登録を実施することがで
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きません。 
ただし、団体会員から管理者への管理委託届を提出していれば、自動登録を行う

ことができます。[52 ページの「管理委託牛・貸付牛について」参照] 

９９））自自動動登登録録同同時時ＳＳＮＮＰＰ検検査査ににつついいてて
令和４年度から自動登録同時ＳＮＰ検査については、「自動登録同時ＳＮＰ検査の実

施取扱細則」に基づいて運用しています。申込む場合は以下の点をご確認ください。 
(1) 自動登録同時ＳＮＰ検査の条件について

① 農家の条件
・自動登録を実施していること
・牛群検定に加入していること
・国や県の公共機関、または学校法人等を含む

② 血統登録料金の優遇対象について
・自動登録同時 SNP検査を開始した以降に血統登録した牛
・生後１年以内に血統登録されたホルスタイン種雌牛(ＥＴ生産牛、導入牛含む） 
・血統登録日から３ヵ月以内に当協会へＳＮＰ検査を申込した牛
・alic 事業によるＳＮＰ検査は対象外とする（次ページ(6)参照）
・ＳＮＰ検査によって血統疑義が判明した牛は対象外とする

(2) 自動登録同時ＳＮＰ検査申込書の提出
自動登録同時ＳＮＰ検査は、農家毎の契約方式となりますので、希望する農家は

「自動登録同時ＳＮＰ検査の実施取扱細則」をご確認の上、「自動登録同時ＳＮＰ検
査申込書」を提出してください。

(3) ＳＮＰ検査について
① ＳＮＰ検査申込書の提出

・対象牛の血統登録証明書を送付する際に、ＳＮＰ検査の試料送付書を同封し
ますので、血統登録日から３ヵ月以内にＳＮＰ検査の試料を採取して、試料
送付書と一緒に家畜改良事業団遺伝検査部に送付してください。

・検査試料が毛根の場合は、尾房から約８０本を採取してビニール袋に入れ、
ラベルシールを貼付の上、送付してください。

・ＳＮＰ検査は、「ＳＮＰ検査に関する取扱要項」に基づいて行います。
・毛根試料用ビニール袋、ラベルシール、送付用封筒（水色）は、従来通り、各

都府県支部・承認団体から当協会に必要数をご連絡頂ければ送付します。
② ＥＴ生産牛の SNP検査について

・ＥＴ生産牛についても自動登録同時ＳＮＰ検査の対象となります。親子判定
と同時にＳＮＰ検査の申込みを行ってください。

・検査試料が毛根の場合には、ＳＮＰ検査用に尾房から約８０本を採取してビ
ニール袋に入れ、ラベルシールを貼付の上、送付してください。

・検査順は、最初に親子判定の検査を行い、肯定の結果が得られてからＳＮＰ
検査を行います。
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(4) 情報提供について
① 牛群遺伝情報

・従来通り、ゲノミック評価の公表時に牛群遺伝情報を郵送および Web にて提
供します。なお、alic 事業でＳＮＰ検査を受けた牛のゲノミック情報も含み
ますのでご承知おきください。

② 自動登録同時ＳＮＰ農家還元情報 Web
・自動登録同時ＳＮＰ農家還元情報 Webを閲覧することができます。

③ 血統能力証明書一括交付
・自動登録同時ＳＮＰ検査のオプション申込として「血統能力証明書一括交

付」を申込むことができます。
・「血統能力証明書一括交付」とは、ＳＮＰ検査が終了した直後の初回ゲノミ

ック評価（公式・追加含む）で、ゲノミック評価値が公表された血統登録牛
の血統能力証明書を発行して郵送するもので、料金は通常の半額です。 

(5) 血統登録料金の優遇措置
自動登録同時ＳＮＰ検査実施農家のＳＮＰ検査実施牛のうち、血統登録料金の優

遇条件を満たしたものは、血統登録料金（うち本会料金）の半額を登録奨励費とし
て年度末に窓口団体単位で一括支払いします。

(6) alic 事業による SNP検査との関連について
alic 事業によるＳＮＰ検査(実施主体：家畜改良事業団、ＳＮＰ検査料金無料)は、

後代検定調整交配娘牛およびそれと同頭数の同期牛が対象となり、毎年４月～１１
月末に実施されています。当協会は、alic 事業によるＳＮＰ検査を優先して頂きた
いため、自動登録同時ＳＮＰ検査では後代検定調整交配娘牛を対象外として試料送
付書は送付せず、登録料金の優遇も行いません。 

しかしながら、alic 事業によるＳＮＰ検査は生後半年以降に試料採取することが
多いことから、より早くゲノミック情報を得たい場合は、後代検定調整交配娘牛を
自動登録同時ＳＮＰ検査の対象とすることが可能です。その際は、自動登録同時Ｓ
ＮＰ検査申込書の該当欄を記入してください。
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1100．．事事故故照照会会ににつついいてて  

１１））事事故故照照会会ととはは
当協会では血統登録などの申込みについてチェック処理を行い、申込書類の不備や

家畜改良センターへの報告内容と矛盾がある場合は、その申込みを「事故」とし、照
会内容を記載した「事故照会用紙」を支部・承認団体経由で送付します。 

登録委員は照会内容に応じて調査を行い、その結果を事故照会用紙に回答して、支
部・承認団体経由で当協会まで送付してください。その後、当協会で再びチェック処
理を行い、不備がなければ血統登録証明書を発行します。 

２２））注注意意点点
事故が解決するまで血統登録証明書の発行は保留となりますので、申込み前には必

ず内容に不備がないかを確認してください。 
また、照会から６ヵ月を過ぎても回答がない場合は、再照会をします。再照会から

さらに６ヵ月を過ぎても回答がない場合は、その申込みは無効となりますので早めの
回答をお願いします（ただし、自動登録の場合は申込みの無効はありません）。 

３３））事事故故照照会会用用紙紙とと回回答答ににつついいてて
事故照会用紙はＡ４サイズで、１申込み

につき１枚となります。 
回答の際は、回答欄に調査結果の他、回答年 

月日、回答者の署名捺印、添付書類の有無を記 
入の上、ＦＡＸまたは郵送で送付してくださ 
い。なお、照会内容について当協会へ問合せの 
際には、申込牛の個体識別番号または照会番号 
をお知らせください。 

（支部・承認団体事務担当者へのお願い） 
授精証明書などの添付書類が不要な回答に 
限り、地方ターミナルシステム「照会回答」  
から回答をすることができます。 

お問い合わせの際は、個
体識別番号または照会番
号をお知らせください

最
初
の
照

会

６
�
月

６
�
月

回答がないと… 回答がないと… 

再
照
会

申
込
の
無

効

お問い合わせの際は、個体
識別番号または照会番号
をお知らせください 

回答欄に記入の上 
ＦＡＸまたは郵送 
してください 

回答年月日、回答者
および添付書類の
有無について記入
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４４））よよくくああるる事事故故のの例例
(1) 母牛の移動証明未了

申込牛の母牛の所有者が、申込者へ移動証明されていないと事故になります。
速やかに移動証明申込みを行ってください。ただし、自動登録農家は不要です。

(2) 家畜改良センターへの未報告
家畜改良センターへ出生報告が済んでいないと事故になります。
申込みの際は、「牛の個体識別情報検索サービス」で出生報告されているかを確認

してください。未報告であれば速やかに報告をしてください。 

(3) 家畜改良センターへの報告内容と申込書内容の不一致
家畜改良センターへの報告と申込書の内容が一致しない場合は事故になります。

「牛の個体識別情報検索サービス」で、本牛個体識別番号、生年月日、性別、母牛
の個体識別番号、品種を確認してください。センター報告に誤りがある場合は、速
やかに修正報告をしてください。 

また、牛群検定に報告している母牛の分娩年月日と申込牛の生年月日が一致して
いない事故もありますので、正しい生年月日を確認してください。 

(4) 授精証明書の不備
授精証明書の必要項目の記入漏れや内容に誤りがあると事故になります。
母牛の個体識別番号および登録番号、名号、生年月日、授精年月日、授精証明日

などが正しく記入されているかを確認してください。 
また、授精証明書が添付されていない申込みがあります。 
授精証明書を省略できるのは、自家授精の場合、または授精した人工授精師(また

は獣医師)と登録委員が同一人物か同一所属団体である場合に限ります。 

(5) 精液ラベルの不備
精液ラベルに記載されている精液採取年月日および発行年月日が、授精年月日よ

り後の日付になっていると事故になります。 
精液ラベルは授精時に使用したものを、授精証明書または申込書の右側に貼付し

てください。ただし、やむを得ず精液ラベルを貼付できない場合は、繁殖台帳など
に記録してある精液ラベル番号（家畜人工授精用精液証明書番号のこと）を記入し
てください。 

(6) 在胎日数の確認
申込みの際にはまず、授精日から分娩予定日を計算してください。簡易な計算方

法として、授精月から 3 を引き、授精日に 6 を加えたのが、在胎日数約 280 日の分
娩日となります。その分娩予定日と実際の申込牛の出生日の間隔が、15 日以上離れ
ていたら要注意です。 

在胎日数が２６５日未満および２９６日（ブラウンスイス種は３０２日）以上の
申込みは、血統の誤りが考えられるため、授精記録や出生日を確認し、間違いがな
ければそれを確認できる繁殖台帳などの写しを担保書類として添付してください。 
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なお、在胎日数が２６０日～２６４日もしくは２９６日～３００日（ブラウンス
イス種は３０２日～３０７日）の範囲は、申込書欄外に「早産」「遅産」を付記する
ことで、繁殖台帳などの写しの添付が省略できます。 

(7) 希望名号の確認
申込牛の希望名号が同一牛群で既に命名されている、または希望名号の文字数が

多い場合は事故になります。 
名号を希望する場合は、申込者の飼養している牛の名号を確認の上、重複しない

ように注意してください。また文字数は３２文字以内（１単語１５文字以内）で命
名してください。その他の注意事項については「命名上の取り決め一覧」をご参照
ください。 

(8) 双子の確認
申込牛が双子であるかどうかの確認がされていない申込みがあります。
同性双子の場合は、同時に申込みをすることが原則です。
しかし、一子を繁殖に用いないか、または死亡しているなどのやむを得ない理由

で登録しない場合は、申込書にその旨を記入してください。 
異性双子の雌牛は、受胎または分娩が確認されていないと登録ができません。 
受胎が確認されている牛は、妊娠鑑定書の写しを申込書に添付してください。 
分娩が確認されている牛は、子牛の個体識別番号を申込書に付記してください。 
ただし、遺伝子型検査によりフリーマーチンでないと推定された場合は、受胎ま

たは分娩確認前であっても登録できます。登録を急ぐ場合は、遺伝子型検査による
フリーマーチンの判定の申込みを行ってください。

(9) ＲＥＤ牛の確認
申込書のＲＥＤ欄には○印の記入がないのに、希望名号に「ＲＥＤ」もしくは「レ

ッド」という単語が入っている申込みがあります。 
赤白斑でない場合は名号に「ＲＥＤ」・「レッド」を入れられません。 
また、申込牛が赤白斑の場合は、申込書のＲＥＤ欄を○で囲んでください。 

(10) 死亡の確認
申込み後に申込牛が死亡していることが判明した場合、その申込みを取り下げる

例が多くあることから、事故照会を行っています。 
実際の申込みの際には一度、家畜改良センターに死亡報告されていないかを確認

してください。なお、死亡していても血統登録したい場合は、その旨を申込書に付
記してください。 

(11) 登録委員欄の記入漏れ
申込書の登録委員欄が記入されていない申込みがあります。
申込書には必ず登録委員番号、氏名を記入し、捺印をしてください。
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1111．．遺遺伝伝子子型型検検査査ににつついいてて  

遺伝子型検査は、当協会で申込受付を行い、検査は(一社）家畜改良事業団遺伝検査部
（以下、遺伝検査部）に委託しております。 

１１））検検査査種種目目ににつついいてて
当協会の事業に関連する遺伝子型検査は以下のとおりです。

 

区分 検 査 種 目 事 例 

親子判定
（雄牛） 

11. 登録申請雄牛 雄牛を登録するための親子判定 
16. 登録申請雄牛(ＥＴ生産牛) ＥＴ生産された雄牛を登録するための親子判定 

親子判定
（雌牛） 

24. 親子判定(一般) 一般的に親子関係を調査したい場合の親子判定 
23. 受精卵移植の生産牛 ＥＴ生産された雌牛を登録するための親子判定
14. 供卵牛 受精卵移植に用いる供卵牛の親子判定 
22. 登録申請抜取調査 当協会が抜取調査を依頼した雌牛の親子判定 
40. 雑種の親子判定 子牛が交雑種であるかを調査したい場合の親子判定 

その他 32. 卵性の判定 卵性の判定（１卵性もしくは２卵性の調査） 
36. 個体確認 遺伝的同一性の調査 
58. ＭＳＨＲ遺伝子型 ＭＳＨＲ遺伝子型（赤毛因子）の検査 
65. フリーマーチンの判定 フリーマーチンの推定
75. 無角の判定 無角の推定 

遺伝病 50. ＢＬＡＤ ＢＬＡＤ(牛白血球粘着不全症)の判定 
60. ＣＶＭ ＣＶＭ(脊椎形成不全症)の判定 
62. 単蹄 単蹄の判定 
76. ブラキスパイナ（ＢＹ） ブラキスパイナ（牛短脊椎症）の判定 
74. Ｈ１～Ｈ７同時検査 胚致死性関連遺伝子型７種類同時の判定 
90. CD 牛コレステロール代謝異常症の判定 
88. BLAD・CVM・同時 ２種類を同時に検査する場合 
48. BLAD・CVM・単蹄同時 ３種類を同時に検査する場合 

ＳＮＰ 70. XT チップによるＳＮＰ ＳＮＰ検査を申込む場合 

２２））申申込込みみににつついいてて
(1) 申込みの手順
① 農家は、支部・承認団体に遺伝子型検査を申込むことを連絡し、検査牛が家畜

改良センターへ出生報告されているかを確認します。 
② 支部・承認団体は、当協会が配布している遺伝子型検査申込書（複写４枚）、採

取・送付器具を登録委員または農家へ送付します。 

検査種目とその事例 
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③ 登録委員は、申込書に必要事項を記入し、検査試料を採取の上、申込書の複写
１～２枚目（当協会分、支部・承認団体控分）を支部・承認団体へ送付します。 

④ 登録委員は、検査試料および申込書の複写３～４枚目を遺伝検査部へ送付しま
す。 

⑤ 支部・承認団体は、申込書をチェックし申込書の複写１枚目（当協会送付分）
を当協会へ送付し、複写２枚目は支部・承認団体控えとします。不備があれば登
録委員へ照会します。 
（（一社）日本ホルスタイン登録協会 ＦＡＸ 03-3383-2503） 

⑥ 当協会は、申込書をチェックし、不備があれば支部・承認団体へ照会します。
⑦ 当協会は、申込データを入力し遺伝検査部へ送信します。
⑧ 遺伝検査部は、申込書のデータをチェックし不備があれば当協会へ照会します。 
⑨ 遺伝検査部は、申込書と検査試料をチェックして、不備があれば当協会へ照会

します。 
⑩ 遺伝検査部は、検査後、検査成績報告書を作成し、当協会へ請求書とともに送

付します。 
⑪ 当協会は、検査結果をデータベースに取り込み更新します。
⑫ 当協会は、支部・承認団体に検査成績報告書と請求書を送付します。
⑬ 支部・承認団体は、検査成績報告書を登録委員または農家へ送付します。

(2) 申込書の記入について
申込書を記入する際は、個体識別情報、血統登録証明書、精液ラベル、受精卵移

植証明書、授精証明書、繁殖台帳などを確認し、間違いや記入漏れのないように、
文字は正確に楷書で分かりやすく記入してください。 

家家畜畜改改良良事事業業団団
遺遺伝伝検検査査部部

支支部部・・承承認認団団体体

日日本本ホホルルススタタイインン
登登 録録 協協 会会

①検査を希望する連絡

③申込書の記入と検査試料の採取
申込書（1～2 枚目）を
支部・承認団体へ送付

⑤遺伝子型検査申込書
を当協会へ送付

⑥遺伝子型検査の受付
申込書からデータ入力

⑫検査成績報告書
請求書の送付

⑦申込データの送信

申込データ 
の送信 

結果データの送信 

⑪検査結果の更新

⑧受付
⑨試料と申込データの照合
⑩検査、検査成績報告書の作成と
検査料金請求書の送付

都都府府県県ににおおけけるる遺遺伝伝子子型型調調査査((検検査査))申申込込みみのの流流れれ

②遺伝子型検査申込書
毛根台紙、専用封筒の送付

⑬検査成績報告書の送付

④試料と試料送付書
（3～4枚目）を
遺伝検査部へ送付

特定記録郵便または 
宅配便による試料の送付 

登登録録委委員員

酪酪 農農 家家
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なお、申込みの際に受精卵証明書や移植証明書は添付不要です。 

（遺伝子型検査申込書の記入例） 

① 申込年月日を必ず記入してください。
② 申込者の住所、氏名、会員番号を必ず記入し、しっかりと捺印してください。
③ 試料の採取日および採取者職氏名は、採取の責任を明確にするために必ず記入・

捺印してください。 
④ ＳＮＰ検査を申込む場合は、牛群検定に加入していることが条件であるため、

牛群検定農家コードおよび牛コードを必ず記入してください。 
⑤ 支部・承認団体名を必ず記入・捺印してください。
⑥ 品種は、該当するものを○で囲んでください。雑種は、その他欄に「Ｆ１」ま

たは「雑種」と記入してください。申込牛がジャージー種の場合は、申込者がジ
ャージー協会の会員である必要があります。 

⑦ 検査種目は、該当するものを○で囲んでください（複数可）。無角の検査はその
他欄に「無角」と記載してください。 

⑧ 検査対象牛の個体識別番号を記入してください。父牛・母牛欄は、登録（並び
に登録申込中）の両親を書いてください。父牛・母牛候補がある場合は、それぞ
れ父②、母②として本牛の下段に追記してください。検査対象牛の父牛番号に略
号が記載されているケースが見られます。記載は登録番号でお願いします。父牛
が和牛の場合は「黒 1234」または「黒原 1234」の様式で記入願います。 

②②
③③

⑤⑤

⑥⑥

①①

④④
印印

印印

印印

⑦⑦

⑧⑧

④④

⑨⑨ ⑩⑩ ⑪⑪

⑫⑫
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 検査対象牛は本牛１頭につき１検査となります。また、検査試料（試料番号を
持たない新規の検査）は本牛を含め３頭分までです。 

⑨ 本牛および母牛が試料番号を持っている場合は、試料番号を記入してください。
母牛が死亡している場合は、「死亡」と記入してください。 

⑩ 検査対象牛の名号を記入してください。カナのフルネームでお願いします。本
牛の名号欄は登録牛のみ記載してください。登録申込中・無登録牛は記載しない
でください（記載してあった場合は削除しています）。父牛が和牛の場合は和牛の
名号を漢字のフルネームで記載してください。 

⑪ 生年月日、性、並びに双子の有無について確認し記入してください。
⑫ 結果を早く知りたい方はその旨記載してください。遺伝検査部で結果が出次第、

ＦＡＸにて連絡します。 
（支部・承認団体事務担当者へのお願い） 

地方ターミナルシステムで遺伝子型検査の申込書を作成することができます。入力した血統
登録番号から名号・生年月日が自動記載されますので便利です。また地方ターミナルシステム
で作成した申込書に限り押印も省略することができます。 

３３））検検査査試試料料ににつついいてて
(1) 検査試料を採取する時の注意事項

① 当協会が委嘱した登録委員（血液の場合は獣医師）が採取します（＝採取者）。 
② 申込者(所有者または管理者)は、必ず立ち会ってください（＝立会者）。
③ 本牛に個体識別耳標が装着されていることを確認し、採取者と立会者で個体確

認した上で、採取してください。 
④ 各種検査試料毎の採取方法については遺伝検査部の案内に従ってください。
⑤ 毛根を採取する際には、採取部位にブラシがけをして汚れを取除き(汚れがひど

い場合には水洗い・乾燥してから）、乾いたタオル等で拭いてから行ってください。 

(2) 検査試料の種類については以下のとおりです。

検査試料 該当する 
検査種目 必要量 採取・送付の条件 採取・送付器具 

毛根 
（尾房部） SNP 検査 80 本以上 汚れていない、質の良い毛根が確認

されたもの、常温 
ビニール袋 
ラベル

毛根 
（尾根部） 

フリーマーチン
および SNP検査

以外 
30 本以上 汚れていない、質の良い毛根が確認

されたもの、常温 毛根台紙 

血液 フリーマーチン 5.0ml 程度 新鮮な全血、冷蔵が望ましい、血清
は不可 

採血管（EDTA 入り） 
ヘパリン入りは不可

精液 フリーマーチン
以外 0.25ml 程度 希釈精液、生精液等、冷蔵が望まし

い 人工授精用ストロー 
肉片 
（耳片） 

フリーマーチン
以外 若干量 腐敗や乾燥を防ぐため液浸が望まし

い 専用容器 
※精液や肉片(耳片）や血液でも、遺伝子型検査を行うことができます。
詳細は、(一社)家畜改良事業団遺伝検査部（℡:027-269-2441）へお問合せ願います。
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(3) 親子判定の検査試料について
① 親子判定に関する検査については、検査を行う本牛と母牛の検査試料を必ず採

取して送付してください。ただし、過去に本牛として遺伝子型検査の親子判定に
関する申込みを行い、試料番号を持っている場合は試料採取不要ですので、試料
番号欄に試料番号を記入してください。

② 母牛が死亡して試料採取できない場合は、母牛の試料番号欄に「死亡」と記入
してください。死亡していても試料番号を持っている場合は、その番号を記入し
てください。

(4) 試料番号について
① 遺伝子型検査を受けた牛は試料番号が付番されます。
② 本牛として検査を受け、試料番号を持っている検査対象牛については、その試

料番号を記入すれば、その牛の検査試料は採取せずに検査が受けられます。 
※ ＳＮＰ検査で付番される試料番号は親子判定に関する申込みで付番される試
料番号と異なりますのでご注意ください。 

③ 検査を行う本牛や母牛、母牛候補が過去に遺伝子型検査の親子判定に関する申
込みを本牛として受けているか、また過去に取得した試料番号を知りたい時は、当
協会 Web で検索できます。 

トップページの「情報」から「情報一覧」を選択し、各種情報検索の「遺伝子型
検査情報」を押すと、「遺伝子型検査情報・検索」画面が表示されます（図１）。 

確認したい牛の登録番号を入力して検索ボタンを押すと、遺伝子型検査状況が
表示され、検査済みであれば試料番号が表示されます（図２）。 

（図１） （図２） 

登録番号１０桁を入力して 
検索ボタンをクリック 

検査済牛であれば 
試料番号が表示されます 
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(5) 試料採取を伴わない判定について
親子判定に関する申込みについて、申込書に記入する検査対象牛の全てが本牛と

して過去に検査を受けており試料番号を持っている場合、検査試料の採取は不要で
す。検査種目の希望する検査種目と「◎試料採取を伴わない判定」の２か所を○で
囲み、検査対象牛欄に試料番号を記入してください。  

４４））注注意意事事項項
(1) 個体確認の徹底について

父母が同じ受精卵を複数の牛に移植して生産された産子を親子判定した際に、検
査試料が誤って交差しても親子判定は肯定されます。しかし、その産子が親牛とな
り、生産した産子の親子判定を行う時には、記録されているＤＮＡ型は交差した相
手のものであるため、親子判定は否定されることになります。検査試料の採取の時
は、採取者と立会者で徹底した個体確認をするようお願いします。 

検査試料を誤って交差した例 

(2) 供卵牛検査と本牛ＥＴ同時申込みについて
ＥＴ生産牛の場合は、事前に供卵牛検査を行ってください。本牛ＥＴの親子判定と

同時に供卵牛検査を申込む場合、供卵牛検査で肯定の結果が出た後でＥＴの親子判定
を行います。この場合、母牛(＝供卵牛)の試料採取は１回で済ませることができます。 

なお、供卵牛検査で否定の結果となった場合は事故照会となり、再検査で肯定の結
果となるまで本牛ＥＴの親子判定は保留となります。 

(3) 追い移植した場合のフリーマーチン検査について
追い移植や一度に複数個の受精卵を移植した場合、出生した牛が雌単子でもフリ

ーマーチンの可能性があるとみなしますので、フリーマーチン検査を受けるか、分
娩または受胎が確認できるまでの間は登録を保留します。 

(4) ＳＮＰ検査の申込みについて
① ＳＳＮＮＰＰ検検査査はは牛牛群群検検定定にに加加入入ししてていいるるホホルルススタタイインン種種のの登登録録牛牛ままたたはは登登録録申申請請牛牛

がが対対象象です。ＳＮＰ検査を申込む前に血統登録がされているかを確認してください。
また、ゲノミック評価公表前までに血統登録が済んでいなければ評価値は公表され

卵卵
母母

卵卵
娘娘

娘娘

ET産産子子

試試料料をを取取りり違違ええ
ててもも親親子子判判定定はは
肯肯定定！！ 

ししかかしし、、娘娘牛牛かからら生生産産さされれたた産産子子をを親親子子判判定定ししたた場場合合、、否否定定さされれるる！！
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ません。 
② ＳＮＰ検査は結果が出るまでに時間が掛かります。直近のゲノミック評価公表に

間に合わせるためには、検査の申込みを公表２ヵ月前までに済ませてください。 
③ 遺伝検査部で発行している遺伝子型検査の検査成績報告書ですが、令和２年７月 

以降に発行されたものには用紙右上「受付 No」の右側に記載項目が増えました。こ
れは当協会における遺伝子型検査の処理番号で、記載内容について照会する場合に
は、こちらの番号をお伝えいただけると回答がスムーズになります。 

④ 牛群検定の未経産牛加入漏れにご注意ください。 
⑤ ＳＮＰ検査の遺伝子型検査申込書用紙、採取・送付器具（ビニール袋、ラベル、 

封筒）は当協会から発送しますので、ご使用の際は当協会にご連絡願います。 
  

(5) 親子判定とＳＮＰ検査の同時申込みについて 
 ① 親子判定とＳＮＰ検査は 1枚の申込用紙で同時に申込みができます。 
 ② 検査は親子判定、ＳＮＰ検査の順で進行します。親子判定で疑義となった場合、

事故照会となり正しい血縁関係が判明するまでＳＮＰ検査は保留となります。 
 ③ ＳＮＰ検査を先に申込み、血統疑義となった場合も事故照会となります。当協

会に申し込んだＳＮＰ検査（一般申込み）は２回まで当協会負担による親子判定
を受けることができます。 

 
（6）選定ＳＮＰ検査事業について 

① 令和５年度においても選定ＳＮＰ検査事業が実施されます。雄は乳用種雄牛後
代検定に参加（予定）のもの。雌は「23.ＥＴ生産雌牛」と「70.カスタム（ＸＴ）
ＳＮＰ」の同時申込時、または「23.ET 生産雌牛」検査済で「70.カスタム（ＸＴ）
ＳＮＰ」を申込むものが対象です。 

② 選定ＳＮＰ検査事業として受付可能なＳＮＰ検査について、これまで切り替え
の有無を照会確認しておりましたが、今年度より当協会で選定ＳＮＰ検査事業と
して受付いたしますのでご了解願います。 

③ 選定ＳＮＰ検査の申込頭数には上限があります。上限に達した後に選定ＳＮＰ
として申請してきた申込書については一般ＳＮＰ検査に切り替えるか、取り下げ
るか照会を行います。 

④ 選定ＳＮＰ対象牛は血統登録牛または登録申請中のものに限ることから、登録
申請がまだのものは令和 6 年 2 月末までに個別登録申込の申請をお願いします。
申請の遅れや事故照会などで血統登録が間に合いませんと通常の一般ＳＮＰ検査
料金が発生いたしますのでご注意ください。 

 
  (7) 検査結果を早急に通知されたい場合の申込みについて 
        検査結果を早急に知りたい場合は、遺伝子型検査申込書の連絡事項欄に「結果が

出次第連絡願います」等を記入してください。結果が判明した段階で遺伝検査部か
ら当協会へＦＡＸ連絡されますので、支部・承認団体へＦＡＸを転送します。 

 
（支部・承認団体事務担当者へのお願い） 

地方ターミナルシステムで遺伝子型検査の検査結果を閲覧することができます。申請中のも
のについても結果が出次第反映することから、検査成績報告書の到着前でも結果を確認するこ
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とができます。また過去の検査を検索することで申込の重複を防ぐこともできます。 
(8) 品種がホルスタインかＦ１か分からない場合について

肉用種を授精して生まれた子牛の親子判定の場合は、当協会を通さずに直接遺伝
検査部へ雑種の親子判定の申込みをしてください。申込書が必要な場合は遺伝検査
部宛にご連絡ください。当協会で配布している申込書で申し込むこともできます。
その際は、遺伝子型検査申込書に「直接申込み」と必ず付記してください。記載が
ない場合は事故照会します。なお、当協会を経由しない遺伝子型検査申込みで取得
した試料番号は当協会の親子判定で使うことはできません。 

ホルスタイン種か肉用種のどちらが受胎したか不明な場合は、当協会を通して親
子判定を申込むことができます。品種は、その他欄に「Ｆ１」または「雑種」と記入
し、検査種目は「24．親子判定（一般）」を〇で囲んでください。父牛欄は肉用種と
ホルスタイン種の両方を記載してください。なお、肉用種の種雄牛には同名牛がお
りますので表示用番号（例：黒 12345、黒原 1234）と名号を必ずセットで記入して
ください。 

(9) 検査申込みの取り下げについて
やむを得ない理由により検査申込みを取り下げる場合は、余白欄に「取り下げ」

と記載した検査申込書をＦＡＸしてください。処理の中断を遺伝検査部に連絡しま
す。ただし、検査が進行し取り下げができない場合もありますのでご注意ください。 

(10) 特定遺伝性疾患および単蹄、赤毛因子の検査について
ＢＬＡＤ、ＣＶＭ、単蹄、ＭＳＨＲ遺伝子型(赤毛)、ブラキスパイナ、ＣＤ、ＢＬＡ

Ｄ・ＣＶＭ・単蹄同時、並びに胚致死性関連遺伝子型７種類同時検査(Ｈ１～Ｈ７)の検
査については、下記の「牛遺伝的不良形質対策事業」による申込書で申請すれば検査料
金が割引対象となります。 
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５５））よよくくああるる親親子子判判定定のの誤誤っったた事事例例
親子判定において下記のような誤った対応が見られます。正確に親子関係を確認で

きない場合、再度遺伝子型検査が必要となります。これを未然に防ぐために、以下の
事例を参考にして、検査対象牛を確認の上、申込書に記入してください。 

①① 同同一一発発情情期期ままたたはは連連続続すするる 22 発発情情期期にに異異ななるる種種雄雄牛牛をを授授精精ししたた場場合合

【誤った対応】一方の父牛のみで親子判定をして否定された場合、もう片方を正
しい父牛と自己判断し、血統登録の申込みを行ってしまう。 

【正しい対応】考えられる父牛を全て申込書に記入する。(考えられる父牛が４頭
以上いる場合には別紙に記入する。) 

＜事例＞ ＜正しい記入例＞ 

②② どどちちららのの母母牛牛かからら産産ままれれたたかか分分かかららなないい場場合合
【誤った対応】一方の母牛のみで親子判定をして否定された場合、もう片方を正

しい母牛と自己判断し血統登録の申込みを行ってしまう。 
【正しい対応】考えられる母牛(試料番号を持っていない母牛は１件の検査につき

２頭まで)を全て申込書に記入する。 
＜事例＞ ＜正しい記入例＞

続  柄 個体識別番号 試料番号 名     号 登録番号 

父父牛牛１１ ｴﾝﾄﾞﾚｽ ｼﾞｱﾝﾋﾞ 53655 

母 牛 1184238227 ｽﾀ-ﾘﾊﾞ- ｼﾞｴﾌｱ-ｿﾝ
ﾒｲｱ-

本 牛 1252591452 

父父牛牛２２ ｵｰｹｰﾌｧｰﾑ ﾊｰﾄ
ﾗﾝｶｽﾀｰ ET 53562 

父父牛牛３３ ｽﾄﾚﾁｱ ﾐﾗｸﾙ
ｼﾞｬｽﾃｨｽ ET 53508 

続 柄 個体識別番号 試料番号 名  号 登録番号 

父 牛 WHG ｵｰｼｬﾆｯｸ 
ジョビアン ET 53812 

母母牛牛１１ 1230358374 ｻｳｽﾘﾊﾞ- ﾀﾞｰﾊﾑ
ｴﾘ

本 牛 1245766324 

母母牛牛２２ 1230344056 ﾗﾌﾞﾌｱ-ﾑ ﾛ-ﾘ-
ﾁﾔﾝﾋﾟｵﾝ ET

本牛 

父父牛牛１１  
父父牛牛２２  
父父牛牛３３  
母 牛 

本牛 
父 牛 
母母牛牛１１  
母母牛牛２２  

＜事例＞

＜事例＞

＜正しい記入例＞ 

＜正しい記入例＞
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③③ 産産ままれれててききたた子子牛牛ががＥＥＴＴ生生産産牛牛かかＡＡＩＩ生生産産牛牛かか分分かかららなないい場場合合
【誤った対応】供卵牛のみを親子判定(検査の種類は受精卵移植の生産牛として)

して否定された場合、受卵牛を正しい母牛と自己判断し、産子を
ＡＩ生産牛として血統登録の申込みを行ってしまう。 

【正しい対応】供卵牛および受卵牛の両方を申込書に記入し、母牛①および母牛
②と記入する。
検査種目は「24. 親子判定(一般)」を○で囲む。

＜正しい記入例＞

④④ 複複数数のの牛牛のの耳耳標標がが外外れれどどちちららのの番番号号かか分分かかららなないい場場合合
【誤った対応】一頭のみを親子判定(それぞれの両親を記載)して血統上の両親が

否定、もう一方の両親で肯定された場合、もう一方の牛と耳標番
号が交錯したと自己判断し、肯定された両親の耳標に取り換えて
しまう。 

【正しい対応】複数の牛の耳標が外れていた場合、すべての牛にまず耳標を装着
します。耳標番号は脱落したどの牛のものか問いません。その後、
それぞれの両親を記載した親子判定を双方の牛で行って貰います。
親子判定の肯定結果が登録証明書と異なった場合は親子判定の結
果に合わせ血統情報を修正する必要があります（有料）。 

続  柄 個体識別番号 試料番号 名  号 登録番号 

父  牛 ｽﾐｯｸﾗﾝﾄﾞ ﾌﾘｰ ﾄﾚｼﾞｬｰ 53414 

母母牛牛①① 0283204768 ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ ｵﾌﾞﾀﾞﾝｹ- ET

本  牛 1245766324 

母母牛牛②② 1230344056 ﾗﾌﾞﾌｱ-ﾑ ﾛ-ﾘ- ﾁﾔﾝﾋﾟｵﾝ
ET 

＜正しい記入例＞
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1122．．ＳＳＮＮＰＰ検検査査ににおおけけるる血血統統疑疑義義のの取取扱扱いいににつついいてて  

ＳＮＰ検査（補助事業・alic 事業を含む）によって親子関係に疑義が認められた場合
は、本当に血統疑義なのか、ＳＮＰ検査の検査試料が正しかったのかを証明するため親
子判定が必要になります。 

血統疑義となったものは当協会で可能な限り調査を行い、照会文章並びに 1 回目の親
子判定の申込書を作成して支部・承認団体宛に送付しています。支部・承認団体の担当
者は、照会文書を基に調査を行い、検査試料を添えて遺伝検査部へ送付して下さい。 

１１））親親子子判判定定のの検検査査ににつついいてて
(1) ＳＮＰ検査で血統疑義となったものは、遺伝子型検査による親子判定で肯定の結

果となる必要があります。血統疑義となった本牛（ＳＮＰ検査を行った牛）および
母牛の検査試料を採取して遺伝検査部まで送付してください。 

(2) 当協会で作成した照会文章、並びに親子判定の申込書を参考に正しい血縁につい
て調査を行い、記載内容に加修除がある場合は適宜修正して申請してください。  

(3) 下記のように、検査対象牛の父牛・母牛欄は血統上の両親を記載してください。他
に父牛・母牛の候補がいる場合は、下段の空白欄にそれぞれ父②・母②と追記の上、
検査試料の採取・送付をお願いします。

(4) 父牛の候補が複数いる場合は、別途一覧表を作成して送付してください。

(5) 当協会で作成した親子判定の申込書には試料番号が附番されている場合がありま
すが、血縁疑義となった検査試料が別牛のものである疑いもありますので、本牛に
ついては新たに採取・送付をお願いします。 

(6) 過去に本牛として親子判定（供卵牛検査や抜取調査を含む）を受け、試料番号を
持っている母牛は、その試料番号を記入すればその牛の検査試料の採取・送付は不
要です。ただし、過去の検査に試料送付誤りの可能性がある等の場合は新たに送付
された検査試料で検査が行われ、新たな試料番号が付番されます。 

(7) 本牛死亡の場合も、ＳＮＰ検査をした時の検査試料で親子判定の検査が行える可
能性があります。当協会で当時の検査試料で調査可能か確認し、検査が可能な場合
は親子判定の申込みの依頼を行います。 

(8) 母牛死亡で検査試料が採取できない場合には、父子間のみで親子判定を行います。

父父②②

血血統統上上のの父父牛牛登登録録番番号号

母母②②

血血統統上上のの母母牛牛登登録録番番号号
本本牛牛のの登登録録番番号号

死死  亡亡
父父牛牛名名号号（（カカナナ・・フフルルネネーームム）） 
母母牛牛名名号号（（カカナナ・・フフルルネネーームム）） 
本本牛牛名名号号（（カカナナ・・フフルルネネーームム）） 
名名号号（（カカナナ・・フフルルネネーームム））父父牛牛候候補補のの登登録録番番号号

母母牛牛候候補補のの登登録録番番号号 試試料料番番号号 名名号号（（カカナナ・・フフルルネネーームム））
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この場合「試料（血液）番号」欄に「死亡」と記載してください。但し、他の母牛候
補がいる場合は父母子で親子判定を行います。 

(9) 本牛や母牛、関連牛が他県にいる場合は、当協会から当該県の支部・承認団体へ
検査試料採取を依頼しますので、その際はご連絡ください。 

(10) 親子判定を行って否定の結果となった場合は、肯定の結果が得られるまで再度の
親子判定が必要です。母牛が死亡しており検査ができない、または正しい母牛の特
定ができないといった場合は、父子間のみで親子判定を行い、父子関係の肯定結果
を得る必要があります。 

２２））血血統統疑疑義義のの種種類類とと対対応応ににつついいてて
血統疑義には、父子間の疑義、本牛と母方祖父(MGS)間の疑義、父および本牛と母方

祖父(MGS)間の疑義、の３種類があります。 

(1) 父子間の疑義の場合
母牛生存（試料採取） 母牛死亡 

本牛生存 
(新たに試
料採取） 

父母子で親子判定し、正しい血統に基
づいて本牛の血統更正。 
親子判定否定の場合は再調査。 

父子間で親子判定し、正しい血統に
基づいて本牛の血統更正。親子判定
否定の場合は再調査。 

本牛死亡 
(ＳＮＰ時 
試料） 

本牛と母牛で親子判定し、①肯定なら
ば授精記録等から正しいと思われる
父に血統更正、②否定ならば再調査。 

調査終了し、本牛の血統登録の取消
を行う。 
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(2) 本牛と母方祖父(MGS)間の疑義の場合
母牛生存（試料採取） 母牛死亡 

本牛生存 
(新たに試
料採取） 

父母子で親子判定し、正しい血統を確
認した後、母とＭＧＳで親子判定を行
う。正しい血統に基づいて本牛または
母牛の血統更正。 
親子判定否定の場合は再調査。 

父子間で親子判定し、正しい血統に
基づいて本牛の血統更正（血統濃度
50％）を行う 

本牛死亡 
(ＳＮＰ時
試料） 

母とＭＧＳで親子判定し、正しい血統
に基づいて母牛の血統更正。親子判定
否定の場合は再調査。 

調査終了し、本牛の血統更正（血統
濃度 50％）を行う 

(3) 父子間および本牛と母方祖父(MGS)間の疑義の場合
母牛生存（試料採取） 母牛死亡 

本牛生存 
(新たに試
料採取） 

父母子で親子判定し、①肯定ならば母
とＭＧＳで親子判定し、正しい血統に
基づいて関係牛を血統更正、②否定な
らば再調査。 

父子間で親子判定し、正しい血統に
基づいて本牛の血統更正（血統濃度
50％）を行う 

本牛死亡 
(ＳＮＰ時
試料） 

母とＭＧＳで親子判定し、正しい血統
に基づいて関係牛の血統更正。 
親子判定否定の場合は再調査。 

調査終了し、本牛の血統登録の取消
を行う。 

※※ ＳＳＮＮＰＰ検検査査をを行行うう際際のの注注意意事事項項
血統疑義の中にはＳＮＰ検査申込みの際の試料採取間違いと思われる事例もあります。試料採取の

際は、必ず耳標によって個体確認をし、試料封入の際は、試料採取用のラベルに記入した個体識別番
号と一致しているか必ず確認してください。 
また、母子間の矛盾も発生していることから、子牛が生まれた際は親子関係を確認の上、早期に耳

標を装着するよう農家にご指導願います。 

３３））親親子子判判定定のの検検査査料料金金負負担担ににつついいてて
(1) 当協会に申込みを行ったＳＮＰ検査における血統疑義解消のための親子判定検査

は、２回まで当協会で検査料金を負担します。 
(2) 補助事業で実施しているＳＮＰ検査における血統疑義解消のための親子判定検査

は、２回まで当協会が検査料金を負担します。 
(3) alic 事業によるＳＮＰ検査における血統疑義解消のための親子判定検査は、１回

目のみ当協会が検査料金を負担します。 
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４４））親親子子判判定定後後のの血血統統更更正正ににつついいてて
(1) 血統疑義は血統登録証明書の更正が行われることで完了します。血統更正は無料

で行いますので、血統疑義が解消した牛の血統登録証明書を「ＳＮＰ無料更正」と
分かるよう付箋等貼付の上、速やかに当協会へ送付してください。 

(2) 更更正正ののたためめのの申申込込書書のの作作成成はは不不要要です。また、地方ターミナルシステムによる入
力も不要です。 

(3) 血統疑義が解消した牛の関連牛（母牛、子孫牛、血統入れ違いの相手牛、双子等）
についても無料で血統更正を行いますので、血統疑義が解消した牛と一緒に血統登
録証明書を当協会に送付してください。 

(4) 血統の更正により本牛の名号も更正となり、希望名号をつけたい場合は血統登録
証明書に付箋等で連絡してください。希望名号の連絡がない場合は、当協会で自動
命名します。 

(5)本牛や母牛の生年月日が更正対象となる場合は、速やかに家畜改良センターに修正
報告を行ってください。修正報告が確認できるまで、更正処理は保留となります。

(6) 本牛または母牛、姉妹牛、娘牛といった関連牛がいたが、更正前に死亡してしま
った場合は血統登録証明書の返送を省略することができます。原簿上（データ上）
の更正を行いますので、その旨ご連絡ください。 

(7) 血統疑義が解消されるまでは、審査証明、能力証明、ゲノミック評価などが保留
となります。また娘牛や姉妹牛の血統登録申込みも保留となります。血統疑義が解
消されなければ正しい評価に基づく改良を進めることができません。必ず正しい血
統登録にするためにご協力をお願いします。 

（支部・承認団体事務担当者へお願い）
alic 事業による SNP 検査で、血統登録していない牛を SNP 検査している事例が見受けられます。 
SNP 検査に関する取扱要項では、「検査の対象は、ホルスタイン種登録牛または登録を受けようとす
るものとする。」と定めています。 
 SNP 検査実施予定の牛は、登録状況を確認するようにお願いします。 
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1133．．審審査査・・調調査査ににつついいてて  

１１））審審査査のの対対象象とと料料金金
(1) 牛群審査
① 同一所有者の同一牛群内における全ての登録経産牛を対象とします。ただし、

前回牛群審査を受検した牛は６ヵ月以上を経過するか、産次が更新していなけれ
ばなりません。また次のものは牛群審査の対象牛から除くことができます。 

・満５歳以上のもの
・繁殖の用に供さないもの
・国または都道府県等の施設で試験研究用として飼養されているもの
・その他、審査委員が審査できる状態でないと認めたもの(分娩関係や疾病等で

正常な状態でないもの等) 
② 審査料金は、牛群料 22,000 円に頭数料 2,200 円×実施頭数の合算額とします。 

(2) 牛群奨励審査
① 後代検定体型調査(後述)の際に、農家が受検希望する牛について実施します。
② 審査料金は、１～６頭までは１頭につき 5,500 円、７頭目からは牛群審査料金

を適用します。 
(3) 個体審査

① 雄牛の審査。
② 雌牛は同一牛群内の登録経産牛が３頭以下の場合など特例的な場合に限ります。 
③ 審査料金は、１頭につき 9,240 円です。

２２））審審査査のの申申込込みみ
(1) 牛群審査

① 牛群審査を受検する場合は申込書に必要事項を記入の上、審査開始日の概ね１
ヵ月前までに当協会へ提出してください。申込書の様式は２種類あり、牛群検定
実施農家の場合は「審査成績証明申込書（牛群審査）①」を、牛群検定を実施し
ていない農家やジャージー種、ブラウンスイス種の場合は「審査成績証明申込書
（牛群審査）②」を使います。 

② 審査日程等の都合上、現地での新たな追加農家の申込みは受付け出来ませんの
で注意してください。 

(2) 牛群奨励審査・個体審査(雄・雌)
① 「審査成績証明申込書（牛群審査）②」に必要事項を記入の上、審査開始日の

概ね１ヵ月前までに必ず提出してください。 
② 牛群奨励審査は、便宜、現地でも受付けます。

(3) 留意事項
① 審査の各種申込書は、当協会 Web の各種申込書をクリックすると表示され、印

刷できます。 
② 申込書の代わりに、牛群検定記録票(写)を利用することができます。その場合、
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審査受検予定頭数を明記したものを送付してください。 
③ 無登録牛は審査できません。 
 

３３））後後代代検検定定体体型型調調査査  
  (1) 基本事項 

① 後代検定の材料娘牛を飼養する牛群検定農家を対象として実施します。 
② 調査の対象は、初産検定中の材料娘牛および同期牛とし、初産分娩月齢 18月～

35 月齢の登録牛で、分娩後 1 年以内で泌乳中のものとします。 
③ １農家あたりの実施頭数は 20頭までとし、各県の計画頭数の範囲内で実施しま

す。 
④ 調査では、体型審査に加えて「気質」、「搾乳性」を飼養者から聴取します。 
⑤ これらの調査に係る農家負担はありません。  

  (2) 留意事項 
① 材料娘牛および同期牛が、無登録や未分娩、初産分娩月齢 18月未満または 35 月

齢以上の分娩、分娩後１年以上、盲乳、疾病や事故、前回調査済みは調査対象牛と
なりません。無登録牛は、材料娘牛であっても調査対象にはなりません。 

② 材料娘牛が前記①のいずれかに当てはまる場合は、事前に支部・承認団体へ連
絡ください。 

③ 材料娘牛が２頭以上（双子も可）いれば、それぞれを同期牛として調査します。 
 

４４））搾搾乳乳ロロボボッットト適適合合性性調調査査  
  (1) 基本事項 

① 「搾乳ロボット農家」もしくは「つなぎまたはパーラー搾乳農家（搾乳ロボット
と比較検討するため）」のうち、牛群検定農家を対象として実施します。 

② 調査の対象は、検定中の初産から３産までの登録牛とし、分娩後 1 年以内で泌
乳中のものとします。また、分娩月齢が初産 18月～35 月齢、２産 30 月～55 月齢、
３産 42 月～75 月齢のものとします。 

③ １農家あたりの実施頭数は 20頭までとし、各県の計画頭数の範囲内で実施しま
す。 

④ 調査では、体型審査に加えて「気質」、「搾乳性」を飼養者から聴取するほか、搾
乳ロボット農家を対象としたアンケート調査を実施します。 

⑤ これらの調査に係る農家負担はありません。  
  (2) 留意事項 

搾乳ロボット適合性調査と有料審査（牛群審査・奨励審査）を同時に実施するこ 
とはできません。４産以上の審査を予定している農家には全牛を「牛群審査」で受
検するよう事前に調整をお願いします。 

 
 ５５））日日程程表表  

当協会 Web の支部・承認団体へのお知らせから「審査日程表」の様式を使用して作
成してください。  
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６６））審審査査・・調調査査のの実実際際
(1) 審査当日
① 当協会の審査委員と支部・承認団体担当者が農家に出向き、該当牛について、

血統登録証明書との照合や分娩確認を行った上で、４区分得率と決定得点評価、
線形評価を行います。

② 審査後、審査委員は現地で審査結果を打ち出し、農家にお渡しします。合わせ
て、直近の遺伝情報や種雄牛情報、近交回避情報について説明します。 

③ 牛群審査および牛群奨励審査、個体審査の際には、血統登録証明書に審査得点
を押印します。 

④ 牛群審査を受検した農家には、「牛群審査受検の証」シールを配布しています。 
⑤ 90点以上になった牛（エクセレント）には「Excellent Female」シールを配布

しています。 

(2) 審査後
① 牛群審査/体型調査の結果は、所有者関係を確認した上で審査成績を証明します。

また、初産牛の審査データは種雄牛および雌牛の遺伝評価分析に利用され、遺伝
情報として酪農家にフィードバックされます。 

② 審査成績の優秀牛群や高得点牛は、年度表彰や当協会 Webで公表しています。
③ 牛群審査を受検した牛には「審査成績証明書」を、牛群奨励審査や個体審査を

受検した牛には個体毎に「血統能力証明書（審査成績証明書）」を発行します。 
④ 体型調査を受検した牛で審査成績証明書の発行を希望する場合は、有料で対応

しています。 

(3) 牛群審査、個体審査の事故照会牛(移動未了など)の取扱い
① 事故照会し、事故が解決するまで審査成績証明は保留します。
② 保留した審査成績証明は事故が解決された場合、審査成績証明書を発行します。 

【牛群審査受検の証シール】 【Excellent Female シール】 
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(4) 農家が準備する書類
① 血統登録証明書
② 繁殖台帳
③ 牛群検定成績表

・新規牛追加のため「牛コード」、「分娩年月日」が確認できるもの。
④ 牛群検定終了通知書または血統能力証明書

・エクセレント（体型審査得点 90 点以上）の条件である「繁殖記録（在胎日数・
産次数）」、「能力（乳量）」が確認できるもの。 

・検定中の場合は、条件が確認できるものであれば牛群検定成績表（個体累計）
も可。 

⑤ 牛群検定成績表・検定終了通知書は牛群検定 Web システムによる確認も可。
⑥ エクセレントの条件が確認できない場合、エクセレント牛として評価できませ

ん。予め書類等の準備には十分ご留意願います。 

審査の仕組みと料金

審 査 成 績 証 明 書 発 行 

血 統 能 力 証 明 書 

（ 審 査 成 績 証 明 書 ）

血統能力証明書（審査成績証明
書）の発行を希望する場合 

1頭につき 2,750円 

審査成績証明書の発行を希望 

する場合 

○審査成績証明書
1牛群につき 11,000円

○血統能力証明書
（審査成績証明書）
1頭につき  2,750円 

牛群審査申込

体 型 調 査
（無 料） 

１頭 5,500円 

個体審査申込
(特例扱い) 

牛群奨励審査
(１頭から６頭まで) 

１頭 9,240円 

牛群料 22,000円 

+ 2,200円 × 頭数

ロボット調査
（無 料）
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７７））審審査査のの際際にに持持参参すするる情情報報
(1) 牛群審査・遺伝情報

受検農家の経産牛について、直近の雌牛遺伝評価から、乳代効果や乳量、各乳成
分量・率の平均した推定遺伝能力(推定育種価：ＥＢＶ)と、遺伝的特徴を明確にす
るためにＥＢＶを標準化した標準化育種価(ＳＢＶ）を表示しています。 

各形質の平均ＥＢＶ値がプラスの高い数値で、年齢の若い牛ほど遺伝的能力が高
ければ、ＳＢＶのグラフはプラスで左上がりになります。したがって、グラフが左
上がりであるほど、近年における雌牛の選抜淘汰や交配種雄牛の選定などが適切で
あり、遺伝的改良が順調に進んでいると判断できます。 

【✌】 雌牛 EX-E 制度を開始 

アメリカ、カナダ等では、以前から体
型審査得点 90 点以上に評価した牛を
通称、エクセレント（EX）と称していまし
たが、日本においても平成29年 4月よ
り EX-E 制度を開始しました。 
この制度は、EX に評価された牛が

分娩更新等の条件を満たして再度 90 点以上に評価されたときに、長い期
間にわたって優れた体型を維持した証として審査得点に「2E」、「3E」等の
「E」表記をします。 

左上がりを目指そう 

牛群の成績
と遺伝情報 過去４回分

の審査情報 
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(2) 個体遺伝能力
受検農家の牛群検定加入牛について、個体毎に主な泌乳形質と直近の体型形質の

遺伝評価値(ＥＢＶ)を表示しています。特に、経営に重要な乳量や乳成分率の評価
値がプラスで高い数値の牛は、後継牛を確保するための基礎牛であると判断できま
す。

評価値がマイナスの牛には、その形質のプラスの高い評価値を持った種雄牛を交
配することで、改良を進めることができます。評価値がマイナスの高い数値になっ
ている牛は、場合によっては淘汰の対象とします。また各個体について、能力と体
型の遺伝評価値を持っているものは総合指数であるＮＴＰが表示されます。ＮＴＰ
がプラスで高い牛ほど、長持ちして、より高い生産性を期待できる牛だと言えます。 

偏偏差差値値にによよるる各各ラランンククのの割割合合  
A から F の各ランクは標準偏差(σ)の単位で区
分しています。Aに表示されたものは上位2.28%
以内にあり、B のものは上位 15.87%以内、C の
ものは上位50%以内にあることを示しています。 -2σ -1σ +2σ+1σ平均 

各形質は Aから F
にランク分け 

初産および二産以上で条
件があったものについて
NTP が表示されます 

牛コード順
に表示 
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(3) 近交回避リスト
受検農家の雌牛に対して近交係数６％未満になる種雄牛(近交回避対象種雄牛リ

スト参照)を略号で掲載しています。一般に、強い近親交配は子牛の死亡率を高める
とともに、発育や泌乳能力の低下を招く原因になります。このリストに掲載されて
いる種雄牛であれば、近親交配の面からは安心して利用できます。 

近近親親交交配配のの例例とと近近交交係係数数  

   父・娘交配     きょうだい交配      おじ・めい交配 

候補種雄牛 
（各都府県配布分）

略号順に表示 

国内精液供給可能牛
NTP 順に表示 

25％ (a) 

(a) 

12.5％ 

(a) 

(a) 
6.25％ 

(a) 

(a) 

海外種雄牛 
NTP 順に表示 

「F」「U」は国内種雄牛
トップ 40 のうち、
各 「々肢蹄」「乳房」で 
トップ 10 位以内

左から右に順番表示 
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(4) 近交回避 対象種雄牛リスト
前ページにある「近交回避リスト」に掲載されている種雄牛の略号、名号、区分

およびＮＴＰ値を掲載しています。 

NTP を表示 

国内精液供給可能牛 
略号順に表示 

海外種雄牛 
最近輸入実績のある 

海外トップ 40 
略号順に表示 

候補種雄牛（都府県配布分） 
略号順に表示 
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８８））審審査査終終了了後後、、現現場場でで提提供供すするる情情報報
(1) 審査成績報告書(決定得点および各部得率)

「牛群の成績」欄は、過去３回と今回の審査に関して、年齢別実施頭数と平均審
査得点、平均体型偏差値を表示しています。また、「個体別成績」欄には審査実施牛
の登録番号、生年月日、審査時年齢、最近分娩年月日と産次、４部位の得率(体貌と
骨格、肢蹄、乳用強健性、乳器)と決定得点、牛群内ランクを表示しています。

決定得点が同じでも、個体毎に各部位の得率は異なっています。この良否が個々
の牛の体型特徴を示しています。審査成績欄の下段には、各部位の平均値が示され
ていますので、牛群としてどの部位が優れているのか、改良が必要なのかを知るこ
とができます。 

初産牛では、４部位および
決定得点が 80 点（また
は％）以上あれば、その部
位は概ね好ましいと判断
できます

牛群の成績欄には年齢
別実施頭数、平均得点、 
平均体型偏差値を示し
ており、過去３回の成績
と比較できます

過去の成績と比べて、
平均得点や体型偏差値
が上がっていれば、体
型改良や牛群管理が順
調に推移していると判
断できます

各部位の平均値

偏差値ランクは 100 を
平均に体型記録を成年
換算補正し標準化した
ものでA～Fにランク付
けしたものです。 

牛群の成績欄には年齢別実施頭数、 
平均得点、平均体型偏差値を示しており、 
過去３回の成績と比較できます。 

過去の成績と比べて、
平均得点や体型偏差値
が上がっていれば体型
改良や牛群管理が順調
に推移していると判断
できます。 

各部位の平均値 

40 70 160 130 100 

（F） （E） （D） （B） （A） （C）

s.d. ： 補正標準偏差 （3.0）

体型偏差値 =    × 30 + 100 

av. ： 補正平均値 （82.4 点） 

補正値 - av. 
s.d.

体型偏差値 
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(2) 審査成績報告書(線形形質)
牛群審査や体型調査の際は、得点評価のほかに線形評価を実施しています。線形

評価は、体型 24 部位について１から９のスコアを用いて、個々の牛が持つ体型特徴
を表しています。 

各形質には基準値を設け、望ましい部位には◎、改良を要する部位には▼をつけ
て見やすく表示しています。また審査成績欄の下段には◎、▼印の表示された割合
を示しており、個々の牛の体型特徴と合わせて、牛群としての体型特徴を知ること
ができます。 

体型偏差値から見た決定得点
体型偏差値
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200

76.0 76.5 77.0 77.5 78.0 78.5 79.0 79.5 80.0 80.5 81.0 81.5 82.0 82.5 83.0 83.5 84.0 84.5 85.1 85.6
審 30 75.8 76.4 77.0 77.6 78.2 78.8 79.3 79.9 80.5 81.1 81.7 82.3 82.9 83.4 84.0 84.6 85.2 85.8 86.4 87.0
査 36 75.6 76.2 76.9 77.6 78.2 78.9 79.6 80.2 80.9 81.5 82.2 82.9 83.5 84.2 84.8 85.5 86.2 86.8 87.5 88.1
月 42 75.3 76.0 76.8 77.5 78.2 78.9 79.7 80.4 81.1 81.9 82.6 83.3 84.0 84.8 85.5 86.2 87.0 87.7 88.4 89.2
齢 48 74.9 75.7 76.5 77.3 78.1 78.9 79.7 80.5 81.3 82.1 82.9 83.7 84.5 85.3 86.1 86.9 87.7 88.4 89.2 90.0

54 74.6 75.4 76.3 77.1 78.0 78.8 79.7 80.5 81.4 82.2 83.1 84.0 84.8 85.7 86.5 87.4 88.2 89.1 89.9 90.8
60 74.2 75.1 76.0 76.9 77.8 78.7 79.6 80.5 81.4 82.3 83.2 84.2 85.1 86.0 86.9 87.8 88.7 89.6 90.5 91.4
66 73.8 74.7 75.7 76.6 77.6 78.6 79.5 80.5 81.4 82.4 83.3 84.3 85.3 86.2 87.2 88.1 89.1 90.0 91.0 92.0
72 73.4 74.4 75.4 76.4 77.4 78.4 79.4 80.4 81.4 82.4 83.4 84.4 85.4 86.4 87.4 88.4 89.4 90.4 91.4 92.4

24月

各部位の◎、▼印
表示割合と平均値 

体型偏差値は、体型記録を
成年換算補正し標準化し
たものです。 
100 以上であれば、概ね好
ましいと判断できます。 

牛コード
順に表示 

-2σ
(40)

-1σ
(70)

+2σ
(160)

+1σ
(130)

平均 
(100) 

2.28％ 13.6％ 34.1％ 13.6％ 2.28％ 34.1％ 

体型偏差値
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200

審 30
査 36
月 42
齢 48

54
60
66
72

24月
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1144．．牛牛群群検検定定記記録録にによよるる検検定定成成績績証証明明申申込込みみににつついいてて  

牛群検定(立会・自動)で得られた泌乳記録を証明することで、血統や体型記録と合わ
せて、より効率的に改良を行うことができます。血統能力証明書は、本牛を含め４代の
血統情報や審査情報、遺伝評価値、共進会賞歴等が記載されており、この１枚で様々な
情報が分かるようになっています。また、検定成績優秀牛・牛群の表彰や生涯検定選奨、
高能力牛の公表（当協会 Web、全酪新報、酪農関係雑誌等）等のメリットがあります。 
牛群検定記録による検定成績証明を申込む際は、当協会 Web の各種申込書から「検定

成績証明申込書」を印刷してご利用ください。なお、記入する際は、次の１）の(1)～(3)
の共通事項を確認後、各申込区分の記入例をご確認ください。 

１１））申申込込書書のの記記入入方方法法とと例例
(1) 申込年月日と団体受付印

申込年月日は、登録委員が各都府県の支部・承認団体窓口へ提出した年月日を記
入してください。団体受付印は、支部・承認団体が受付時に押印してください。 

(2) 申込者と登録委員
① 申込書には、申込者（所有者）の支部・承認団体名、氏名、会員番号、牛群検定

農家コードを記入してください。申込者が団体の場合、団体名称は省略せずに記
入してください。 

② 申込者と所有者が異なる場合は、移動証明の申込みを行ってください。同一家
族内でも所有者名義を変更する場合は移動証明の申込みが必要です。移動証明の
申込みが無く、同一家族内で、申込者名と所有者が異なる場合は、申込者を所有
者名に修正して証明します。 

③ 登録委員番号、氏名を必ず記入し、しっかりと押印してください。
(3) 申込区分と料金

申込区分と料金は、申込頭数や検定終了等の複数の条件によって、最適な申込区
分と料金が変化しますので、次ページの「検定成績証明の申込区分と料金」を確認し
て申込区分欄と申込料金欄を記入してください。 

申込区分欄は、「個体申込み」、「牛群一括申込み」、「生涯検定申込み」、「その他」
から希望する項目を○で囲んでください。 

申込料金欄については、各申込区分の記入例をご確認ください。 
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検検定定成成績績証証明明のの申申込込区区分分とと料料金金

複数頭
の申込み １頭の申込み

検定前
検定中

検定
終了後

３件以下 ２件以下４件以上 ３件以上

牛群一括申込み
（自動継続申込み含む）

（基本料：11,000円）
（件数料： 1,100円）

当協会が印刷した
証明書を希望
（１件＠550円。ただし、１件毎の２回目以降の発行料金は1,100円。）

自動継続申込みで
印刷不要を希望

個体申込み
（生涯検定申込み含む）
○検定開始前/検定中の申込み

（4,620円）
○検定終了後の申込み

（5,940円）

追記
（1,100円）

生涯検定で複数
産次の申込み

牛群検定に
よるもの

A検定に
よるもの

A検定
個体申込み
（11,770円）

検
定
方
法

申
込
頭
数

検
定
終
了

申
込
件
数

申
込
区
分
と
料
金
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※申込件数による申込区分の選択について
前ページの図のうち、申込件数によって申込区分が分岐していますが、これは申込

件数によって最適な申込区分が変わるためです。次に最適な申込区分とそれぞれの申
込区分での料金を記載しますので、ご参照ください。 

・検定前・中で年度内に４件以上申込む場合は、「牛群一括申込み」をお選びください。 
11,000（基本料）+1,100（件数料）×4（件数）=15,400 円 

（個体申込みの場合：4,620（検定中）×4（件数）=18,480 円） 
・検定前・中で年度内に３件以下の申込みの場合は、「個体申込み」をお選びください。 

4,620（検定中）×3（件数）=13,860円 
（牛群一括申込みの場合：11,000（基本料）+1,100（件数料）×3（件数）=14,300円） 

・検定終了後で年度内に３件以上申込む場合は、「牛群一括申込み」をお選びください。 
11,000（基本料）+1,100（件数料）×3（件数）=14,300 円 

（個体申込みの場合：5,940（検定終了後）×3（件数）=17,820 円） 
・検定終了後で年度内に２件以下の申込みの場合は、「個体申込み」をお選びください。 

5,940（検定終了後）×2（件数）=11,880円 
（牛群一括申込みの場合：11,000（基本料）+1,100（件数料）×2（件数）=13,200円） 

なお、各申込区分で共通する箇所は、次の共通事項を確認し、各申込区分の詳細
は次ページの②～⑤を確認してください。 
① 共通事項

  ａ．各項目を記入する際は、牛群検定の検定終了通知書を必ず確認してください。 
  ｂ．過去に証明済み、あるいは申込中ではないか確認してください。 
  ｃ．検定期間は、検定終了通知書の検定日数が 305 日以内であれば 10 月、365 日

以内は１年、366日以上は１乳期となり、いずれかを必ず○で囲んでください。
なお、366 日以上の１乳期を申込む場合は、10 月または１年の成績が証明済
みか同時申込みの場合に限ります。 

  ｄ．件数は、検定期間１期間につき１件の申込（料金）となります。同産次であっ
ても10月と１乳期のように２つの期間を申込む場合は２件の申込みとなりま
す。 

  ｅ．検定終了後は、本牛を含めて４代の血統と審査成績、検定成績、遺伝評価値を
表示した血統能力証明書を発行します。 
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②個体申込み

検定成績証明申込書
申込年月日 2200XXXX 年 44 月

円
日本ジャージー登録協会長 殿 2202 件　 数　 料 件 円

11 日

（一社）日本ホルスタイン登録協会長 殿

申
込
料
金

牛
群

2201 基　 本　 料 件

円
2205 検定終了後 件 円

個
体
・
生
涯

2204 検　 定　 中 33 件 1133,,886600

2209 追　　　記 件

合　　　計 33 件 1133,,886600 円
登録規程に基づき、下記の通り記載し、申込みます。

円
その他 件 円

支部・承認
団体名 日日本本ホホルルススタタイインン登登録録協協会会 申 込 者

氏     名 中中野野　　太太郎郎

会員番号 22 00 00 00 11 11

登録委員番号 22 00 00 00 11 登録委員氏名 大大野野　　次次郎郎 印

22 00 00 00 00 0000 00 11 11 66 牛群検定
農家コード

申込区分
（何れかを○で囲む） 個体 牛群一括 生涯 その他( A件 ・ 再交付 ・ 書換 ・ 更正 )

No. 牛コード 本牛登録番号 生年月日 分娩（予定）年月日 産
次

検定期間
年（西暦） 月 日 年（西暦） 月 日 料金

44 55 66 771 00 00 00 11 11 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料

2 00 00 00 22

2200XXXX 44 11 11
10月 1年

88 99 00 2200XXXX 44 1122 33

88 99 11 00 2200XXXX 5522 33 44 55 66 77
1年 1乳期

検定中 終了後 追記 件数料
11 2200XXXX 55 11 22

10月

3
1乳期

検定中 終了後 追記 件数料

4

10月 1年

1年 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料
10月

5 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料

6

10月 1年

1年 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料
10月

7
1乳期

検定中 終了後 追記 件数料

8

10月 1年

1年 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料
10月

9 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料

10

10月 1年

（注） １．申込料金欄は必ず記入してください。
 ２．検定期間で選択した件数が、申込料金欄の件数となります。
 ３．各コード、分娩年月日は検定終了通知書などにより確認してから記入してください。
 ４．366日以上の１乳期の申込みは10月・１年の成績が証明されているもの、または同時に10月・１年を申込むもの

に限ります。
 ５．今般の申込みにより収集した個人情報については、本会の個人情報保護方針に基づき取り扱いいた します。

1年 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料
10月

団 体

受付印

大大
野野

概  要：牛群検定実施牛について、個体毎に申込みます。 
申込区分：「個体」を○で囲んでください。 
料  金：検定前または検定中に申込む場合と検定終了後に申込む場合では料金 

が異なります。 
ａ．検定前または検定中に申込む場合は「検定中」を○で囲みます。 

右上の申込料金欄の「検定中」に検定期間で〇をした合計件数を記入し、 
料金を記入してください。 

ｂ．検定終了後に申込む場合も同様に「終了後」を○で囲みます。 
右上の申込料金欄の「検定終了後」に検定期間で〇をした合計件数を 
記入し、料金を記入してください。
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③牛群一括申込み

検定成績証明申込書
申込年月日 2200XXXX 年 44 月

円
日本ジャージー登録協会長 殿 2202 件　 数　 料 1100 件 1111,,000000 円

11 日

（一社）日本ホルスタイン登録協会長 殿

申
込
料
金

牛
群

2201 基　 本　 料 11 件 1111,,000000

円
2205 検定終了後 件 円

個
体
・
生
涯

2204 検　 定　 中 件

2209 追　 　記 件

合　　　計 1100 件 2222,,000000 円
登録規程に基づき、下記の通り記載し、申込みます。

円
その他 件 円

支部・承認
団体名 日日本本ホホルルススタタイインン登登録録協協会会 申 込 者

氏     名 中中野野　　太太郎郎

会員番号 22 00 00 00 11 11

登録委員番号 22 00 00 00 11 登録委員氏名 大大野野　　次次郎郎 印

22 00 00 00 00 0000 00 11 11 66 牛群検定
農家コード

申込区分
（何れかを○で囲む） 個体 牛群一括 生涯 その他( A件 ・ 再交付 ・ 書換 ・ 更正 )

No. 牛コード 本牛登録番号 生年月日 分娩（予定）年月日 産
次

検定期間
年（西暦） 月 日 年（西暦） 月 日 料金

44 55 66 771 00 00 00 11 11
1乳期

検定中 終了後 追記 件数料

2 00 00 00 22

2200XXXX 44 11 11
10月 1年

88 99 00 2200XXXX 44 1122 33

88 99 00 11 2200XXXX 5522 33 44 55 66 77
1年 1乳期

検定中 終了後 追記 件数料
11 2200XXXX 55 11 22

10月

66 77 88 993 00 00 00 33 33
1乳期

検定中 終了後 追記 件数料

4 00 00 00 44

2200XXXX 66 11 33
10月 1年

11 00 22 2200XXXX 66 1144 55

00 11 22 33 2200XXXX 7744 55 66 77 88 99
1年 1乳期

検定中 終了後 追記 件数料
11 2200XXXX 77 11 44

10月

88 99 00 115 00 00 00 55 55
1乳期

検定中 終了後 追記 件数料

6

2200XXXX 88 11 55
10月 1年

22 33 44 2200XXXX 88 1166 77

1年 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料
10月

7
1乳期

検定中 終了後 追記 件数料

8

10月 1年

1年 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料
10月

9
1乳期

検定中 終了後 追記 件数料

10

10月 1年

（注） １．申込料金欄は必ず記入してください。
　 ２．検定期間で選択した件数が、申込料金欄の件数となります。
　 ３．各コード、分娩年月日は検定終了通知書などにより確認してから記入してください。
　 ４．366日以上の１乳期の申込みは10月・１年の成績が証明されているもの、または同時に10月・１年を申込むもの

　 に限ります。
　 ５．今般の申込みにより収集した個人情報については、本会の個人情報保護方針に基づき取り扱いいた します。

1年 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料
10月

団 体

受付印

大大
野野

概  要：牛群検定農家の同一牛群の中で、検定を終了または終了見込みの登録 
牛について申込みます。 

申込区分：「牛群一括」を○で囲んでください。 
 料  金：基本料と件数料をお支払いいただきます。 

ａ．基本料は、年度内に一度お支払いいただきます。 
年度内の初回申込みの際は申込料金欄の件数に１件と記入し、料金を 
記入してください。なお、以降の年度内の申込みは、件数料のみと 
なります。 

ｂ．件数料は、料金欄の「件数料」を○で囲みます。 
右上の申込料金欄の「件数料」に検定期間で〇をした合計件数を記入し、 
料金を記入してください。 
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④生涯検定申込み

検定成績証明申込書
申込年月日 2200XXXX 年 44 月

円
日本ジャージー登録協会長 殿 2202 件　 数　 料 件 円

11 日

（一社）日本ホルスタイン登録協会長 殿

申
込
料
金

牛
群

2201 基　 本　 料 件

円
2205 検定終了後 11 件 55,,994400 円

個
体
・
生
涯

2204 検　 定　 中 件

2209 追　 　記 88 件

合　　　計 99 件 1144,,774400 円
登録規程に基づき、下記の通り記載し、申込みます。

88,,880000 円
その他 件 円

支部・承認
団体名 日日本本ホホルルススタタイインン登登録録協協会会 申 込 者

氏     名 中中野野　　太太郎郎

会員番号 22 00 00 00 11 11

登録委員番号 22 00 00 00 11 登録委員氏名 大大野野　　次次郎郎 印

22 00 00 00 00 0000 00 11 11 66 牛群検定
農家コード

申込区分
（何れかを○で囲む） 個体 牛群一括 生涯 その他( A件 ・ 再交付 ・ 書換 ・ 更正 )

No. 牛コード 本牛登録番号 生年月日 分娩（予定）年月日 産
次

検定期間
年（西暦） 月 日 年（西暦） 月 日 料金

44 55 66 771 00 00 00 11 11
1乳期

検定中 終了後 追記 件数料

2

2200XXXX 44 11 11
10月 1年

88 99 00 2200XXXX 44 1122 33

1年 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料

2200XXXX 55 11 22
10月

3
1乳期

検定中 終了後 追記 件数料

4

2200XXXX 66 11 33
10月 1年

1年 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料

2200XXXX 77 11 44
10月

5
1乳期

検定中 終了後 追記 件数料

6

2200XXXX 88 11 55
10月 1年

1年 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料
10月

7
1乳期

検定中 終了後 追記 件数料

8

10月 1年

1年 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料
10月

9
1乳期

検定中 終了後 追記 件数料

10

10月 1年

（注） １．申込料金欄は必ず記入してください。
２．検定期間で選択した件数が、申込料金欄の件数となります。
 ３．各コード、分娩年月日は検定終了通知書などにより確認してから記入してください。
 ４．366日以上の１乳期の申込みは10月・１年の成績が証明されているもの、または同時に10月・１年を申込むもの
　　 に限ります。
 ５．今般の申込みにより収集した個人情報については、本会の個人情報保護方針に基づき取り扱いいた します。

1年 1乳期
検定中 終了後 追記 件数料
10月

団 体

受付印

大大
野野

概  要：過去の未証明の検定成績と直近の産次の検定成績を合わせて申込みます。 
なお、過去の検定成績の証明は「追記」（原簿（データ）上の証明）を 
行い、追記の成績は直近の産次の証明書に登載して発行します。 

申込区分：「生涯」を○で囲んでください。 
 料  金：追記と直近の産次の証明にかかる料金をお支払いいただきます。 

ａ．追記は、料金欄の「追記」を○で囲みます。 
右上の申込料金欄の「追記」に検定期間で〇をした合計件数を記入 
し、料金を記入してください。

ｂ．直近の産次の証明は、個体申込みに準じます。 
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⑤その他
ａ．検定成績証明書の再交付、書換、更正、Ａ検定の場合は、申込区分の「その他」

から選択してください。 
ｂ．血統登録の更正を申込む牛で、検定成績証明がある場合は、無料で更正を行い

ますので血統登録の更正申込書に検定成績証明書を添付してお申込みください。 
ｃ．自家検定または牛群検定未実施農家の場合（Ａ検定法による申込み） 

ⅰ．牛群検定実施農家でも自家検定の場合、あるいは牛群検定未実施農家につい
ては、Ａ検定によって検定成績証明を申込むことができます。 

ⅱ．Ａ検定法とは、検定を行う牛の飼養者（所有者または管理者）が毎搾乳時の
乳量を所定の検定記録帳に記帳するとともに、検定委員が規定による立会で
採取したサンプル乳から計測した乳成分率（乳脂率、乳蛋白質率、無脂固形
分率)をもとに、総乳量や乳成分率を算出する検定法で、申込みの手順は次の
とおりです。 

ⅲ．Ａ検定による検定成績証明は、当該牛が分娩する前に、支部・承認団体を通
じて申込みをしてください。この場合、「Ａ検定」であることを申し出てくだ
さい。 

ⅳ．検定委員は、Ａ検定用の検定記録帳が届いたら、記録帳表紙に申込牛や申込
者に関する必要事項と、同封の早見表によって立会期間を記入し、申込農家
に渡してください。 

ⅴ．農家は、当該牛が分娩したら、検定委員に分娩月日を報告するとともに、分
娩後６日目から毎搾乳時の乳量を計量し、記録帳に記入してください。 

ⅵ．検定委員は、定められた立会期間中に農家に赴き、検定期間が 10 月の場合は
５回、１年の場合は６回の立会を行ってください。立会の記録控は検定委員
自らも保管してください。 

ⅶ．検定委員は、立会日には毎搾乳の際に乳量を計測し、サンプル乳を採取して、
専門機関に各乳成分率の計測を依頼してください。後日、その結果を検定記
録帳に記入し、確認印を押してください。 

ⅷ．検定が終了したら、申込者は、毎日の日乳量を綴じ込みの検定成績集計表に
転記の上、検定記録帳を検定委員に提出してください。 

ⅸ．検定委員は、検定記録帳が正しく記載整備されていることを確認の上、支部・
承認団体に提出してください。 

２２））検検定定成成績績証証明明申申込込牛牛のの事事故故取取扱扱いいににつついいてて
(1) 申込牛の検定成績などに不備があった場合は、支部・承認団体宛にその旨を事故

照会します。 
(2) 事故の主な内容は、申込書の記載内容と(一社）家畜改良事業団への報告内容の相

違(分娩年月日など)や、家畜改良センターへの報告内容との相違(子牛の出生年月日
など)、移動未了等です。 

(3) 報告相違に関する事故照会は、当協会に回答をいただいても、当該団体(家畜改良
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センターや(一社）家畜改良事業団情報分析センター)のデータ修正が完了するまで、
証明の処理を進めることができません。よって、申込書記入の際には、検定終了通
知書などで検定牛コードと登録番号、分娩年月日などを必ず確認してください。 

(4) 照会から６ヵ月を過ぎても回答がない場合は、再照会をします。再照会からさら
に６ヵ月を過ぎても回答がない場合は、その申込みは無効となりますので早めの回
答をお願いします。 

３３））検検定定成成績績証証明明のの自自動動継継続続発発行行
(1)概  要： 牛群検定農家で、毎年継続して検定終了牛の検定成績証明を受ける場

合には、より簡便な「自動継続発行」をお申込みください。 
(2)証明対象： 申込書に記載された証明開始（変更）年月以降に検定が終了した登録

牛全頭で、検定終了の都度、１証明につき１枚の血統能力証明書と証明
した検定成績を一覧にした「検定成績証明書」を発行します。 

(3)料 金： 「牛群一括申込み」と同じ料金体系となり、開始後は毎年度初めに基
本料を請求いたします。なお、自動継続申込みを行った農家が希望検定
期間とは異なる検定期間の証明書を希望する場合、基本料は不要で件数
料のみの料金となります。 

(4)申込方法： 初回のみ申込書の提出が必要です。当協会 Web の各種申込書から「検
定成績証明自動継続申込書」を印刷してご利用ください。記入する際は、
次ページの記入例をご確認ください。 

(5)特  典：「自動継続発行」を行っている農家は、血統能力証明書を Web 上で閲覧・
管理ができる、ＲＩＵＳを利用することができます。 
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（注） １．証証明明のの対対象象　　　　　　：：申込書に記載された証明開始（変更）年月以降に検定が終了した登録牛全頭が対象
（注） １．証証明明のの対対象象　　　　　　：：となります。
　　　 ２．証証明明すするる検検定定期期間間：：原則として１０月の検定成績としますが、希望により「１年」又は「１乳期」の証明も申込
　　 ２．証証明明すするる検検定定期期間間：：む事が出来ます。
　　 ２．証証明明すするる検検定定期期間間：：なお、１乳期の申込みは同時に10月・１年を申込むものに限ります。
　　 ３．証証明明書書のの発発行行　　　　：：１証明につき１枚の証明書を、検定が終了次第発行します。
　　 ４．証証明明書書のの発発行行　　　　：：また、自動継続発行申込農家は、ＲＩＵＳ（ライアス）より血統能力証明書をＰＤＦ形式
   ４．証証明明書書のの発発行行　　　　：：で取得できるようになり、従来の印刷発行していた証明書の発行有無を選択できます。
   ４．証証明明書書のの発発行行　　　　：：なお、証明書の発行有無に関わらず証明書料金の変更はありません。
   ４．証証明明書書のの発発行行　　　　：：但し、証明書の発行停止した農家で、後日改めて証明書の発行申込した場合は、印
   ４．証証明明書書のの発発行行　　　　：：刷発行料が必要です。
   ４．証証明明料料金金　　　　　　　　：：基本料を、本申込書に添えてお支払い願います。
   ５．証証明明料料金金 　　：：また、件数料として、発行した証明件数分の料金を、発行の都度、貴都府県の登録取
   ５．証証明明料料金金 　　：：扱団体を通じて請求します。

　　 ５．今般の申込みにより収集した個人情報については、本会の個人情報保護方針に基づき取り扱いいたします。

支部・承認
団体名 日日本本ホホルルススタタイインン登登録録協協会会 申 込 者

氏     名 中中野野　　太太郎郎
牛群検定
農家コード会員番号 22 00 00 00 11 00 00 11 11

検定成績証明自動継続申込書
申込年月日 2200XXXX 年 44 月 11 日

（一社）日本ホルスタイン登録協会長 殿
日本ジャージー登録協会長 殿

登録規程に基づき、下記の通り記載し、申込みます。

大大野野　　次次郎郎 印

22 00 00 00 00 0066 11

開始年月 検定期間
（※「１乳期」の証明は「１０月」、「１年」の証明を申込む場合のみ）

証明書発行
（何れかを○で囲む）年（西暦） 月

22 00 00 00

１.発行

11 登録委員氏名

有

２.変更
変更年月 検定期間

（※「１乳期」の証明は「１０月」、「１年」の証明を申込む場合のみ）
証明書発行

（何れかを○で囲む）年（西暦） 月

2200XXXX 44 １） １０月（３０５日） ２） １年（３６５日） ３） １乳期 無

登録委員番号

有

３.中止
中止年月

（次月以降に限る） 中　止　理　由
年（西暦） 月

１） １０月（３０５日） ２） １年（３６５日） ３） １乳期 無

団 体

受付印

大大
野野

① 申込年月日、支部・承認団体名、氏名、会員番号、牛群検定農家コード、登録委員
番号、登録委員氏名は、前述の「検定成績証明申込書」の記載に準じます。 

② 検定期間は、原則として１０月としますが、希望により「１年」又は「１乳期」の
証明も申込む事が出来ます。なお、１乳期の申込みは同時に 10 月・１年を申込むも
のに限ります。 

③ 証明書発行は、後述のＲＩＵＳにより血統能力証明書をＰＤＦ形式で取得できるた
め、従来印刷・発行していた血統能力証明書の発行の有無の選択ができます。 
なお、発行の有無は血統能力証明書となり、「無」を選んだ場合でも、証明した検定
成績を一覧にした「検定成績証明書」は発行されます。 
また、「無」を選んだ場合で、後日改めて証明書の発行を申込みした場合は、印刷発
行料が必要です。 

④ 変更と中止の際もこの申込書をご利用ください。
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４４））ＲＲＩＩＵＵＳＳににつついいてて
(1) ＲＩＵＳとは

Ｒ Ｉ Ｕ Ｓ （ ラ イ ア ス ）： Registry
Information Utility System for Dairy 
Cattle）では、次のことができます。 
①スマートフォンやパソコンから閲覧することができ、手軽に検定成績を含めた登
録情報を活用できます。

②血統能力証明書をＰＤＦ形式で取得でき、血統能力証明書を閲覧したい時に探せ
ない、枚数が多すぎて管理できないということから解消されます。

③証明書に掲載し切れなかった血統情報や歴代の審査成績、最新の遺伝評価情報、
共進会賞歴といった関連情報も参照することができます。

④牛群内で過去に証明された検定成績を基に、乳量順や乳成分量等の歴代成績のラ
ンキングを表示することができます。

⑤近交情報システム Web や牛群遺伝情報 Web、自動登録同時ＳＮＰ農家還元情報 Web
へもＲＩＵＳのサイトから簡単にアクセスできます。

⑥自動登録同時ＳＮＰ検査で「血統能力証明書一括交付」を申込みしている農家は、
ＲＩＵＳでもＰＤＦ形式で取得ができます。また、36 ヵ月齢までの未経産牛では
年３回のゲノミック評価毎にＰＤＦ形式に限って最新の証明書に書き換わります。 

⑦その他、農場に在籍している雌牛の血統登録証明状況一覧ができる等、登録情報
を広く活用できるように毎年バージョンアップを行っています。

(2) 利用対象は自動継続発行農家
ＲＩＵＳを利用するには、前述していますが検定成績証明の自動継続発行農家で

あることが条件です。 
(3) 証明書のペーパーレス化

ＲＩＵＳの利用開始後は、血統能力証明書の印刷・送付は原則として省略します。
前述していますが、ＲＩＵＳには、血統能力証明書の閲覧だけでなく、データをＰ
ＤＦとしてダウンロードすることができますので、必要に応じて印刷が可能です（通
常の証明書表裏をＡ４サイズ１枚で表示します）。ただし、充分なインターネット環
境が整備されていない農家がまだ多いことから、申込農家の希望により当分の間は
印刷発行にも対応します。また、血統能力証明書の印刷・送付の省略に伴い、毎回、
証明した検定成績を一覧にした「検定成績証明書」を発行します。 
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(4) ＲＩＵＳをもっと知りたい
自動継続発行を始める前に試してみたい、始めた後に使い方をもっと知りたい方

のためにＲＩＵＳのデモサイトと解説動画を公開しています。当協会 Web の「検定
成績証明」からデモサイトと解説動画のページへリンクしていますので是非お試し
ください。 

５５））能能力力偏偏差差値値ににつついいてて
乳量、乳脂量、無脂固形分量、乳蛋白質量の４形質に関して、それぞれ「地域・年

齢・分娩月」と「搾乳回数」の成年換算補正係数を用いて、能力を成年換算補正し標
準化したものが能力偏差値です。能力偏差値には「乳量偏差値」、「乳脂量偏差値」、「乳
蛋白質量偏差値」、「無脂固形分量偏差値」の４つがあり、それぞれＭ偏差値、Ｆ偏差
値、Ｐ偏差値、Ｓ偏差値と略しています。偏差値の平均は 100 で、下限は 10 です。計
算の結果、10 以下になる場合は全て 10 とし、上限は定めていません。 

乳 量 kg 7,000 7,500 8,000 8,500 9,000 9,500 10,000 11,000 12,000 13,000 
乳脂量 kg 266 285 304 323 342 361 380 418 456 494 

24 月  94 104 114 124 134 144 154 174 193 214 
分 30 84 93 102 111 120 130 139 157 176 195 
娩 36 77 86 95 103 112 121 130 147 165 182 
月 42 73 81 89 98 107 115 124 141 157 174 
齢 48 70 78 86 95 103 111 119 136 152 169 

54 68 76 85 93 101 109 116 132 148 164 
60 67 75 84 92 100 108 116 132 148 164 
66 67 75 84 92 100 108 116 132 148 164 
72 67 75 84 92 100 108 116 133 149 165 

乳 量 kg 乳 量 kg 7,000 7,500 8,000 8,500 9,000 9,500 10,000 11,000 12,000 13,000 
乳脂量 kg 乳脂量 kg 266 285 304 323 342 361 380 418 456 494 

24 月 24 月 
分 30 
娩 36 
月 42 
齢 48 

54 
60 
66 
72 
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血血統統能能力力証証明明書書のの様様式式とと見見方方  

表表示示さされれるる賞賞歴歴  
・全日本ホルスタイン共進会
・全日本ブラックアンドホワイトショウ
・北海道ホルスタインナショナルショウ
・北海道総合畜産共進会
・北海道ブラックアンドホワイトショウ

証明番号と証明年月日 

体体型型得得点点とと偏偏差差値値  
初産と２産以上の最高得点 

母の成績 

今回証明マーク 

偏偏差差値値  
 Ｍ：乳量偏差値 
Ｆ：乳脂量偏差値 
Ｐ：乳蛋白質量偏差値 
Ｓ：無脂固形分量偏差値 

累累計計記記録録  
各乳期で最長の検定日数を
持つ成績証明を対象に計算 

選選奨奨  
金賞：総乳量 60,000 ㎏以上  

総乳脂肪量   2,040 ㎏以上 
総乳蛋白質量 1,800 ㎏以上 

銀賞： 50,000 ㎏以上 
1,700 ㎏以上 
1,500 ㎏以上 

銅賞：  30,000 ㎏以上 
1,020 ㎏以上 
900 ㎏以上 

証証明明種種類類  
・≪検定成績証明書≫
・≪審査成績証明書≫
・表示のないものは

≪血統能力証明書≫
EE 制制度度  
最高 95 点 
90 点以上 6回 

裏面には父牛並びに祖母・祖祖母の遺伝評価値、検定記録とその累計情報を記載しています 
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1155．．血血統統能能力力証証明明書書((系系統統譜譜))のの発発行行ににつついいてて  

血統能力証明書（系統譜）は、過去のある雌牛から子孫牛の繁栄をまとめた証明書（Ａ
３判）です。通常の血統能力証明書（４代）は、ある牛について曽祖父母までの４代血統
を遡って審査・検定成績や直近の遺伝評価成績を掲載していますが、この「系統譜」証明
書には、希望するホルスタイン種登録雌牛に関係する子孫牛を最大 15 世代まで掲載しま
す（雄牛はその代までとします）。 

また、掲載する子孫牛に証明済みの審査・検定成績があれば、最高審査得点と最高乳
量記録を表示するので、ファミリー(系統)の繁栄ぶりや全体像がひと目で分かります。 

あなたの牧場の基礎牛について、子孫牛の繁栄を１枚（子孫牛が多い場合は複数枚）
の証明書にまとめて整理してみませんか？ 
申込料金は１件につき 5,500 円。申込みのお問合せは、当協会または最寄りの当協会

支部・承認団体までお願いします。
なお、この「系統譜」についての申込書は、当協会 Web のトップ画面の「各種申込み・

お問い合わせ」 →「各種申込書」→「血統能力証明（４代・系統譜）申込書」を印刷、
記入方法は「血統能力証明（４代・系統譜）申込・掲載内容について」をご確認くださ
い。

証明済み最高乳量記録の分娩時
年齢、検定日数、乳量、乳脂量・
率、乳蛋白質量・率、無脂固形分
量・率を掲載します 

登録雌牛の子孫牛
を最大 15 世代まで
掲載します 

証明済みの最高審査
時年齢と得点を掲載
します 

始祖牛の娘・息子牛には「▼」、 
孫牛には「▽」を名号の先頭に
付記します 

登録番号の下線 
雌牛：ピンク 
雄牛：ブルー 
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1166．．よよくくああるる質質問問ＱＱ＆＆ＡＡ  

個別登録 

Ｑ１．母牛の登録所有者名義はどのように確認すればいいですか？
Ａ１．母牛の血統登録証明書の所有者欄もしくは移動履歴欄に印字されている名義を確認

してください。母牛が導入牛の場合は、個体識別情報への転入報告も併せて確認して
ください。なお、自動登録農家へ導入している場合は、農家が移動証明申込み（有料）
を行わない限り、血統登録証明書に農家氏名は印字されませんのでご注意ください。 

Ｑ２．個別登録農家が無登録の牛を導入したのですが、血統登録したい場合はどのような
申込みが必要ですか？

Ａ２．「本牛の血統登録申込み」と「本牛の移動証明申込み（本牛の出生時所有者→現所有
者への移動証明）」が必要です。なお、母牛が無登録牛の場合は、「本牛の移動証明申
込み」は不要となります。 
※従来では、母牛の移動証明（前所有者→本牛の出生時所有者）が必要でしたが、令和５年１
月より特例措置として、購入牛を血統登録する際の母牛移動証明は省略可としています（26ペ
ージ参照）。

自動登録 

Ｑ１．自動登録農家が無登録の牛を導入したのですが、血統登録したい場合は何をすれば
いいですか？

Ａ１．導入牛は、導入先の自動登録農家で生まれておらず自動登録農家で出生報告してい
る訳ではないので自動登録処理ができません。よって、個別登録申込みが必要ですの
で血統登録申込書を作成してください。登録料金は生後 10 ヵ月以内の自動登録料金を
適用します。 
血統登録証明書にはその牛の出生時所有者のみ印字し、現所有者である自動登録農

家は印字しません。現所有者を印字したい場合は、移動証明申込み（有料）を行って
ください。 

Ｑ２．過去の事故照会を回答すると、登録料金は超過料金となってしまいますか？
Ａ２．自動登録の超過料金は、出生日から申込日（当協会が出生データを受理した日とす

る）の間隔が 10 ヵ月以上経過しているかどうかで決定します。事故照会の回答が照会
日から 10 ヵ月以上経過したという理由では超過料金になりません。

Ｑ３．自動登録されていない牛がいますが、申込書が必要ですか？
Ａ３．自動登録されていない原因は次の①～⑤の場合が考えられますので、確認の上、そ

れぞれ対応してください。 
① 家畜改良センターへの出生報告が遅れている場合

⇒ 速やかに出生報告を行ってください。出生報告が遅れても、報告後４日以内
には自動登録の処理を行いますので、血統登録申込書は不要です。 
なお、生後 10 ヵ月以上遅れて出生報告された場合は、自動登録の超過料金と

なりますので注意してください。 
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② 事故照会になっている場合
⇒ 事故照会用紙にて回答の上、支部・承認団体に郵送またはＦＡＸ送信してく
ださい。血統登録申込書は不要です。 

③ 自動登録開始前に出生している牛の場合
⇒ 個別登録申込みが必要ですので血統登録申込書を作成してください。登録料
金は生後 10 ヵ月以内の自動登録料金を適用します。 

④ 無登録の導入牛の場合
⇒ 前ページ「Ｑ１．自動登録農家で無登録の牛を導入したのですが、登録した
い場合はどうすればいいですか？」参照。 

⑤ 自動登録対象外の牛の場合
⇒ 受精卵移植（ＥＴ）による生産牛、雄牛および輸入牛は、個別登録申込みが
必要ですので、血統登録申込書を作成してください。 

申 込 牛 の 種 類 申込書 登 録 料 金 
出生報告が遅れた牛 

不要 自動登録の生後10月以内
または超過料金 

事故照会牛(注１) 
登録延期牛(注２) 
管理委託・貸付牛(注３) 
胎内輸入牛（精液によるもの） 
自動登録農家で自動登録開始前に出生している牛 

必要 
自動登録の生後10月以内

料金 自動登録農家が他農家から導入した牛 
ET生産牛・雄牛・輸入牛 個別登録の生後10月以内

または超過料金 
(注１) 事故照会用紙が必要 
(注２) 自動登録実施農家連絡書が必要（延期理由が遺伝子型検査の場合を除く） 
(注３) 管理者が個別登録農家だった場合は申込書が必要 

遺伝子型検査 

Ｑ１．親子判定とＳＮＰ検査を同時に申込むことはできますか？
Ａ１．親子判定とＳＮＰ検査は１枚の申込用紙で同時に申込みができます。検査は①親子

判定⇒②ＳＮＰ検査の順で進行しますが、親子判定で否定の結果となった場合は事故
照会となり、再検査して肯定の結果が出るまで、ＳＮＰ検査は保留となります。

Ｑ２．本牛や母牛で既に試料番号を持っている場合でも、再度、検査試料の送付が必要で
すか？

Ａ２．試料番号を既に持っている場合、新たに送付された検査試料は破棄しています。た
だし、先に送った検査試料に誤りの可能性がある場合は、再送付した検査試料で再検
査を希望する旨を検査申込書に記入してください。

ＳＮＰ検査血統疑義 

Ｑ１．血統疑義の調査が終了した後の「血統更正」には申込書が必要ですか？
Ａ１．必要ありません。ＳＮＰ検査による血統疑義の血統更正は無料で行いますので、血

統疑義が解消した牛の血統登録証明書に付箋等で「ＳＮＰ無料更正」と分かるように

【自動登録の申込書要/不要と登録料金について】 
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して、当協会へ送付してください。 
Ｑ２．血統疑義牛やその母牛、娘牛といった親子判定の検査対象となる関連牛が他県にい

る場合、検査試料の採取はどうしたらよいでしょうか？
Ａ２．当協会から当該県の支部・承認団体へ試料採取の依頼を行いますので、その際はご

連絡ください。

審査・調査 

Ｑ１．審査時に準備が必要な書類はありますか？
Ａ１．エクセレント牛（体型審査得点 90 点以上）を評価する場合は、能力が確認できる書

類（血統能力証明書または検定情報サマリー等）と繁殖状況が確認できる書類（繁殖
台帳等）を現地で確認しますので、審査前に必ずご準備ください。 

Ｑ２．受検時に配布される「近交回避リスト」は、近交係数 6％未満の種雄牛が一括表示さ
れていますが、種雄牛毎の近交係数を表示できませんか？

Ａ２．紙面の都合で種雄牛毎の近交係数を表示することはできま
せんが、当協会が提供している「近交情報システム Web」では
表示できますので、ぜひご活用ください。 

検定成績証明 

Ｑ１．申込書に検定情報サマリーの添付は必要ですか？
Ａ１．添付は不要ですが、申込書を作成する際は必ず検定情報サマリーをご確認ください。 
Ｑ２．検定期間が１乳期の申込みをする際の注意点はありますか？
Ａ２．１乳期の申込みは、10 月または１年の成績が証明されている、もしくは同時に 10 月

または１年を申込むことが条件になりますので必ずご確認ください。 

その他 

Ｑ１．申込書が不要で、無料扱いの申込みは何がありますか？
Ａ１．以下に該当するものは、血統登録証明書（⑥⑦は検定成績証明書）を送付するだけ

で、申込書や料金は不要です。送付の際には、訂正内容を付箋等に書いてください。 
①登録の取消
②自動登録牛の名号訂正（登録日から半年以内の連絡に限る）
③母牛の家族間移動証明に係る娘牛の所有者訂正（娘牛の登録日から半年以内）
④母牛の血統登録に係る娘牛の母牛欄の訂正
⑤ＳＮＰ検査による血統疑義の血統更正
⑥更正申込牛の審査および検定成績証明書の訂正
⑦取消再登録申込牛の審査および検定成績証明書の訂正
⑧更正・取消再登録申込牛に子孫牛が複数いた場合の２頭目以降の子孫牛更正申込

（※⑧の場合は申込書が必要です。）

近交情報システム Web 
二次元コード 
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用語解説（５０音順・アルファベット順） 

異常斑紋 

「ＯＣ」（＝オフカラー）と表し名号末尾に付加する。ホルスタイン種で毛色が次のいずれ

かに該当するもの。①尾房または腹が全黒のもの、②蹄冠部を一肢でも黒毛で取り巻

くもの、③体の一部に灰色または赤色の斑点があるもの。 

遺伝子 ＤＮＡを媒体とした遺伝情報。概念的なもの。 

移動未了 血統登録申込牛の母牛の所有者が移動証明されていない事故のこと。 

牛群遺伝情報 

家畜改良センターで行われる遺伝評価の公表後に当協会が発行する、未経産牛のゲノ

ミック評価値。

牛群審査 同一農家で複数の雌牛を審査すること。線形審査と得点審査を同時に行う。 

供卵牛 受精卵を採取した真の母牛。ドナー（donor）とも呼ぶ。 

血統濃度 

純粋種へ遡れる尺度のことで、数値の範囲は 0～100％とする。両親の数値を合計し

て２で割り、小数点第１位を四捨五入した整数値とする。 

ゲノミック評価 従来行われてきた遺伝評価値にＳＮＰ情報を組み合わせた評価法。 

検定成績証明 

牛群検定で得られた泌乳記録を証明して発行するもの。血統情報や体型記録と合わせ

て記載されている。 

個別登録 1 頭毎の血統登録申込書に授精証明書を添付して申込む血統登録様式。 

在胎日数 授精日から分娩日までにかかった日数。 

事故照会 

血統登録などの申込みについてチェック処理を行った際に、申込書類の不備や矛盾が

ある場合は、その申込みを「事故」とし、照会内容を記載した「事故照会用紙」を送付す

るもの。 

自動登録 

家畜改良センター個体識別部へ出生報告された牛の個体識別データと事前に受領した

授精データを用いた血統登録様式。 

受卵牛 受精卵を移植された雌畜。借り腹の牛。レシピエント（recipient）ともいう。 

精液ラベル 

家畜人工授精用精液証明書のこと。凍結精液ストローに添付されているもの。輸入精液

の場合は輸入精液証明書。 

体型調査 

後代検定候補雄牛を父に持つ雌牛と、その農家で飼養されている同期牛の審査を行う

こと。 

ブラキスパイナ 

牛短脊椎症。脊椎が短縮、弯曲、形成不全を起こす。胎児の段階で死亡する。血統登録

証明書等では、正常牛を BYF、保因（キャリア）牛を BYCと示す。 

フリーマーチン

牛の異性双子または異性多胎の場合、雌胎子で正常な性の分化がおこらず、生殖器に

形態異常がおこり、不妊となったもの。 

偏差値 

能力や体型記録を成年換算補正し、標準化したもの。それぞれの偏差値は平均 100 で

下限値は 10。 

計算の結果、10 以下になる場合は全て 10 とする。上限は定めていない。 

「Ｍ偏差値」： 乳量に関して、それぞれ地域・年齢・分娩日と搾乳回数を用い成牛換算補

正し標準化したもの。 

「Ｆ偏差値」： 乳脂量に関して、それぞれ地域・年齢・分娩日と搾乳回数を用い成牛換算

補正し標準化したもの。 

「Ｐ偏差値」： 乳蛋白量に関して、それぞれ地域・年齢・分娩日と搾乳回数を用い成牛換

算補正し標準化したもの。 

「Ｓ偏差値」： 無脂固形分量に関して、それぞれ地域・年齢・分娩日と搾乳回数を用い成

牛換算補正し標準化したもの。 

「Ｔ偏差値」：  審査時月齢補正係数を用い成年(72 月齢)換算補正し標準化したもの。 

本牛同時移動 

血統登録を申込む牛が出生時飼養者から申込者へ移動している場合に、血統登録と移

動証明を同時に申込むこと。 

ロボット調査

種雄牛遺伝評価における搾乳ロボット適合指数の開発を目的として、搾乳ロボット牛舎

等(つなぎ、フリーストール、フリーバーン)で飼われている経産牛(初産から３産まで)

の審査を行うこと。 

−99 −



- 100 -

ＢＬＡＤ 

牛白血球粘着不全症。ホルスタイン種に発生する常染色体劣性の遺伝性疾患。白血球の粘

着蛋白質の一種の欠損により、病原菌に対して抵抗性が欠ける。発熱、下痢を繰り返し、傷

の治療不全等を起こし、生後数ヵ月で死亡。血統登録証明書等では、正常牛を BLF、保因

（キャリア）牛を BLCと示す。

ＣＲ 信頼幅。EBV の推定誤差の範囲を評価値に±して表示する。 

ＣＶＭ 

牛複合脊椎形成不全症。ホルスタイン種に発生する常染色体劣性の遺伝性疾患。主な症状

は流・死産による出生率の低下、あるいは新生子の奇形による死亡。血統登録証明書等で

は、正常牛を CVF、保因（キャリア）牛を CVC と表す。 

ＤＮＡ 

デオキシリボ核酸。糖とリン酸と塩基が二重らせん構造となって形成されている。ヒトは約

31 億の塩基対。ウシは約 30 億の塩基対。 

ＥＢＶ 推定育種価。遺伝的能力評価値。遺伝的能力（育種価）の推定値。 

￥ＥＢＶ 乳代効果。泌乳形質の評価値を乳代に換算したもの。 

ＥＰＡ 

推定生産能力。先天的な能力である EBVに育成の影響等後天的に備わった能力を加え

た生産能力。 

ＥＴ 受精卵移植による生産牛のこと。 

ＥＴＡ 推定伝達能力。ＥＢＶの１／２に相当する。 

ＥＴＧ 遺伝子移植を行った受精卵の移植による生産牛のこと。 

ＥＴＩ 体外受精卵の移植による生産牛のこと。 

ＥＴＮ 核移植を行った受精卵の移植による生産牛のこと。 

ＥＴＳ 分割受精卵の移植による生産牛のこと。 

ＥX 体型審査得点 90 点以上に評価した牛の通称、エクセレントともいう。 

ＦＣＭ 

乳脂補正乳量。脂肪率の異なる牛乳はエネルギ－価が異なるので、脂肪率4％の牛乳（1

㎏当り 750kcal を含むとする）をエネルギ－含量の基準として、そのどれだけに相当す

るかを計算で求めた乳量。 

ＦＣＭ(㎏)＝0.4×乳量(㎏)＋15×乳脂量（㎏）＝（乳脂率×0.15＋0.4）×乳量(㎏) 

ＧＥＢＶ 後代検定による従来の EBVとゲノミック評価値を合わせた評価値。 

ＧＰＩ 

ゲノミック評価で得られた推定遺伝能力評価の一種。EBVの代わりにＰＩを計算に用いた

ゲノミック評価値。雄牛では少なくとも 1 頭の娘牛、雌牛ならば自身の記録が従来評価に

採用された場合は EBVが計算に用いられるようになり、以降の評価値は GEBVとなる。 

ＬＰ 生涯検定牛。登録雌牛で、条件を全て備えたものを推奨する。 

ＭＦ 

単蹄（ミュールフット）。不完全浸透度をもつ常染色体劣性の遺伝性疾患。劣性ホモの場合

に発症し、指骨が融合するので、蹄がつながり、起立不全となる。右→左前→後ろの順に発

症しやすい。血統登録証明書等では、正常牛を MFF、保因（キャリア）牛を MFCと示す。 

ＭＧＳ 母方祖父のこと。 

ＮＴＰ 

総合指数(Nippon Total Profit index)。生涯生産性を高め、機能的体型に優れた乳

牛も作出をするため、泌乳形質をまず改良し、ついで改良した泌乳能力を維持できるだけ

の体型形質の改善を意図する指数。 

ＰＡ 両親の推定育種価の平均値のこと。 

ＰＩ 

個体の遺伝的能力予測値。「1/2 父牛の EBV+1/4 母方祖父の EBV+…」と血統を構成

する雄牛の EBVを用いて計算された値のこと。 

ＰＲ 日本ホル協が行う検定成績証明のこと。 

ＳＢＶ 標準化育種価。遺伝的特徴を明確にするため、ＥＢＶを標準化したもの。 

ＳＣＭ 

総固形分補正乳量。乳脂率と無脂固形分率をもとに、牛乳１㎏に含まれるエネルギ－含量

は一定（約 750kcal）という理論に基づいて標準化した乳量。 

ＳＣＭ(㎏)＝12.3×乳脂量(㎏)＋6.56×無脂固形分量(㎏)－0.0752×乳量 

ＳＮＰ 

「スニップ」と呼ぶ。一塩基多型。塩基の変異が集団内で１％以上の頻度でみられるとき、こ

れをＳＮＰという。 

ＳＮＰ検査 

個体毎にＳＮＰの違いを調べる検査のこと。尾房部から 80 本以上の毛根を試料として採

取する。 

ＴＲ 日本ホル協が行う審査成績証明のこと。 
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[[  事事故故ににななららなないいたためめのの血血統統登登録録申申込込みみチチェェッッククシシーートト  ]]  

家家畜畜改改良良セセンンタターーへへのの報報告告  
Ｑ１ 申込牛の家畜改良センターへの出生報告はされていますか？ □ 
Ｑ２ 申込牛の家畜改良センターへの出生報告の内容は、申込書の記入内容と一致

していますか？ □ 
□ 出生の年月日 
□ 雌雄の別
□ 母牛の個体識別番号
□ 種別（品種）

申申込込者者のの確確認認  
Ｑ３ 申込者の氏名を記入し、捺印をしていますか？ □ 
Ｑ４ 申込者と母牛の血統登録証明書に記載された所有者は一致していますか？  □ 
登登録録委委員員欄欄のの記記入入  

 Ｑ５ 登録委員の番号・氏名を記入し、捺印をしていますか？ □ 
授授精精関関係係のの確確認認  
Ｑ６ 在胎日数の確認をしましたか？ □ 

□ 265 日未満、296 日以上の場合、繁殖台帳などの写しを申込書に添付しま
したか？ 
（260 日～264 日、もしくは 296 日～300 日の場合は、「早産」「遅産」
などの付記があれば繁殖台帳等の写しの添付は省略できます。） 

Ｑ７ 人工授精時に使用した精液の精液ラベルを貼付していますか？ □ 
Ｑ８ 授精証明書の内容が正しく記入されていますか？申込書の記入内容と一致し

ていますか？ □ 
□ 母牛の個体識別番号 
□ 母牛の名号、登録番号（母牛が登録牛の場合）
□ 母牛の種類および品種、毛色および特徴
□ 母牛の生年月日
□ 飼養者の住所、氏名
□ 授精年月日
□ 授精証明年月日
□ 獣医師または授精師の登録番号(免許番号)、住所、氏名

受受精精卵卵移移植植にによよるる生生産産牛牛のの確確認認  
Ｑ９ ＥＴ牛は遺伝子型検査による親子判定の申込みを行っていますか？ □ 

□ 供卵牛についても遺伝子型検査による親子判定を行っていますか？ 
双双子子のの場場合合のの確確認認  
Ｑ10 同性双子は同時に登録していますか？ □ 

□ 一子をやむを得ない理由で登録しない場合は、申込書にその旨を記入し
ましたか？ 

Ｑ11 異性双子は分娩または受胎確認された上での申込みですか？ □ 
（登録を急ぐ場合は、フリーマーチン判定の遺伝子型検査の申込みを行
ってください。） 


